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開会 午前 ９時０１分 

 

○議長（増田宏胤君） 改めて、おはようございます。 

  本日ここに平成22年第２回吉田町議会定例会が招集されました。議員各位には公私ともに

御多用のところ御出席をいただき、ありがとうございます。 

  本定例会に提出される議案につきましては、後刻、町長から説明がありますが、議員各位

におかれましても、円滑に議事が進められ、適正、妥当な議決に達せられますよう、最後ま

で慎重なる御審議をお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎町長あいさつ 

○議長（増田宏胤君） 開会に当たり、町長よりごあいさつをお願いします。 

  町長、田村典彦君。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） 皆さん、おはようございます。 

  先日の24日に臨時議会でお会いしましたので、ちょっと間がありませんので、余りフレッ

シュな気持ちにはなりませんけども、元気な議員の皆様のお顔に接することができまして、

本当にうれしく思っております。 

  今、中央では、次の首相はだれになるかという形でさまざまな動きが、新聞であるとか、

テレビを通じて漏れ伝わってまいりますけども、田中角栄さんのお言葉に、こんな言葉があ

ると。皆さん御承知だと思います。「政治は数、数は力、力は金」、力は金というのは政治

資金のことでしょうけども、基本的には政治の世界というのは、冷徹な現実に合わせるには、

やはり数合わせの問題がございますので、やはり多数を制するということは、基本的には政

治の世界における必要条件であると私は思っています。 

  しかしながら、単に数合わせだけでは、最終的には支持を得られませんので、基本的には

その後、理念を伴った現実主義と、理念をいかにして達成していくと、そのための数合わせ

であるわけで、その辺が非常におもしろいなと思っています。 

  昔で言うならば、同時に中央では殺し合いが起きているわけで、昔はシニクル、今はイキ

クル、最終的には選挙という形になるんでしょうけども、政治の世界の日常は、議会の中で

決まってくるわけで、地方自治体は二元代表制ですから、ちょっと意味合いが違いますけど

も、昔、まだ若いころから、いろいろな意味で政治の世界に中側からいろいろ見させていた

だいた経験から、政治というものはすさまじいものであるというふうに思って対応しており

ます。 

  議員の皆様におかれましても、この町をどのようにするかという理念のもとで行動されて

いると思っていますので、ぜひともそのような意味における現実主義ということで御議論い

ただければありがたいと思っております。ひとつよろしくお願い申し上げます。 

○議長（増田宏胤君） ここで申し上げておきます。本日、副町長におきましては、所用のた

め途中退席させていただきますが、御了承願います。 
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──────────────────────────────────────────────── 

 

◎開会の宣告 

○議長（増田宏胤君） ただいまの出席議員数は14名全員であります。定足数に達しておりま

すので、平成22年第２回吉田町議会定例会を開会いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（増田宏胤君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員の指名は、会議規則第114条の規定により、４番、杉村嘉久君、５番、藤

田和寿君を指名いたします。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（増田宏胤君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

  お諮りします。 

  今期定例会の会期は、本日６月４日から６月18日までの15日間としたいと思います。これ

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は６月４日から６月18日までの15日間に決定しました。 

  なお、会期中の審議予定につきましては、お手元に配付の会期及び審議予定表のとおりで

ありますので、御了承願います。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸報告について 

○議長（増田宏胤君） 日程第３、諸報告を行います。 

  最初に、議長報告を行います。 

  ５月18日、19日の両日、東京メルパルクホールにおいて、第35回町村議会議長・副議長研

修会が開催されました。 

  本研修会は、新たな地方分権改革の進捗状況や今後の方向性について理解を深め、町村・

議会の活性化に資することを目的に開催されたものであり、正副議長が参加しました。 

  研修内容は、講演を中心に、３人の方から講演とシンポジウムが行われました。講演の講

師とテーマにつきましては、内閣総理大臣補佐官、逢坂誠二氏による「地域主権改革とまち

づくり」について、日本森林管理協議会代表、太田猛彦氏による「森林管理・自然環境保全



 5 

とまちづくり」について、株式会社桝一市村酒造場代表取締役、セーラ・マリ・カミングス

氏による「伝統文化を活かしたまちづくり」についての講演でした。 

  シンポジウムは、「議会の活性化とまちづくり」について、初めにパネラーによる実践事

例の報告があり、コーディネーターを岡本光雄全国町村議会議長会事務局次長に、パネラー

としては、北海道今金町議会議長、神奈川県葉山町議会議長、長野県小布施町議会議長、福

岡県苅田町議会議長によるパネルディスカッションが行われました。 

  大変有意義な講演・シンポジウムであり、議会活動、議会の活性化に向けて大いに参考に

なり、今後に生かしてまいりたいと思います。 

  ５月24日、静岡市、県市町村センターにおいて、静岡県町村議会議長会総会が開催されま

した。 

  議事として、１、静岡県町村議会議長会の会長の選任について、２、副会長の選任につい

て、３、監事の選任についての３件について審議が行われ、協議の結果、会長に周知郡森町

の大塲孝侚議長、副会長に賀茂郡西伊豆町の鈴木康夫議長、監事に駿東郡長泉町の四方義男

議長と榛原郡吉田町の議長、私が選任されました。 

  その他、平成21年度全国町村議長会の活動報告等について連絡があり、閉会をいたしまし

た。 

  ６月３日、昨日、静岡市、ホテルセンチュリー静岡において、静岡県地方議会議長連絡協

議会定期総会並びに政策研修会が開催されました。これには正副議長が出席しました。 

  初めに定期総会が行われ、１、平成21年度事業実績及び歳入歳出決算について、２、平成

22年度事業計画及び歳入歳出予算について、それぞれ認定、可決されました。 

  総会に続いて政策研修会が開催され、山梨学院大学法学部教授、江藤俊昭氏による「地方

分権時代における議会の役割～これからの地方議会・議員～」と題して講演がありました。

今後の議会改革の方向性、議会のあり方等について熱く語られ、議会の重要性を再認識でき

ました講演でありました。 

  次に、議員派遣結果についてでありますが、議員派遣結果報告書をお手元に配付させてい

ただきましたので、御了承願います。 

  次に、監査委員から、例月出納検査並びに定期監査、財政的援助団体監査の結果報告書が

提出されております。写しをお手元に配付させていただきましたので、御了承願います。 

  次に、定例会に説明員として出席通知のありました者の職・氏名を一覧表としてお手元に

配付しておきましたので、御了承願います。 

  以上で議長報告を終わります。 

  続いて、町長の行政報告を行います。 

  お聞き取りのほどお願いします。 

  町長、田村典彦君。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） 平成22年第２回吉田町議会定例会の開会に当たりまして、町政運営の

概況等について御報告申し上げます。 

  さて、本日６月４日は、富士山静岡空港が開港し、１周年を迎える記念すべき日でござい

ます。本日、午前10時40分から、富士山静岡空港ターミナルビル３階展望ロビーにおきまし

て、静岡県及び富士山静岡空港利用促進協議会主催の記念式典が開催され、当町からも出席
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をさせていただいております。 

  当町は、航路直下という特殊な側面もございますが、利便性の高い空港ができてから１周

年を迎えることを素直に喜び、当町でも６月５日の土曜日、県営吉田公園を会場として、上

空を飛行機が多く通過する昼前後の時間帯を選び、「空港の玄関口からおめでとう！キャン

ペーン」を実施する予定でおります。静岡県を初め、周辺市町などでも、記念事業が多数企

画され、開港１周年をお祝いしてまいります。 

  さて、当町が現在直面している重大な問題の一つとして、吉田高等学校と大井川高等学校

の統廃合問題がございます。現在の県立高等学校再編につきましては、平成17年３月に策定

された静岡県立高等学校第二次長期計画に基づき、静岡県教育委員会が推し進めようとして

いるものでありますが、その中に盛り込まれていた吉田高等学校と大井川高等学校の統合に

関し、静岡県教育委員会は急遽、本年３月26日に臨時会を招集し、吉田高等学校と大井川高

等学校の統合後の新たな学校の校地を現在の大井川高等学校敷地と定め、開校予定時期を平

成25年４月１日とすることを決定いたしました。 

  新聞やテレビで報道されましたとおり、この臨時会開会直前に、私や地元の県議会議員や

関係者の手で、町民など多くの皆様方の願いが込められた約２万人分の統合反対署名を静岡

県教育委員会に提出いたしましたが、地元住民の声を無視するかのごとく、二つの高等学校

の統合案が可決されてしまいました。 

  これまで静岡県教育委員会は、地元に対し、吉田高等学校廃校を前提とした結論を押しつ

けるような説明態度に終始したことから、行政当局はもちろんのこと、学校関係者さえ、十

分な説明や議論を行うことなしに、この局面を迎えたわけであります。 

  私は、こうした静岡県教育委員会の性急な進め方は看過しがたいと感じ、さらに教育環境

の充実を最重要施策の一つと位置づけ実践している当町にとりまして、大変重大な問題であ

るととらえ、目下、県教育委員会と調整を進めております。 

  みずからが権限と責任を有する静岡県教育委員会が決定した動かしがたい結論を覆すこと

は極めて難しく、針の穴を通すような困難なものであることは承知しておりますが、吉田高

等学校の歴史と今後の子供たちの学ぶ環境を考えますと、町内唯一の県立高等学校を存続さ

せる努力をとめる選択は出てまいりません。とりわけ、この件につきましては、すべての町

民の皆様方が、先人の教育に注いだ熱い思いを脳裏に思い浮かべていただき、吉田高等学校

存続に向けて力強い御支援を賜りますことを切にお願い申し上げる次第でございます。 

  それでは、当町の今年度における事業の進捗状況等について御報告申し上げます。 

  最初に、健康づくり事業の一つであります女性特有のがん検診について御報告申し上げま

す。 

  がん検診につきましては、本年５月から肺がん、大腸がん、６月から子宮がん、乳がん検

診がそれぞれ開始されております。静岡県の統計によりますと、平成20年に残念ながら病気

でお亡くなりになられた方の死亡原因の約３割ががんで、その半数は、町が検診を実施して

いる肺がん、大腸がん、胃がん、子宮がん、乳がんが原因となっております。このような実

態を考えますと、病気の早期発見・早期治療の必要性を強く感じるところでございます。 

  本年度は、まず第一に、家庭の健康管理の担い手であり、地域の健康づくりのかなめでも

ある女性の皆様のがん検診の受診率向上を図るとともに、病気の早期発見・早期治療を推進

するためにも、全町民の皆様の健康に対する意識向上を図ってまいりたいと考えております。 
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  がん検診の受診率向上の方策といたしまして、女性特有の子宮頸がん、乳がん検診の対象

者の方全員に受診券を送付いたしました。多くの対象者が受診され、早期発見・早期治療に

結びつくことを期待してやみません。また、がん検診の大切さを伝える健康教育につきまし

ても、吉田町みどりのオアシスまつりや総合体育館での健康体操教室、吉田中学校及び中央

小学校のＰＴＡ総会などで実施しております。 

  このように、引き続きがん検診の大切さを伝える健康教育を機会あるごとに実施し、各種

がん検診の受診率の向上を図り、健康で生き生き暮らせる町づくりの実現に努めてまいりた

いと考えております。 

  次に、本年８月の開館を目指し建設を進めております「ちいさな理科館」につきまして御

報告申し上げます。 

  去る３月27日に、ちいさな理科館建設現場におきまして、現場見学会を実施いたしました。

参加された親子合わせて30組60人の方は、理科館について紹介され、現場での鉄筋の結束や

レッカー車の乗車体験とともに、建物ができていく過程を学ばれました。 

  ちいさな理科館につきましては、オープニングセレモニーを来る８月７日に予定しており

ますが、元文部科学大臣の有馬朗人先生をお招きし、中学生を対象に静電気を題材とした模

範実験を行っていただくことを計画しております。また、開館後は、小学生を対象として、

土・日曜日を中心に、子供たちの探究心に刺激を与えるような実験や観察を実施してまいり

ます。 

  続きまして、社会教育関係事業につきまして御報告申し上げます。 

  社会教育関係事業は、地域社会の教育力向上を目標に、地域の皆様に御協力を賜りながら、

事業展開を行っております。家庭・地域・学校が相互に協力・補完し合いながら、子供たち

をはぐくむ体制づくりを進めております。 

  昨年度は、町内４地区すべてに「子どもをはぐくむ地域教育推進協議会」が結成されるな

ど、地域住民の皆様主導による活動が行われております。そのほかにも、吉田町チャレンジ

教室や吉田町ふるさと学級、吉田町ソフトランニング教室など、地域の人材を活用した事業

を実施しておりますが、このような活動を通しまして、地域教育のリーダー的人材の育成を

図りながら、地域社会の教育力向上を目指してまいりたいと考えております。 

  次に、図書館につきまして御報告申し上げます。 

  国立教育政策研究所社会教育実践研究センターでは、例年、全国からすぐれた社会教育施

設を選び、社会教育情報番組「社研の窓」を制作し、インターネット上で紹介しております。

このたび、吉田町立図書館が全国で１館だけ優秀図書館として選ばれ、「『知の拠点』とし

て地域の教育力の向上に努める」と題して紹介されることになりました。取材・編集を終え、

今月からインターネットで流されることとなりました。 

  この中では、生涯学習の拠点施設として開かれた図書館、これを可能とした吉田町立図書

館設置条例や、学校図書館と連携した学校図書館資源共有ネットワークづくりの事業などが

高く評価されております。今後も町民の皆様へのサービスの充実と、役に立つ図書館運営に

努めてまいります。 

  次に、高齢者福祉事業の実施状況につきまして御報告申し上げます。 

  平成22年４月１日現在、当町の65歳以上の高齢者人口は5,931人、高齢化率は19.4％で、

そのうちひとり暮らしの高齢者数は474人と、高齢化率、ひとり暮らし高齢者数とともに
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年々増加している状況でございます。 

  例年５月から８月にかけて、民生委員・児童委員の皆様にお願いいたしまして、65歳以上

の高齢者の全世帯を訪問し、高齢者実態把握調査を実施いたしておりますが、本年度も５月

の定例民生委員・児童委員協議会開催時に、調査方法につきまして説明させていただき、調

査に着手したところでございます。 

  65歳以上の高齢者宅を訪問した際に、高齢者の方の健康状態等を把握し、必要に応じて、

福祉サービス等を紹介しておりますが、特にひとり暮らしの高齢者の方につきましては、緊

急時に備え、本人の了解を得て、連絡先等の把握にも努めております。 

  また、高齢者の福祉サービスの一つとしまして、本年２月から開始した「救急医療情報キ

ット配布事業」がございます。これは高齢者の医療情報等をおさめた円筒形の容器を冷蔵庫

内に保管し、救急時に迅速に情報提供することで、救命の一助とすることを目的とする事業

でございます。 

  ５月末現在の利用状況は156人でございます。中でも、ひとり暮らし高齢者の利用状況に

つきましては、ひとり暮らし高齢者474人のうち73人、15.4％の利用にとどまっております。

もしもの事態を考えますと、健康に自信のある方でも、できるだけ備えていただきますよう、

民生委員等関係機関の協力のもと、さらに周知に努めている状況でございます。今後も急速

に進行する高齢化に対し、より効果的な高齢者福祉施策を検討し、推進してまいる所存でご

ざいます。 

  次に、総合障害者自立支援施設の建設事業につきまして御報告申し上げます。 

  総合障害者自立支援施設の建設につきましては、昨年10月に着工し、屋根部分、外壁部分

が完了し、おおむね65％の進捗状況でございます。今後は、本年８月下旬の完成に向けて、

内装工事、外構工事及び事務備品等の整備を計画的に進める予定となっております。 

  また、本年２月から４月にわたり、施設の愛称を公募しておりましたが、全国から432作

品の応募をいただき、吉田町障害者（児）福祉推進委員会での審査を経て、愛称を「あつま

リーナ」に決定いたしました。選考の理由といたしましては、あつまリーナが、施設のテー

マであります「共生するまちの実現」にふさわしい愛称であること、まただれもが覚えやす

く、親しみやすいこと、そして仲間を連想させるイメージであることが挙げられました。 

  命名者は、住吉小学校５年生の鈴木陽向さんです。たくさんの御応募をいただきましてあ

りがとうございました。心より感謝申し上げる次第でございます。今後は、あつまリーナの

愛称にふさわしく、町民の皆様を初め多くの方々に親しまれ、障害者同士、障害者と地域の

方々との交流の場が一層広がる施設となるよう努めてまいる所存でございます。 

  続きまして、急増する生活困窮者の社会的な居場所づくりにつきまして御報告申し上げま

す。 

  国内の景気低迷が依然として続いている中、会社の都合で失職するなど、生活に困窮する

方が急増している状況でございます。当町におきましても、生活保護を申請する世帯が急増

し、平成20年４月と22年４月を比較いたしますと、17世帯から40世帯と約2.4倍に急増して

おります。 

  国では、緊急的な対策の一つとして、国・県・市町村等関係機関によるセーフティーネッ

トを構築し、昨年10月から住宅手当緊急特別措置事業を実施し、離職によって住宅を失った

方や失うおそれのある方を支援しております。この事業は、国が６カ月間に限り家賃を全額
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支給し、この間に仕事についていただけるよう、各自治体とハローワーク、社会福祉協議会

が連携して支援していくものであります。 

  町の相談窓口には、多くの生活相談者が来庁されますが、その際、国による住宅手当の支

援や、ハローワークでの就労相談、社会福祉協議会による入居資金、生活資金等の貸し付け

などを御案内するとともに、一日も早く自立していただけるよう相談に当たっております。

当町の５月末現在の住宅手当支給決定件数は15件でありました。今後も関係機関と連携を密

にしながら、社会生活の自立に結びつけられるよう継続的な支援を行ってまいりたいと考え

ております。 

  次に、国民健康保険制度における非自発的失業者に対する軽減措置について御報告申し上

げます。 

  先ほども申し上げたとおり、世界的な不況の影響を受け、我が国の景気も低迷する中、会

社の倒産や解雇等で職を失った方、いわゆる非自発的失業者が社会保険等を離脱し、国民健

康保険に加入される状況が続いております。 

  こうした中、国では、非自発的失業者に対し、安心して国民健康保険に加入していただく

ために、地方税法等を改正し、失業時からその翌年度末までの間、前年の給与所得を100分

の30に圧縮算定し、国民健康保険税の負担軽減を図る制度を創設させたところでございます。

軽減制度の対象となる方は、雇用保険の特定受給資格者及び特定理由離職者となっておりま

す。 

  当町におきましては、５月末までに51件の申請がございましたが、この軽減措置の適用に

つきましては、あくまで御本人の申請が前提となっておりますので、この制度を利用してい

ただくためには、広く周知を図っていくことが何よりも重要であると考えております。国に

おきましては、テレビ等マスコミによる周知や、ハローワークの窓口でのＰＲを行うなど、

周知に努めておりますが、町においても、「広報よしだ」やホームページに掲載するほか、

窓口においてリーフレットを配布するなど周知活動に努めております。 

  医療制度改革に伴い、国民健康保険制度が大きく変革する中、今後とも安定的運営と健全

な保険財政の確保は不可欠でございますので、住民の皆様には、なお一層制度に対する御理

解と御協力を賜りたいと存じます。 

  次に、都市基盤整備事業につきまして御報告申し上げます。 

  初めに、都市計画道路東名川尻幹線の整備でございます。現在、静岡県の事業区間と町の

事業区間と区分けして整備を進めているところでございます。 

  国道150号から南側につきましては、町が事業主体となり整備を進めており、今年度は、

町道中瀬大井川線から町道高畑高島線までの約350メートルの区間につきましては、主に舗

装工事を計画しております。 

  次に、川尻地内の都市計画道路中央幹線につきましては、町道本田線から町道西の宮線ま

での約340メートル区間を舗装工事主体に計画しており、この区間のうち約180メートルの区

間について、今年度中に供用開始する予定で工事を進めております。 

  同じく、川尻地内の都市計画道路大幡川幹線につきましては、今年度は、用地及び物件補

償の契約を地権者の方から御承諾いただけるよう事業を進めてまいります。工事といたしま

しては、横手橋から南約55メートルの区間について、７月に工事の発注をする予定でござい

ます。 
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  次に、住吉地内の都市計画道路榛南幹線につきましては、現在、住吉幹線から海岸幹線ま

での区間を静岡県と町の事業区間に区分けし、整備を進めており、県の事業区間につきまし

ては、今年度は残りの用地をすべて取得する予定で、用地取得が完了後、順次工事を進める

予定と伺っております。なお、町の事業区間につきましては、引き続き用地の取得に努めて

まいります。 

  同じく、榛南幹線で海岸幹線から二級河川坂口谷川を渡り、牧之原市までの区間につきま

しては、県道路局の事業でございますが、今年度は吉田町側の残りの用地をすべて取得する

予定でございます。 

  次に、生活道路の整備でございますが、平成21年度から整備を進めております町道西の坪

大浜５号線につきましては、地権者の方の御協力をいただきまして、今年度予定している用

地取得につきまして、順調に計画が進んでおります。幅員4.5メートル、延長57メートル区

間の工事を７月ごろ発注する予定で準備を進めております。 

  また、新規事業の町道愛宕前２号線につきましては、既に測量設計業務を発注し、今後、

地権者の皆様の御意見を伺いながら、道路設計、境界立ち会いなどを実施し、用地取得まで

進める計画でございます。今年度事業につきましても、早期発注、早期完成を目標に心がけ

てまいる所存でございます。 

  続きまして、今年度の橋梁点検事業につきまして御報告申し上げます。 

  町が管理を行っております道路橋のうち、橋長15メートル以上の橋梁が29橋あり、昨年度

は９橋につきまして点検を行いました。今年度は、残り20橋の橋梁点検を、平成22年度社会

資本総合交付金事業として行っていく計画でございます。現在、この事業の発注準備を進め

ており、これにより、15メートル以上の橋梁の点検が完了することとなります。 

  次に、第18回吉田町みどりのオアシスまつりにつきまして御報告申し上げます。 

  ことしも４月29日、県営吉田公園におきまして開催することができ、当日は約１万5,000

人と大変多くの方に御来場いただき、多彩なイベントが繰り広げられました。今年度は、初

めての試みといたしまして、会場駐車場でこいのぼりを上げることを計画いたしました。町

民の皆様にこいのぼりの御寄附をお願いしたところ、大変多くのこいのぼりが集まり、当日

は盛大に上げることができ、御来場者の皆様にも大空に泳ぐこいのぼりを楽しんでいただき

ました。 

  次に、榛南広域営農団地農道整備事業につきまして御報告申し上げます。 

  この事業は、榛南地域における広域農道として、静岡県志太榛原農林事務所が実施主体と

なり整備を進めております。平成24年の供用開始に向け、広域農道榛南２期地区として工事

を行っております。平成21年度の工事につきましては、天候不順等により、不測の日時を要

したことから、現在も繰り越し事業として工事を進めているところでございます。 

  平成22年度の町内における工事予定箇所といたしましては、交差点部に当たる県道吉田大

東線拡張工事及び県道との交差点から西側本線部の150メートル区間の開設工事を行う予定

であります。また、青柳公園から県道住吉金谷線までの本線区間483メートルにつきまして

は、９月からの着工を予定しております。 

  本事業は、交差点改良工事箇所が多く、周辺地域の皆様には、工事車両の通行、道路の通

行どめや片側通行など交通規制により、御迷惑と御不便を大変おかけしておりますが、何と

ぞ御理解と御協力をお願い申し上げる次第でございます。 
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  次に、町民の皆様の安全安心を守る防犯対策の推進につきまして御報告申し上げます。 

  当町では、関係機関と連携しながら、町民の皆様が安全で安心して暮らせる町づくりを推

進しているところでございます。当町における犯罪発生状況は、全刑法犯認知件数は、平成

17年の461件をピークに４年連続で減少しており、平成21年中における件数は272件でござい

ました。 

  罪種別犯罪発生状況で申し上げますと、平成21年中における空き巣や事務所荒らしなどの

侵入窃盗は19件発生し、平成20年中の36件に比べ、発生件数は大幅に減少しております。ま

た、駐車中の自動車やオートバイ等から部品を盗むという手口の部品ねらいという犯罪も４

件と、平成20年中の27件に比べ、発生件数は大幅に減少しております。 

  しかしながら、増加が目立つ罪種としましては、自転車盗、オートバイ盗が挙げられ、自

転車盗につきましては、町内において昨年１年間で56件発生しております。これは町内で発

生した全刑法犯認知件数の約２割を占めている状況であり、自転車盗の抑止が、街頭犯罪を

抑止していく上で重要なポイントと言えます。 

  また、自転車盗の検挙者と被害者の多数が少年である現状から、自転車盗を抑止すること

で、少年非行防止や被害者保護に効果があると考えます。さらに、自転車盗の特徴としまし

ては、犯行手段が容易であることや、動機が単純であるため、本格的な非行へ深化していく

危険性が高いとの見方もございます。自転車盗を抑止することは、他の犯罪へ移行する芽を

摘み取るための有効な策であり、官民を挙げた総合的な対策が求められております。 

  こうした状況から、町では平成22年１月から緊急雇用創出事業として、地域安全環境整備

事業を実施しているところでございます。この事業では、毎朝、緑色の防犯ベストを着用し

た２人の臨時職員が、主にバス停の駐輪場において、自転車の盗難防止対策としてのツーロ

ック等の防犯指導や、自転車の整列、駐輪場の清掃作業を行い、犯罪被害に遭いにくい環境

を整備しております。また、町道に設置されているカーブミラーの点検整備や、子供に対す

る声かけ事案発生場所における防犯パトロールも実施しております。 

  他方、犯罪を未然に防止するため、町内の駐輪場３カ所に防犯カメラを設置すべく、準備

を進めており、犯罪抑止の環境整備も実施してまいります。安全で安心な町づくりのために

は、地域ぐるみによる防犯活動が欠かせませんが、現在まで、犯罪発生件数が４年連続して

減少傾向にあることは、町民の皆様によります防犯活動の成果であると確信をしております。

行政、地域、企業、学校、警察などの関係機関が一体となって、人の目が行き届いた犯罪の

起きにくい防犯町づくりを推進し、安全で安心して暮らせる町を目指してまいります。 

  次に、吉田町地域活性化大規模イベント事業補助金、通称吉田カムカム補助金につきまし

て御報告申し上げます。 

  町では、富士山静岡空港によって生み出される多様な交流を町の活性化につなげるため、

吉田カムカム補助金を創設し、４月から実施しているところでございます。現在までの実績

でございますが、補助事業第１号にＮＰＯ法人しずかちゃん主催の「2010inよしだ チュー

リップまつり」を認定し、補助金100万円を交付いたしました。チューリップまつりは、去

る４月４日から11日までの８日間開催され、期間中には、来場者目標６万人を上回る６万

1,302人が会場を訪れ、新聞、ラジオ、テレビでも取り上げられるなど、想像以上のＰＲ効

果を得ることができました。 

  今後も、より多くの団体や企業の皆様に本事業を活用していただくとともに、富士山静岡
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空港の２階に設置しております吉田町ＰＲブースとも連携を図り、情報発信することで、よ

り多くの人や物、情報の交流を生み出し、町の活性化につなげてまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、2010年上海国際博覧会静岡ウイークへの参加につきまして御報告申し上げます。 

  中国の上海市では、５月１日から10月31日の会期で、上海万博が開催されておりますが、

静岡県では、この上海万博会場内に設置されました日本産業館の催事ステージを利用し、静

岡県の観光や文化等の魅力を中国人来場者にＰＲし、富士山静岡空港の利用客を増やすため

の事業「静岡ウイーク」の開催を計画しております。 

  この静岡ウイークは、８月16日から22日までの７日間となっており、当町も空港周辺に所

在する自治体でありますので、この事業の成功に尽力するとともに、万博会場のお客様に吉

田町を知っていただき、訪れていただくことを目的に、静岡県市町村振興協会の助成を受け

て、ステージ出展することを決定いたしました。 

  また、現在、静岡県では、富士山の標高にちなんで、3,776人を友好都市である中国の浙

江省に送る「ふじのくに3776友好訪中事業」を行っており、このたび県から上海万博出展市

町に対し、上海万博静岡ウイークに合わせた浙江省への訪問依頼がありましたので、当町に

おきましても、この機会に職員を浙江省へ派遣する予定であります。この事業に参加するこ

とにより、当町への中国人観光客の増加を図るためのＰＲを行うとともに、観光・企業・労

働力の面において、さらなる交流の可能性を模索してまいりたいと考えております。 

  次に、職員の勤務時間の改定につきまして御報告申し上げます。 

  職員の勤務時間の改定につきましては、さきの臨時議会におきまして、議員の皆様方の御

承認をいただきまして、１日７時間45分、１週38時間45分に改定いたしました。平成20年度

人事院勧告におきまして、民間の労働時間は、職員の勤務時間よりも１日15分程度、１週１

時間15分程度短い水準で安定していることが明らかになっております。地方公務員の勤務時

間は、民間と均衡させることが基本となっており、県内の自治体の動向を見きわめてきた結

果、勤務時間の短縮に対応していない市町は、本町を含め、残り４町でございました。 

  ７月１日から、職員の勤務時間を午前８時15分から午後５時までと短縮してまいりますが、

広報やホームページなどで町民の皆様への周知を図るとともに、これまでの行政サービスを

維持し、かつ行政コストの増加を招かないよう努めてまいります。そして、業務の合理化、

効率化や勤務体制の見直し等、また職員一人一人の仕事の進め方や働き方を点検するなど、

公務能率の一層の向上に努めるよう指導してまいります。 

  さて、最後に、町民の皆様から寄せられる行政相談や苦情等の処理につきまして御報告申

し上げます。 

  町民の皆様からの苦情等の処理につきましては、各課別の縦割りで処理しているのが現状

でありますが、苦情は行政運営において重要な反省材料であり、行政組織の無駄の点検にも

欠かすことができないものであります。 

  本年度から当町における行政相談や苦情等につきましては、行政経営指導員がその調整・

処理について関与することといたしております。町民の皆様方の貴重な苦情等に早急に対応

し、意見を町政に反映させるために、行政経営指導員室に直通の電話を開設いたしました。

運用は７月１日からとさせていただきます。電話相談窓口を開設することで、町民の皆様か

らの苦情等への対応が、今まで以上に円滑になるものと考えております。 
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  以上、町政運営の一端を申し上げましたが、国政におきましては混迷を来している状況で、

国の新たな制度や施策は今後どうなるのか、国民にとりまして、戸惑い、不安を感じる状況

であります。しかし、このような状況下でありましても、行政運営が停滞せぬよう、職員一

同全力で公務に当たってまいりますので、議員の皆様におかれましても御支援賜りますよう

お願い申し上げまして、本定例会における行政報告といたします。 

○議長（増田宏胤君） 町長の行政報告が終わりました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議会閉会中の委員会活動報告 

○議長（増田宏胤君） 続いて、日程第４、議会閉会中の委員会活動報告を総務文教常任委員

会委員長から報告願います。 

  総務文教常任委員会委員長、お願いします。 

  ５番、藤田和寿君。 

〔総務文教常任委員会委員長 藤田和寿君登壇〕 

○総務文教常任委員会委員長（藤田和寿君） ５番、藤田和寿。 

  それでは、総務文教常任委員会から、議会閉会中の調査活動について御報告申し上げます。 

  ４月20日、役場４階第２会議室におきまして、午前９時、出席委員数７名、定足数に達し

ていることを確認し、委員会を開会いたしました。調査案件の健康と福祉に関する調査とし

て、関係する３課から調査員を招き、各課１時間程度の説明を受けました。 

  まず、社会福祉課から水野課長、鈴木補佐、久保田統括の出席をいただき、実施計画書９

ページの第１章、健康と福祉から、実施計画書に基づき、地域福祉、児童福祉、障害者福祉

の順に説明を受け、質疑を行いました。 

  委員、民生委員50人のうち30人が改選と伺っているが。 

  当局、改選内容については、いまだ詳細についてはつかんでおりません。民生委員は３年

任期で、多くがボランティア活動を含む、かなり御負担が多く、２期、３期と続けることが

難しいとの意見を伺っておりますが、なるべく経験者の方に残っていただき、新しい方に御

指導いただくような形が望ましいと考えております。 

  委員、民生委員の調査内容は。 

  当局、具体的な例として、昨年の地震の折には、介護の必要な方たちの安否確認を地域の

方と協力し、連絡を行いました。また、実際に伺って行っていただいております。 

  委員、生活保護の実態は。 

  当局、平成20年９月時点では、生活保護は20世帯でした。３月の時点では41世帯となり、

相談数も増加しております。国の住宅手当事業で、半年間家賃を補助する制度を利用される

方も増えております。 

  委員、社会福祉協議会へ町からさまざまな事業が委託されているが。 

  当局、指定管理として、はあとふるの施設委託、老人福祉センターの運営、高齢者介護ホ

ームの運営、地域包括支援センターの業務委託、また介護保険事業者として、デイサービス

等を実施しております。 

  そうした中、自治会では業務が増えて大変であるなどの意見が出ておりますが、社協は、
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地域福祉の中心的役割を持っており重要でございます。経営的な面は、介護補助事業の関係

で赤字が出た分、全体の事業にのしかかっているのが現状でございます。これについては、

今後３年間については補助金等を考えておりますが、事務費については、町が９割負担を継

続するなど検討しております。 

  その他質疑を行い、社会福祉課の質疑を終了し、引き続き高齢者支援課より、池ヶ谷課長、

柿沼統括、生田統括に出席をいただき、実施計画書の12ページから介護保険事業を、19ペー

ジから高齢者福祉について、そして別添資料の介護保険資料について、説明を受けました。

その後、質疑を行いました。 

  委員、ワークプラザについて。 

  当局、シルバー人材センターの活動の拠点として研修を行ったり、作業を行う目的で、町

が建設して、無償で貸し出す予定の施設でございます。 

  委員、いつ、どこへ予定されているのか。 

  当局、現在のところ交番が移ってくる予定と伺っておりますので、その計画次第で、はっ

きりと決まっておりません。また、移転先ですが、計画では、跡地があいております旧さく

ら保育園が予定とされています。 

  委員、シルバー人材センターの法人化による補助金の増額について。 

  当局、今までは県と町から補助金が入っていましたが、県補助金が少なくなりましたので、

法人化することになり、町の補助金と同額を国より補助していただき、県補助金が減った分

を賄う予定です。 

  委員、ひとり暮らし高齢者緊急通報システムについて。 

  当局、昨年の実績では、１件、急病で通報された方がすぐに病院へ搬送され、時間差で助

かったとの報告を受けております。月額使用料の2,940円の１割を御負担いただき、利用し

ていただいております。 

  その他質疑を行い、高齢者支援課を終了し、最後に健康づくり課より、八木課長、大井補

佐、青野統括に出席をいただき、事業説明について、事業計画に基づき５ページから健康づ

くり、予防対策、医療体制について、内容の説明を受けました。特に予防対策事業につきま

しては、健診こよみにより詳細な説明を受けました。 

  質疑もなく、担当課の方々に退席をしていただき、次回委員会を５月12日に決定し、委員

会を閉会いたしました。12時15分でした。 

  ５月12日、役場４階第２会議室におきまして、午前９時より、出席委員６名、１名欠席、

定足数に達していることを確認し、委員会を開会し、健康と福祉について、調査案件につい

ての協議を行いました。前回の委員会で実施計画に基づき説明を受けた内容について意見を

各委員からいただきました。 

  委員、介護保険制度が10年たちましたので、確認を行いたいと思う。 

  委員、介護保険事業について、事業サービスの実情をソフト・ハード面から調査を行いた

い。 

  委員、障害者の自立支援サービスについて、また政策空き家についてなど考えていきたい。 

  委員、社会福祉協議会へ委託している施設や町内施設の遊具など設備を確認していきたい。 

  委員、高齢者福祉の自立支援サービスのソフト・ハードの両面から検証していきたい。 

  委員、少子化対策や子育て支援を行いたい。 



 15 

  委員、社会福祉協議会へ多くの事業が委託された。負担が増加しているとのこと。実態を

確認したい。また、榛原総合病院についても、現状確認を行いたい。 

  その後、各委員の意見に沿って、具体的な内容について協議を行いました。 

  委員、実際の事業について、現場確認を行いたい。また、榛原総合病院については、議員

全員の問題であり、また組合議会もあるので、我々の調査から外して行う。 

  委員、介護から子育て支援関係まで、社会福祉関連の施設を現場確認したい。 

  その他意見をいただき、協議し、各委員の意見に沿って、高齢者介護施設、少子化対策と

して、子育て支援施設を中心に視察を行う。候補として、社会福祉協議会関係ではあとふる、

介護施設として杉の子園、障害者福祉として建設中の総合障害者自立支援施設、子育て施設

として放課後児童クラブと保育園などを視察することとなりました。具体的な施設として、

日程調整については事務局に依頼を行いました。 

  また、次回委員会を５月25日といたしました。 

  以上、各委員にお諮りしたところ、異義がなく、委員会を終了いたしました。９時半でご

ざいます。 

  ５月25日、役場４階第２会議室におきまして、午前９時より、出席委員数７名、説明員と

して、当局から総務課長、企画課長、税務課長、町民課長、社会福祉課長の御出席をいただ

きました。定足数に達していることを確認し、委員会を開会いたしました。 

  初めに、６月議会に上程を予定されている議案についての概要を各担当課長より御報告い

ただきました。報告事項を終了した後、議会閉会中の調査案件に入るため、当局の皆様に御

退席をいただきました。協議事項として、町内福祉関係施設の視察について行いました。過

日の委員会の意見をもとに作成した事務局案に沿って検討を行いました。 

  その結果、７月15日午後、アサヒサンクリーンと片岡杉の子園、７月27日午後、総合障害

者自立支援施設、はあとふる、パワリハ教室、介護保険施設、老人福祉施設、地域包括支援

センター、そして住吉杉の子園、８月５日午後、自彊小放課後児童クラブ、わかば保育園、

中央小放課後児童クラブ、さゆり保育園、すみれ保育園、あやめ保育園、住吉小放課後児童

クラブ、さくら保育園、以上の日程で調査することをお諮りしたところ、全員異議がなく、

決定いたしました。 

  また、上記内容により、議会閉会中の調査案件は、引き続き健康と福祉に関する調査とい

たします。閉会は９時48分でした。 

  以上、総務常任委員会の報告といたします。 

○議長（増田宏胤君） 報告が終わりました。 

  委員長報告に対し質疑を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  委員長、御苦労さまです。 

 

──────────────────────────────────────────────── 
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◎議会改革特別委員会委員長報告 

○議長（増田宏胤君） 日程第５、議会改革特別委員会委員長報告を委員長から報告願います。 

  議会改革特別委員会委員長、お願いします。 

  13番、八木 栄君。 

〔議会改革特別委員会委員長 八木 栄君登壇〕 

○議会改革特別委員会委員長（八木 栄君） 13番、八木 栄です。 

  議会改革特別委員会の活動報告をします。 

  平成22年３月12日金曜日午後１時30分より、役場４階第１会議室にて、第17回議会改革特

別委員会を開催、出席委員は７名全員です。 

  本日の協議事項は、キーワード項目の検討についてです。開催を予定しております一般会

議について協議しました。一般会議の名称をまちづくり意見交換会としました。まちづくり

意見交換会は、５月26日水曜日、19時から21時までの２時間で実施、会場は片岡会館大ホー

ルにて開催することに決定しました。参加対象者については、初回ということで、町内の各

種団体に協力をお願いすることになりました。 

  次回の特別委員会開催は３月26日であることを告げ、委員会を閉会しました。 

  平成22年３月26日金曜日午前９時より、役場４階第１会議室にて、第18回議会改革特別委

員会を開催、出席委員は７名全員です。 

  本日の協議事項は、キーワード項目の検討についてです。政務調査費について協議しまし

た。委員全員から、政務調査費に対する考えを伺いました。100条の２が規定されたことに

ついての意見も出ました。議会改革特別委員会として、政務調査費についての考えは不要と

いうことになりましたが、今後、議会としてどのようにしていくか協議が必要であるという

結果になりました。 

  次回の特別委員会開催は４月16日であることを告げ、委員会を閉会しました。 

  平成22年４月16日金曜日午前９時より、役場４階第１会議室にて、第19回議会改革特別委

員会を開催、出席委員は７名全員です。 

  本日の協議事項は、南伊豆町への特別委員会視察研修についてと、執行部とのすり合わせ

等についてです。南伊豆町への視察研修の日程、内容等の確認と事前に送付する質問事項に

ついての協議を行いました。質問事項は、予算決算常任委員会についての内容のものです。

執行部とのすり合わせ等については、議員役職の選出について、議会としての考えを報告し、

それについての御意見をいただくよう進めることになりました。そのほかとして、まちづく

り意見交換会の進行と委員の役割について協議しました。 

  次回の特別委員会開催は４月27日、第20回と５月11日、第21回であることを告げ、委員会

を閉会しました。 

  平成22年４月23日金曜日、議会改革特別委員会視察研修を実施。賀茂郡南伊豆町議会へ予

算決算常任委員会の運営について、視察研修に出かけました。出席者は、委員６名と議長の

７名で、事務局より２名が出席しました。南伊豆町議会からは、正副議長と予算決算常任委

員会の正副委員長、事務局２名が応対してくれました。予算決算常任委員会の運営について

説明を受け、その後、質疑応答を行いました。南伊豆町においても議会改革を進めていると

のことで、お互いに有意義な意見交換ができました。 

  平成22年４月27日火曜日午前９時より、役場４階第１会議室にて、第20回議会改革特別委
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員会を開催、出席委員は７名全員です。 

  本日の協議事項は、視察研修のまとめです。５月26日のまちづくり意見交換会がワークシ

ョップ方式で行われることから、今回の協議はワークショップにて実施しました。南伊豆町

への視察研修を踏まえ、予算決算の審議方法について、本会議方式、連合審査方式、特別委

員会方式、常任委員会方式について、それぞれのメリット、デメリットを取りまとめました。 

  次回の特別委員会開催は５月11日であることを告げ、委員会を閉会しました。 

  平成22年５月11日火曜日午前９時より、役場４階第１会議室にて、第21回議会改革特別委

員会を開催、出席委員は７名全員です。 

  本日の協議事項は、まちづくり意見交換会についてです。当日の次第を初め、議員の役割

や四つのグループのテーマを決定し、参加者と議員とを各グループに振り分けました。その

ほか、当日の必要事項について協議し、決定しました。その後、予算決算の審査方法につい

て、委員の意見を伺いました。たくさんの意見が出されて、協議した結果、当特別委員会と

しては、将来は常任委員会がよいと思うが、当面は連合審査がよいという意見にまとまりま

した。 

  平成22年５月26日水曜日19時から21時、片岡会館大ホールにて、第１回まちづくり意見交

換会を開催、議員14名と各種団体から24名の方に参加していただき、四つのグループに分か

れて、ワークショップにより、それぞれのテーマで意見交換を行いました。当日は、地域ま

ちづくり研究所所長の伊藤光造氏にも参加していただき、熱の入った意見交換ができました。

まちづくり意見交換会のまとめは、６月８日の第22回議会改革特別委員会にて行います。 

  以上が議会改革特別委員会の報告です。 

○議長（増田宏胤君） 報告が終わりました。 

  委員長報告に対し質疑を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  委員長、御苦労さまです。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議員定数検討特別委員会委員長報告 

○議長（増田宏胤君） 日程第６、議員定数検討特別委員会委員長報告を委員長から報告願い

ます。 

  議員定数検討特別委員会委員長、お願いします。 

  12番、河原崎曻司君。 

〔議員定数検討特別委員会委員長 河原崎曻司君登壇〕 

○議員定数検討特別委員会委員長（河原崎曻司君） 12番、河原崎曻司であります。 

  議員定数検討特別委員会委員長報告を行います。 

  平成22年４月13日火曜日、全員協議会終了後、４階第２会議室におきまして、第１回目の

委員会を開会いたしました。出席委員は全員であります。協議事項といたしまして、今後の

進め方についてを議題といたしました。スケジュールについて議論いただき、９月議会にお

いて、議員発議として扱うことにいたし、これからの委員会日程を組むことに決定いたしま
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した。次回特別委員会を４月28日１時30分開催といたしました。 

  平成22年４月28日水曜日１時30分、４階第２会議室におきまして、第２回目の委員会を開

会いたしました。出席委員は全員でありました。協議事項といたしまして、今後の日程につ

いてを議題といたしました。４月以降、８月下旬までの議員定数検討特別委員会のスケジュ

ール日程表を提示いたしました。１カ月に２回から３回、委員会を開催し、委員同士の意見

交換会を行うことに決定いたしました。次回特別委員会を５月10日１時30分開催といたしま

した。 

  平成22年５月10日火曜日１時30分より、４階第２会議室におきまして、第３回目の委員会

を開会いたしました。出席委員は13名で、１人欠席でありました。協議事項といたしまして、

議員定数についてを議題といたしました。出席委員全員から、議員定数についての思いをお

伺いいたしました。減員、現状維持、増員など、さまざまな御意見が出されました。また、

参考資料といたしまして、町村議会実態集計表より、議員の定数、人口、財政力指数表を提

出いたしました。また、昨年11月の議会報告会におきまして、各地区より議員定数に関する

御意見を次回までにまとめて提出することを決定いたしました。次回特別委員会を５月21日

１時30分開催といたしました。 

  平成22年５月21日金曜日１時30分、４階第２会議室におきまして、第４回目の委員会を開

会いたしました。出席委員は全員でありました。協議事項といたしまして、議員定数につい

てを議題といたしました。昨年11月の議会報告会におきまして、各地区より出されました議

員定数に関する御意見について議論をいたしました。その中では、住吉地区におきましては

厳しい御意見があり、議員定数を減らす方向で検討をとの御意見がありました。北区におき

ましては、前回、前々回の選挙は無投票となっている。議員定数の見直しをされないか。片

岡地区においては特になく、川尻地区では現状でなどの御意見について、議論をいたしまし

た。次回のテーマといたしまして、さまざまな角度から見た議員定数を検討することにいた

しました。 

  以上、議員定数検討特別委員会の報告を終わります。 

○議長（増田宏胤君） 報告が終わりました。 

  委員長報告に対し質疑を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  委員長、御苦労さまです。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎第３０号議案～第３６号議案の一括上程、説明 

○議長（増田宏胤君） 日程第７、議案上程を行います。 

  第30号議案から第36号議案まで一括上程いたします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

  町長、田村典彦君。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） 平成22年第２回吉田町議会定例会に上程いたします議案の概要につき
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まして御説明申し上げます。 

  今回上程いたします議案は、条例の一部改正について３件、補正予算について１件、財産

の取得について１件、広域連合を組織する地方公共団体の数の減少について１件、機構を組

織する地方公共団体の数の減少について１件の合計７件でございます。このほかに１件の報

告事項がございます。 

  それでは、各議案につきまして御説明申し上げます。 

  第30号議案は、吉田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てでございます。 

  本議案は、少子化対策の観点から、喫緊の課題となっている仕事と子育ての両立支援等を

一層進めるため、男女ともに子育て等をしながら働き続けることができる雇用環境を整備す

ることを目的として、育児・介護休業法の改正が行われ、本年６月30日から施行されること

から、人事院規則等の改正内容を踏まえた所要の改正をお認めいただこうとするものでござ

います。 

  第31号議案は、吉田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてでございます。 

  本議案は、さきの議案と改正趣旨を同じくするものであり、子育て期間中の働き方の見直

しの観点から所要の改正をお認めいただこうとするものでございます。 

  第32号議案は、吉田町放課後児童クラブ室設置条例の一部を改正する条例の制定について

でございます。 

  本議案は、旧さゆり保育園跡地に総合障害者自立支援施設が完成し、完成後は、現在のさ

くら授産所の機能がこの施設へ移行するため、作業所の改修を行い、中央小学校区の放課後

児童クラブ室として活用します。これにより、平成22年10月の吉田町総合障害者自立支援施

設の開所に伴い、吉田町中央児童クラブ内の現クラブ入所者を分割し、１クラブ70人以下と

して、町内３クラブ体制で事業を実施している放課後児童クラブ室を、町内４クラブ体制で

実施しようとする内容の条例改正をお認めいただこうとするものでございます。 

  第33号議案は、平成22年度吉田町一般会計補正予算（第１号）についてでございます。 

  本議案は、平成22年度の吉田町一般会計歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ424万6,000

円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ86億7,424万6,000円とする補正予算をお認めいただ

こうとするものでございます。 

  第34号議案は、平成22年度吉田町総合障害者自立支援施設備品の取得についてでございま

す。 

  本議案は、吉田町総合障害者自立支援施設備品の取得につきまして、指名競争入札により、

契約金額1,877万4,000円で、株式会社メイジョー代表取締役、戸谷栄子と契約を締結後、財

産の取得を行うことにつきましてお認めいただこうとするものでございます。 

  第35号議案は、静岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少につい

てでございます。 

  本議案は、平成22年３月23日の富士郡芝川町及び富士宮市並びに浜名郡新居町及び湖西市

の合併に伴い、本広域連合を組織する地方公共団体の数が減少することにつきましてお認め

いただこうとするものでございます。 

  第36号議案は、静岡地方税滞納整理機構を組織する地方公共団体の数の減少についてでご
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ざいます。 

  本議案は、前35号議案と同じ理由により、本機構を組織する地方公共団体の数の減少する

ことにつきましてお認めいただこうとするものでございます。 

  第１号報告は、平成21年度吉田町繰越明許費繰越計算書の報告についてでございます。 

  本報告は、一般会計について、本年３月の第１回議会定例会におきまして、平成21年度で

支出すべき経費を平成22年度に繰り越すことをお認めいただきました子ども手当事務費ほか

８事業費につきまして、繰り越して使用する財源をそれぞれ御報告するものでございます。 

  なお、第33号議案の平成22年度吉田町一般会計補正予算（第１号）についての１議案につ

きましては、速やかに事業執行を行う必要がありますことから、議会開会日当日の議決をお

願いするものでございます。 

  以上が上程いたします７議案と報告事項１件の概要でございます。 

  詳細につきましては、担当課長から御説明申し上げます。 

  それでは、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（増田宏胤君） 町長からの提案理由の説明が終わりました。 

  続いて、担当課長から詳細なる説明をお願いします。 

  総務課長、中村久義君。 

〔総務課長兼防災監 中村久義君登壇〕 

○総務課長兼防災監（中村久義君） 総務課でございます。第30号議案、第31号議案の２議案

について御説明申し上げます。 

  初めに、第30号議案 吉田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についての内容につきまして御説明申し上げます。 

  提出議案の１ページから３ページ及び参考資料ナンバー１をごらんいただきたいと思いま

す。 

  本議案は、少子化対策の観点から、喫緊の課題となっている仕事と子育ての両立支援等を

一層進めるため、男女ともに子育て等をしながら働き続けることができる雇用環境を整備す

ることを目的として、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する

法律及び雇用保険法の一部を改正する法律（平成21年法律第65号）並びに国家公務員の育児

休業等に関する法律の一部を改正する法律（平成21年法律第93号）による地方公務員の育児

休業等に関する法律、通称育児休業法（平成３年法律第110号）の一部改正が本年６月30日

から施行されることから、人事院規則等の改正内容を踏まえた条例改正を行うものでござい

ます。 

  改正の内容でございますが、父親も子育てができる働き方の実現を目指し、配偶者が専業

主婦（夫）であっても、育児休業の取得を可能とし、父母とも育児休業を取得する場合、１

歳２カ月までの間に１年間育児休業を取得可能とし、場合によって、再度の育児休業を取得

できるなど、引用条項の改正や文言の整理について改正を行うものでございます。 

  条例第２条は、育児休業することができない職員について、職員の配偶者の就業の有無や

育児休業取得の有無等の状況にかかわりなく、職員は育児休業することができることとする

改正並びに非常勤職員及び臨時的に任用される職員に関する規定の整備でございます。 

  第２条の２は、新設であり、人事院規則で定める期間を基準として、条例で定める期間を

57日間とすることを規定しております。 
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  第３条では、育児休業法第２条第１項ただし書きの条例で定める特別の事情について規定

されており、第１号において、第５条の改正に伴う規定の整理を行い、第４号では、夫婦が

交互に育児休業等をしたかどうかにかかわりなく、職員が育児休業計画書を提出して、最初

の育児休業した後、３カ月以上経過した場合に、再度の育児休業することができることとす

る改正を行い、第５号は、子の出生の日から一定期間内、57日間以内に再度の育児休業をし

た職員は、特別の事情がない場合であっても、再度の育児休業をすることができるよう育児

休業法が改正されたことに伴う字句の整理でございます。 

  第５条は、育児休業の承認の取消事由の改正を行い、職員以外の子の親が常態として、そ

の子を養育することができることとなった場合でも、育児休業の取消事由に当たらないこと

としております。 

  第９条は、育児短時間勤務をすることができない職員について、職員の配偶者の就業の有

無や育児休業取得の有無等の状況にかかわりなく、職員は育児短時間勤務をすることができ

ることとする改正並びに非常勤職員並びに臨時職員に任用される職員に関する規定の整理で

ございます。 

  第10条は、育児短時間勤務の終了の翌日から起算して１年を経過しない場合に、育児短時

間勤務をすることができる特別の事情の改正を行い、第１号及び第４号では、第13条の改正

に伴う規定の整理を行うとともに、第５号では、夫婦が交互に育児休業をしたかどうかにか

かわりなく、職員が育児休業計画書を提出して、最初の育児休業をした後、３カ月以上経過

した場合に、前回の育児短時間勤務の終了から１年以内であっても、育児短時間勤務をする

ことができるとしております。 

  第13条は、育児短時間勤務の承認の取消事由の改正を行い、職員が育児短時間勤務により、

子を養育している時間に職員以外の子の親がその子を養育することができることとなった場

合でも、育児短時間勤務の取消事由には当たらないこととしております。 

  第19条では、部分休業をすることができない職員について、職員の配偶者の就業の有無や

育児休業取得の有無等の状況にかかわりなく、職員は部分休業をすることができることとす

る改正及び非常勤職員に関する規定の整備でございます。 

  本条例の施行期日等につきましては、附則第１項におきまして、施行日は平成22年６月30

日とするものであります。 

  また、第２項で、本条例の施行に際し経過措置としまして、改正条例の施行日前に育児休

業等計画書により申し出た再度の育児休業、または育児短時間勤務の請求の計画は、施行日

以後は、改正後のそれぞれの規定により、申し出た計画とみなすことを規定しております。 

  以上が第30号議案の吉田町職員育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてでございます。 

  続きまして、第31号議案 吉田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例の制定についての内容につきまして御説明申し上げます。 

  提出議案の４ページ、５ページ及び参考資料ナンバー２をごらんいただきたいと存じます。 

  本議案は、さきの第30号議案と改正趣旨を同じくするものであり、子育て期間中の働き方

の見直しの観点から、所要の改正をお認めいただこうとするものでございます。 

  改正の内容につきましては、育児を行う職員から請求があった場合には、職務遂行上、著

しく困難である場合を除き、時間外勤務をさせてはならないことを規定するものでございま
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す。 

  条例第８条の２では、育児、または介護を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限につ

いて、第２項において、３歳に満たない子のある職員が当該子を養育するために請求した場

合に、当該職員の業務を処理するための措置を講ずることが著しく困難である場合を除き、

時間外勤務をさせてはならないことを規定し、第３項から第５項は、第２項の新設に伴う項

番号及び引用規定の整理でございます。 

  また、本条例の施行期日等につきましては、附則第11条におきまして、施行日は平成22年

６月30日とするものであります。 

  また、第２条で、本条例の施行に際し経過措置としまして、改正条例の施行日以後に改正

条例の規定による時間外勤務の制限の請求を行おうとする職員は、施行日前に請求すること

ができることを規定しております。 

  以上が第31号議案 吉田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の

制定についての内容でございます。 

  総務課からの２議案につきまして、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（増田宏胤君） 次に、企画課長、塚本昭二君。 

〔企画課長 塚本昭二君登壇〕 

○企画課長（塚本昭二君） 企画課でございます。企画課からは、第33号議案 平成22年度吉

田町一般会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

  別冊の補正予算書をごらんいただきたいと思います。 

  まず、第１条でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ424万6,000円を追

加いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ86億7,424万6,000円とするものでございま

す。 

  また、この款項区分ごとの補正額、補正後の歳入歳出予算額は、１ページの第１表、歳入

歳出予算補正のとおりでございます。 

  それでは、補正内容を事項別明細書によって御説明させていただきます。 

  ページは４ページからとなります。 

  まず、13款国庫支出金でございますが、104万6,000円の増額でございます。これは農林水

産業費に充当いたしまして、戸別所得補償制度導入推進事業の財源となるものでございます。 

  次に、14款の県支出金でございますが、20万円の増額でございます。これにつきましては、

土木費に充当いたしまして、当初予算で計上いたしました河川維持管理費のうち、緊急雇用

創出事業臨時特例対策事業にかかわる経費に追加する財源となるものでございます。 

  次に、５ページでございますが、19款諸収入でございますが、300万円の増額でございま

す。これは静岡県市町村振興協会からの助成金となるものでございまして、総務費の上海万

博ステージ出展事業費の財源となるものでございます。 

  次に、歳出につきまして御説明申し上げます。 

  ６ページをごらんいただきたいと思います。 

  ２款の総務費でございますが、300万円の増額でございます。１項６目総務管理費の企画

費300万円の増額となります。 

  これにつきましては、上海万博ステージ出展事業費を新規に計上させていただくものでご

ざいます。これにつきましては、県は、中国上海市におきまして開催されております上海万
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博に観光や文化などの魅力をＰＲし、富士山静岡空港の利用客増加を図るという目的を持ち

まして、８月16日から22日までの７日間、静岡ウイークを日本産業館の催事ステージにおい

て実施することとしております。 

  このため、県から県内全市町に対しまして、催事ステージにおける出展依頼がございまし

た。当町につきましても、空港周辺の自治体の一つといたしまして、ステージ出展し、静岡

県のＰＲとあわせまして、町のＰＲを行いたいというふうに考えております。なお、県の要

請に応じて出展を予定している市町でございますが、ただいまのところ15市８町の23自治体

がエントリーをしております。 

  また、県から、ステージ出展する市町につきましては、富士山の標高にちなんで行ってい

る3,776人を県の友好都市である浙江省へ送る「ふじのくに3776友好訪中事業」にも参加し

てほしいとの要請がございました。このため、これにもステージ出展したメンバーを浙江省

まで派遣するという事業を考えておりまして、この二つの事業に係る財源を今回計上させて

いただいたものでございます。なお、この事業でございますけども、全額、静岡県市町村振

興協会の助成金で賄われるものでございます。 

  続きまして、７ページの６款農林水産業費でございますが、104万6,000円の増額でござい

ます。１項３目農業費の農業振興費でございますが、104万6,000円の増額となります。 

  これは戸別所得補償制度導入推進事業費を新規に計上させていただくものでございます。

国におきましては、平成23年度から戸別所得補償制度の本格実施を目指しておりますけども、

平成22年度は本格実施への移行に先駆け、水田農業を対象とした戸別所得補償モデル対策を

実施することとしておりますので、その経費を計上させていただくものでございます。なお、

この事業につきましては、全額、国庫補助金で補てんされるものでございます。 

  ８ページをごらんいただきたいと思います。 

  ８款の土木費でございますが、20万円の増額でございます。３項２目河川費の河川維持費

で20万円の増額となります。 

  これは当初予算で計上いたしました河川維持管理費のうち、緊急雇用創出事業臨時特例対

策事業に係る経費を追加計上するものでございます。なお、この事業につきましては、全額、

県補助金で補てんされるものでございます。 

  以上が一般会計補正予算（第１号）の概要でございますが、このうち上海万博ステージ出

展事業費につきましては、準備の都合上、ステージ出展にかかわる契約など早急に行わなけ

れば間に合わないという状況でございます。 

  また、河川維持管理費のうち、緊急雇用創出事業臨時特例対策事業にかかわる経費の追加

計上でございますが、当初予算で計上し、借り上げました事業用の車両でございますが、こ

れが事業途中で故障いたしまして、これを国・県と協議したところ、緊急雇用創出事業臨時

特例対策費の対象事業費の中で修理をすることを認められましたので、今回の予算措置を待

ちまして、修理を行う予定にしております。 

  こうした事情がございまして、早期に着手しなければ事業執行に支障を来すものがござい

ますので、議会初日における議決をお願い申し上げるものでございます。 

  以上でございますが、よろしく御審議をお願いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） ここで暫時休憩といたします。 

  再開は10時45分とします。 
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休憩 午前１０時３３分 

 

再開 午前１０時４３分 

 

○議長（増田宏胤君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  税務課長、仲田京司君。 

〔税務課長 仲田京司君登壇〕 

○税務課長（仲田京司君） 税務課でございます。税務課からは、第36号議案 静岡地方税滞

納整理機構を組織する地方公共団体の数の減少について御説明いたします。 

  提出議案の12ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成22年３月23日に芝川町が富士宮市に、新居町が湖西市に、それぞれ編入合併をしてお

ります。この合併に伴いまして、静岡地方税滞納整理機構から芝川町及び新居町が廃され、

同広域連合を組織する地方公共団体の数を減少しております。 

  市町村の合併の特例に関する法律第14条第１項及び地方自治法第291条の３第１項の規定

により、広域連合を組織する地方公共団体の数を増減し、もしくは処理する事務を変更する

には、合併後６カ月以内に関係地方公共団体の協議を経て、都道府県の加入するものにあっ

ては、総務大臣の許可を受けることになっております。 

  この協議に当たりまして、地方自治法第291条の11の規定に基づき、関係する地方公共団

体の議会の議決を経ることとなっておりますので、今回、静岡地方税滞納整理機構を組織す

る構成団体からの２町の減少につきまして、議会の議決をお願いするものでございます。 

  以上、よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（増田宏胤君） 次に、町民課長、大石修司君。 

〔町民課長 大石修司君登壇〕 

○町民課長（大石修司君） 町民課でございます。町民課からは、第35号議案につきまして、

御承認いただこうとするものでございます。 

  第35号議案 静岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少について

を説明させていただきます。 

  議案書の11ページをごらんください。 

  市町村の合併の特例に関する法律第14条第１項及び地方自治法第291条の３第１項の規定

により、静岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数が減少することについ

て、同広域連合を組織する関係地方公共団体と協議をするため、地方自治法第291条の11の

規定により、この議案を提出するものでございます。 

  具体的には、平成22年３月23日に富士郡芝川町を廃し、その区域を富士宮市に編入し、浜

名郡新居町を廃し、その区域を湖西市に編入することに伴い、静岡県後期高齢者医療広域連

合を組織する地方公共団体の数が２町減少することについて、議会のお認めをいただこうと

するものでございます。 

  以上、町民課からの議案の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議くださいます

ようお願い申し上げます。 
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○議長（増田宏胤君） 次に、社会福祉課長、水野辰明君。 

〔社会福祉課長 水野辰明君登壇〕 

○社会福祉課長（水野辰明君） 社会福祉課でございます。本議会に上程いたしました第32号

議案、第34号議案につきまして御説明を申し上げます。 

  初めに、第32号議案 吉田町放課後児童クラブ室設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて御説明を申し上げます。 

  提出議案の６ページと７ページ、参考資料ナンバー３をごらんください。 

  吉田町の放課後児童クラブは、現在、各小学校区ごとに３クラブ室を設置しておりますが、

国の示す放課後児童クラブガイドラインにおいて、１クラブ当たりの入所者数について、最

大70人が望ましいとされました。町内３クラブ室のうち、中央小学校区放課後児童クラブ室

において、入所者が85人とガイドラインの基準を超えていることから、中央小学校区放課後

児童クラブを分割することとし、中央小学校区児童クラブ室を１カ所増設しまして、町内放

課後児童クラブ室を４カ所に変更する設置条例の一部改正をお認めいただこうとするもので

ございます。 

  改正の内容でございますが、中央小学校区放課後児童クラブを現在実施しております吉田

町中央児童館の位置であります片岡805番地の５で行う放課後児童クラブ室の名称を「中央

小学校区第１放課後児童クラブ室」に変更し、さくら作業所が総合障害者自立支援施設へ移

設した後の場所の片岡2002番地の２に新たに放課後児童クラブ室を設置することとし、放課

後児童クラブの名称を「中央小学校区第２放課後児童クラブ室」とし、条例の施行時期につ

きましては、平成22年10月１日から施行しようとするものでございます。 

  続きまして、第34号議案 平成22年度吉田町総合障害者自立支援施設備品の取得について

御説明を申し上げます。 

  提出議案の９ページ、10ページと参考資料ナンバー４をごらんいただきたいと思います。 

  現在建設を進めております総合障害者自立支援施設の円滑な運営を図るため、必要な備品

を整備することを目的として、吉田町総合障害者自立支援施設における棚、事務・応接、作

業用机及びいす、ロッカーなどの必要な備品の購入を行うものでございます。備品の取得の

内容でございますが、品名は施設備品一式、契約の方法は指名競争入札による契約、契約の

金額は1,877万4,000円、契約の相手方を静岡県榛原郡吉田町片岡1044番地の１、株式会社メ

イジョー代表取締役、戸谷栄子とするものでございます。 

  参考資料ナンバー４の１ページをごらんください。 

  入札結果表であります。 

  平成22年５月21日の午前10時から指名競争入札を執行いたしました。指名業者11社のうち、

３社の辞退、１社の欠席がありまして、７社での入札となりました。この結果、落札価格

1,788万円で、株式会社メイジョーが落札しましたので、落札価格に100分の５を加えた金額

の1,877万4,000円で仮契約を締結しております。 

  この仮契約は、地方自治法第96条の議決事件の規定に基づき、吉田町が定めた議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、予定価格1,500

万円以上の動産の買い入れに該当しますので、議会の議決をお願いするものでございます。 

  備品の取得の具体的な内容でございますが、参考資料ナンバー４の２ページの備品概要書

にありますとおり、施設における棚、事務・応接、作業用机及びいす、ロッカー等でござい
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ます。 

  ３ページ、４ページがその備品の一覧でございます。 

  以上、社会福祉課から２件の議案につきまして御説明を申し上げました。御審議のほどよ

ろしくお願いします。 

○議長（増田宏胤君） 説明が終わりました。 

  ただいま説明のありました第30号議案、31号議案、32号議案、34号議案、35号議案、36号

議案の６件につきましては、議会最終日に採決予定でありますので、よろしくお願いします。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎第１号報告の報告 

○議長（増田宏胤君） 日程第８、第１号報告 平成21年度吉田町繰越明許費繰越計算書の報

告について報告を行います。 

  企画課長、塚本昭二君。 

〔企画課長 塚本昭二君登壇〕 

○企画課長（塚本昭二君） 企画課でございます。第１号報告 平成21年度吉田町繰越明許費

繰越計算書の報告につきまして御説明を申し上げます。 

  資料の13ページ以降をごらんいただきたいと思います。 

  この報告でございますが、３月議会定例会の平成21年度一般会計補正予算（第４号）にお

きまして、地方自治法第213条第１項の規定により、平成22年度に繰り越して使用できる経

費をお認めいただきましたものにつきまして、地方自治法施行令第146条第２項の規定に基

づきまして、繰越明許費繰越計算書を調製いたしまして御報告するものでございます。 

  計算書の内容でございますが、提出議案の14ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成21年度一般会計予算を平成22年度に繰り越しさせていただきました事業は、計算書に

掲げました９事業でございます。 

  まず、３款２項の子ども手当事務費でございますけども、事業費504万円全額を平成22年

度に繰り越して執行するものでございまして、その財源につきましては、未収入の国庫支出

金491万8,000円と一般財源12万2,000円でございます。 

  次に、３款２項のさくら保育園運営費（下水道接続工事）でございますが、事業費265万

円全額を平成22年度に繰り越して執行するものでございまして、その財源につきましては、

未収入の国庫支出金226万円と一般財源39万円でございます。 

  続きまして、８款２項の大幡川幹線道路改良事業費でございますが、事業費2,980万円全

額を平成22年度に繰り越して執行するものでございまして、その財源につきましては、未収

入の国庫支出金2,541万8,000円と一般財源438万2,000円でございます。 

  次に、８款２項の日の出12号線道路改良事業費でございますが、事業費940万円全額を平

成22年度に繰り越して執行するものでございまして、その財源につきましては、未収入の国

庫支出金802万円と一般財源138万円でございます。 

  次に、８款２項の橋梁維持補修費（橋梁長寿命化調査委託）でございますが、事業費530

万円全額を22年度に繰り越して執行するものでございます。その財源につきましては、未収

入の国庫支出金452万1,000円と一般財源77万9,000円でございます。 
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  続きまして、８款４項の土地区画整理事業（浜田土地区画整理組合補助金）でございます

が、事業費869万4,000円の全額を平成22年度に繰り越して執行するものでございます。この

財源につきましては全額一般財源でございます。 

  次に、９款１項の防災情報通信設備整備事業費（J-ALERT整備）でございますが、事業費

815万6,000円全額を平成22年度に繰り越して執行するものでございます。この財源につきま

しては、全額未収入の県支出金815万6,000円でございます。 

  次に、10款２項の理科教育設備整備事業費でございますが、事業費31万8,000円の全額を

平成22年度に繰り越して執行するものでございます。その財源につきましては、未収入の国

庫支出金15万8,000円と一般財源16万円でございます。 

  最後に、10款３項の理科教育設備整備事業でございますが、事業費33万9,000円全額を平

成22年度に繰り越して執行するものでございます。その財源につきましては、未収入の国庫

支出金16万9,000円と一般財源17万円でございます。 

  以上が第１号報告の内容でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（増田宏胤君） 報告が終わりました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎第３３号議案の質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 日程第９、第33号議案 平成22年度吉田町一般会計補正予算（第１

号）についてを議題とします。 

  これより第33号議案についての質疑を行います。 

  ２番、枝村和秋君。 

○２番（枝村和秋君） ２番、枝村でございます。 

  ６ページでございますが、上海万博ステージ出展事業ということで、先ほど町長の行政報

告の中から目的とか、そういうのはわかりました。この中で特別旅費77万円ということで計

上されておりますが、何日ぐらいで何人行くのかわかったら教えていただきたいと思います。 

  それから、ＰＲ用資材ということで163万円ということですが、内容的にどんなものかわ

かれば教えていただきたいと。 

  もう１点でございますが、７ページでございますが、戸別所得補償制度の導入ということ

で、現地確認等協力員報償金ということで10万円ありますが、協力員が何名ぐらいでこれを

やるのかということで、その２点を教えていただきたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 企画課長、塚本昭二君。 

○企画課長（塚本昭二君） ただいまの御質問のまず１点目、何日間ぐらい、何人行くのかと、

こういうことでございますが、出張期間として予定しておりますのは、８月16日から20日ま

での５日間を考えてございます。それで、上海万博静岡ウイークのステージ出展につきまし

ては、県のほうの割り当てが決まっておりまして、８月17日の夕方といいますか、夜といい

ますか、２回ステージが組まれております。それで、それが終わりまして、18日、19日の２

日間で浙江省に公式訪問すると、こういう予定にしておりまして、全行程で移動を入れまし

て５日間と。 

  人数につきましては、副町長を団長といたしまして、全員で７人ということで派遣をする
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予定にしております。 

  それと、ＰＲの内容でございますけども、ＰＲの内容につきましては、かなり制約の厳し

いステージでございまして、現地で上海万博の中国当局の方々と日本産業館の方々との調整

を踏まえて、その後に静岡県がまた調整すると。その中で、市町のやり方が決まってくると

いうことで、大変厳しい内容でございますけども、今のところ、ステージに190インチの大

型ビジョンが設置されておりますので、それを利用いたしまして、当町のプロモーションの

映像をつくって流そうということで検討しております。それと、町の紹介を踏まえたような

クイズ形式のものを考えておりまして、会場のお客様を引きつけるために、地場産品の景品

を携えていきたいというふうに思っております。 

  それと、現地の協力員でございますけども、やはりすべて中国語対応でなければ許してい

ただけないということがございまして、協力員１名ということで、通訳を踏まえた協力員を

お願いしたいというふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） 産業課長。 

○産業課長（田村政博君） 産業課でございます。 

  ７ページの戸別所得補償制度の現地確認の協力員ということでございますけれども、部農

会長さんたちの20名を予定しております。 

  以上でございます。 

○２番（枝村和秋君） 了解。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） ５番、藤田和寿でございます。 

  今、同僚議員から質問が出たわけでございますけれども、上海万博の関係でございます。

過日、議案が配付された折に課長に確認したところ、ＰＲビデオ等に私企業の名前はまずい

ということでありましたが、吉田というものが出てはまずいというような御説明があったの

ですが、今の御説明ですと、町のＰＲということで、町がもっと全面に出て、そのビデオの

中に名前を出してできるかという確認をしたいと思います。 

  というのは、議案の説明の中で、中国の方々の万博会場にいらっしゃる皆様方に吉田町の

ＰＲを行いたいというような御説明がある中、町名を出すことができないということは、ど

のようにＰＲなさるのかなといった点を不思議に思いましたので、その点についてお願いし

たいと思います。 

  それと関連しまして、副町長の団長を初め、あと６名の方が行かれるわけでございますが、

漏れ聞こえてくるところによると、割と若手の方々を大勢連れていかれて、職員研修の一環

ということで、大変いいことだなと思うのですが、町長からの行政報告によりますと、観

光・企業・労働力、あとＰＲのような形でというお話があるわけですが、どのような観点か

ら選考されたのか、その辺についても御説明をお願いしたいと思います。 

  それと、全額振興協会のお金だということでございますけれども、職員の方々が外国に行

かれるときの費用弁償等、その辺はないと思ったのですが、その辺のところで町が新たに負

担するもの、事業であるならば、行かれる職員の職員人件費に関しても、この300万円の中

で見ることも可能ではなかったかなと思うのですが、その辺についてお願いしたいと思いま

す。 
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  それと、戸別所得の関係でございますけども、このＰＲに対しまして、過日、学習ホール

において説明会があったと伺っておるのですが、吉田町のお米は大変すばらしい評価を受け

て、なかなかこれに該当するのもない等のお話も聞いているわけですけども、その説明状況

について御報告をお願いしたいと思います。その２点、お願いします。 

○議長（増田宏胤君） 企画課長、塚本昭二君。 

○企画課長（塚本昭二君） まず、１点目の町の名前を出せるか出せないかというところなん

ですが、非常に先ほども申し上げたとおり、厳しい内容の提示がありまして、個別の団体を

ＰＲするようなＰＲの仕方はできないということで、吉田町だけ単独で吉田町という文字を

出したＰＲの仕方はできないということになっています。静岡県の中の吉田町という、静岡

県のＰＲの中の吉田町という出し方ならいいというように聞いているのですが、実際にプロ

モーションビデオ等をつくる中で、コンサルタントを入れて、この程度ならいけるというと

ころを煮詰めながらつくっていくしか、今のところ方法がないということで、出展団体すべ

てがその規制をどうやってクリアしていくかということで、今、調整をしている段階です。 

  映像につきましては、吉田町のロゴが出るとか、そういう規制に触れるようなものを除き

ながら、風景を描写するとか、あと例えばシラス漁の水揚げの様子とか、ウナギの養殖の状

況とか、そういうものを入れ込んで、吉田町だということをわかるような内容にしながら仕

上げていきたいというふうに思っております。あと、企業の名前についても、映像に出てく

ることはまかりならんというような状況でございますので、非常に慎重に制作をしなければ

いけないという中で、吉田町をしっかり売り込んでいきたいというふうに思っております。 

  それから、６人の職員の選考ということでございますけども、お話にありましたとおり、

比較的若手をということで今回考えておりまして、まず所属から申し上げますと、企画課か

ら２名、産業課から１名、総務課から２名、教育委員会から１名ということで考えておりま

す。 

  それで、企画課の２名につきましては、出展、それから3776空港担当も兼ねておりますの

で、総合的なコーディネートと現地での出展のプロデュースをするということから２名考え

ております。 

  それから、産業課でございますが、産業観光振興をメーンとしたＰＲということにしたい

と思っておりますので、そうした観点で１名お願いをしております。なお、この時期という

のは、花火大会の時期も迫っておりまして、非常に厳しい時期ではございますが、中国へ行

ってＰＲをするという体制を整えようとしております。 

  それから、総務課の関係でございますが、行くだけでは仕方ありませんので、こちらへ帰

っての広報もございますし、それから現地での外国向けの広報のノウハウも培ってこなけれ

ばいけないというふうに思っておりますので、そういう意味で広報担当も派遣するつもりで

おります。 

  それから、これは逆に向こうの実情を見て、こちらのこれからに生かしていかなければい

けないという分野で教育文化、そうした現地の方々の教育環境というものはどうなっている

のかとか、こちらにいらした場合にはどういう対応をしなければいけないかというようなと

ころを主に念頭に置いて派遣するという者が１人。 

  それから、地域安全の関係で、向こうの実情を見て、こちらに生かしていくと、こういう

ようなことで地域安全のスタッフを１名、全員で６名と。それに団長の副町長を入れて７名
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という内容でございます。 

  それから、費用弁償とか、人件費ということでございますけども、この300万円を上限と

する事業費の中で、出張経費についてはすべて賄われます。したがいまして、町費をつけな

い中で、すべて旅費も賄うというふうに思っております。 

  それから、人件費というのがよくわかりませんが、例えば人を雇い上げをした場合とか、

そういう場合も対象にはなりますけども、今回は現地での通訳とか、そういうものはこの

300万円の中で見れるということになっておりますので、それを活用したいというふうに思

っております。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） 産業課長、田村政博君。 

○産業課長（田村政博君） 産業課でございます。 

  学習ホールにおいての説明状況でございますけれども、戸別所得補償制度の説明会につき

ましては、４月1６日に夜７時から学習ホールのほうで開催いたしました。主に制度の説明

ということで、自給率向上事業と米のモデル事業につきましては、国の農政事務所のほうの

担当官が説明をしていただきました。その中で、県が指定するその他の作物につきましては、

志太榛原農林事務所の担当係、加入申し込みの手続につきましては、うちの産業課の職員が

説明したという説明状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） ５番、藤田です。 

  わかりました。先ほどの上海万博関係でございますけれども、将来有望な職員に育ってい

ただきたい方々が大勢行っていただけるということで、また結果報告のほうも大変期待して

おりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  万博とあわせて、18日、19日で浙江省のほうへ公式訪問されるということでありますが、

そこでもＰＲされるのですか、その辺のところをお願いしたいと思います。 

  それと、先週の日曜日ですか、町長と教育長も参加されました国際交流のほうに、吉田町

の中にも中国の方々が大勢いらっしゃいますので、せっかくの機会ですので、そういった

方々に吉田町をＰＲするにはどういうところがいいかということを聞いて、ＰＲビデオ等に

ですね、役員の中にも、たしか私企業にお勤めの中国の方がいらっしゃったと思うものです

から、そういった方に投げかけもすることによって、職員が行って、中国に吉田町をＰＲす

るに当たって、町のほうにいる外国の方々にもということで、相乗効果が生まれると思うの

ですが、そのようなことも御検討されるかどうか、御答弁をお願いしたいと思います。 

  もう１点、先ほど出ましたけども、河川維持管理費で修繕された車両とあるんですけども、

車両というのは修繕費として気がつかなかったものですから、具体的に何が壊れたのか、そ

の説明もお願いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 企画課長、塚本昭二君。 

○企画課長（塚本昭二君） 企画課からは上海と浙江省の関係をお答えさせていただきますが、

まず浙江省への行程でＰＲをするかどうかということにつきましては、今回、浙江省の公式

訪問の中に入りますので、吉田町だけが突出してＰＲができるというような状況にはなって

おりません。 
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  それで、県で仕立て上げた訪問コースに従って、その中に入っていくということで、浙江

省の中では、何コースかあるうちの静岡県の企業が出ているところが、杭州経済技術開発区

というところがあるそうでして、そこの中に静岡県の企業が幾つか進出しているということ

で、その県内企業の中国における活動を見ながら、そこを公式訪問すると。それから、その

開発区の中国の公の機関のところを表敬訪問するというような予定が入っておりまして、そ

うした中で名刺交換を行うとか、そうしたところでのＰＲということに限定されるというふ

うに思っております。 

  それと、国際交流協会の方々との連携ということでございますが、そうしたところも提携

してやりたいのはやまやまですが、今回のステージ出展、それから公式訪問、これにつきま

しては、すべてが中国の制約の中、それから日本の制約の中、それから県の制約の中という

中でございますので、まず参加をして、様子を探るというのが、最も今回重要視すべき点だ

と思っております。それを踏まえて、今後、ＰＲの方法等、こちらにいらっしゃる方々にお

伺いしながら連携していくということが大事ではないかというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） 都市建設課長、大石悦正君。 

○都市建設課長（大石悦正君） 河川維持の関係の中の修繕料の関係でございます。現在、都

市建設課のほうでは、緊急雇用で２名雇ってございます。その中でトラックのほう、１台リ

ースをしております。そのトラックでエボ池のほうをパトロールしていたわけですが、道路

が冠水しておりまして、その中に車が入ってしまったということで、水がエンジンの中に入

ってしまったのではないかと考えております。その修繕料として20万円ということでござい

ます。よろしくお願いします。 

○５番（藤田和寿君） 了解。 

○議長（増田宏胤君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎散会の宣告 

○議長（増田宏胤君） 以上で本日の日程は全部終了しました。御協力いただきありがとうご

ざいました。 

  次回の本会議は、６月15日火曜日午前９時から本会議、一般質問であります。よろしくお

願いします。 

  本日はこれをもって散会します。 

 

散会 午前１１時２０分 
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開議 午前 ９時００分 

 

○議長（増田宏胤君） 改めて、おはようございます。 

  本日は定例会第12日目でございます。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（増田宏胤君） ただいまの出席議員数は14名全員であります。定足数に達しておりま

すので、これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（増田宏胤君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問は通告順次によって行い、１人の質問及び答弁に要する時間は60分以内です。関

連質問はございません。 

  それでは、順番に発言を許します。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 佐 藤 正 司 君 

○議長（増田宏胤君） １番、佐藤正司君。 

〔１番 佐藤正司君登壇〕 

○１番（佐藤正司君） おはようございます。 

  私は、さきに通告してある吉田高校についてと、町の生活環境政策はの２点質問します。 

  初めに、吉田高校の統廃合問題についてです。 

  私は、吉田高校がなくなると、この地域の子供たちの教育の場が大きく変化し後退してし

まうのではないか、失われていく部分を心配するものです。また、吉田高校がこれまでに地

域に影響を与え貢献してきたことを考えると、町の文化、町づくりに及ぼすマイナス面も大

きなものだと考えます。私は、どうしても存続させたいと考えております。 

  先日12日に学習ホールで同窓会が中心になって開いた、榛南地域の子供たちの教育環境を

守ろうと、吉田高校の存続を求める住民集会は、吉田町をなくすなと、400人以上が集まり、

会場がいっぱいでした。こうした取り組みは、もう決まったことだからと思っていた方たち

にも働きかけ、何とかしたいという町民の意思をつくる大きな行動だったと思います。こう

した取り組みは、町長は先日の住民集会で発言され、「広報よしだ」６月号に、吉田高校の

存続の意味についてと書かれていますが、改めて伺います。私は、昨年の６月議会の一般質

問でも同じ質問をしました。今回も吉田高校を存続させたいとの思いで質問します。 

  質問通告してあることは３点です。 
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  一つ、教育委員会は、平成25年度４月から吉田高校と大井川高校を統合して、新校地を大

井川高校と決め、吉田高校を閉校すると３月に発表しました。町は、今までどのように対応

してきたのか。 

  二つ目に、我が町の教育、文化環境として、吉田高校の存在は大きい。吉田町にとって吉

田高校がなくなることの影響をどのように考えているか。 

  三つ目、中学生と小学生の子供を持つ親は、吉田高校が閉校されることを心配している。

３年後に迫った統廃合計画を延期または凍結させて、県教育委員会に再検討させることはで

きないか。 

  次に、町の環境政策について聞きます。 

  第４次吉田町総合計画の基本構想には、生活環境について、地球に優しい循環型社会を構

築するとして、地球温暖化を防止し、地球環境を保全するために、意識の高揚と体制づくり

に、住民、企業などと連携して取り組みます。また、ごみの減量化や再資源化を進め、快適

に暮らせる、地球に優しい資源循環型社会を構築しますと書かれています。町は、基本計画

の生活環境で、地球に優しい循環型社会を構築するとして、環境衛生やごみ減量、リサイク

ルや、環境汚染防止策と地球温暖化防止策、そして、環境学習、環境教育を上げ、具体的に

取り組みを進めていることは理解しております。しかし、これらの環境対策を具体的に進め

ていく上には、行政が主導していかなければならないと思います。 

  そこで、３点について質問します。 

  一つ、生活環境で、町民からの苦情の件数及びその内容はどのようなものか。 

  二つ、担当課は、ごみ減量と確実な分別のために、ごみの出し方出前講座を行っているが、

その実績は。また、講座を実施した効果はどうか。町内の隣組すべてで、職員を講師に出前

講座を開く考えはないか。 

  三つ目に、町の総合計画の中で、環境基本条例の制定を検討するなど、住民、事業者、行

政が連携して、公害の防止に町ぐるみで取り組みますとしているが、条例制定について、今

後どのように進めるのか。 

  以上、質問します。 

○議長（増田宏胤君） それでは、答弁をお願いします。 

  町長、田村典彦君。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） 吉田高校についての御質問にお答えします。 

  まず、１点目の県教育委員会は、平成25年度４月から吉田高校と大井川高校を統合して、

新校地を大井川と決め、吉田高校を開校すると、ことし３月発表した。町は今までどのよう

に対応してきたかについてお答えします。 

  今定例会初日の行政報告の中でも申し上げましたが、吉田高等学校と大井川高等学校との

統合再編は、平成17年３月、静岡県教育委員会が策定した静岡県立高等学校第２次長期計画

に基づいて進められているものでございます。この静岡県立高等学校第２次長期計画は、20

人の有識者をもって平成15年12月に組織された検討委員会で、平成17年１月に提出した最終

報告に沿って策定されたものでありますが、検討委員会の最終報告には、統合再編対象の具

体案は示されておらず、最終報告を受けた県教育委員会が第２次長期計画原案を作成する中

で、県内を10区分した各地域の具体的な再編整備の基本方向を盛り込んだものであります。
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その10区分された一つの区分として、志太榛原地区、志榛地区という枠組みでまとめられた

地域が掲げられ、吉田高等学校と大井川高等学校との再編整備計画が盛り込まれました。 

  この計画原案は、平成17年２月25日から同年３月18日までの間、パブリックコメントに付

されましたが、パブリックコメントに先立って、町に対する第２次長期計画原案の概要説明

があったことは記憶しております。しかし、その説明の際には、再編整備の具体的方向性は

今後検討するという内容にとどまっており、具体的な取り組みなどについての説明はござい

ませんでした。その後２年ほど、この件に関して県教育委員会から町に対する説明や相談な

どはなく、平成20年２月になって突然、県教育委員会事務局職員が、吉田高等学校と大井川

高等学校との再編整備のたたき台を持って当町に参りました。 

  そのたたき台には、統合再編してできる新しい高等学校の設置場所として、吉田高等学校

敷地にする場合、大井川高等学校敷地にする場合、第３の土地を取得して新設する場合の三

つのシミュレーションが示されておりました。そして、その中で最も財政的負担を軽減でき

るのが、大井川高等学校敷地に統合する案であると結論づけてあり、まさに結論を誘導する

内容でありました。私はそれを見ましてすぐに激しい憤りを覚えたことは、今でもはっきり

と記憶しております。このため、その場で、結論ありきの話は聞けない旨を申し述べ、強く

抗議いたしました。それにもかかわらず県教育委員会は、当町で強く異論を唱えたその資料

を携えて、平成20年２月に吉田高等学校関係者に対する説明会を実施し、そこでも大反発を

受けております。以来、県教育委員会と吉田高等学校関係者との関係は急速に悪化いたしま

した。 

  吉田町長は、吉田高等学校後援会長も務めておりますので、その立場からも、県教育委員

会の強硬な再編整備の進め方にたびたび抗議し、見直しを求めましたが、県教育委員会の対

応は、こちらが望むような白紙での対話とならず、県教育委員会が企画する説明会の出席も

拒絶せざるを得ない状態が続きました。 

  こうしている間に県教育委員会は、平成22年３月26日の年度末を迎える時期に、急遽、臨

時会を開催し、仮称志榛地区新構想高等学校について、校地を現大井川高等学校敷地とし、

開校予定時期を平成25年４月１日とすることを決定してしまいました。それまで、町当局と

いたしましては、県立高等学校の再編整備の問題は、県教育委員会という同じ行政が担う独

立した事務であるため、直接的な抗議行動に出ることは極力差し控え、吉田高等学校同窓会

などを支援する立場にとどめることとしておりました。しかし、平成22年３月26日に県教育

委員会が地元無視の採決を強行する予定であるとの情報を得たことから、火急の場合である

と判断し、態度を一変させて、町当局からも直接県教育委員会に働きかけを行うようにいた

しました。 

  この方針変更後は、平成22年３月24日に吉田高等学校同窓会やＰＴＡ、そして後援会の役

員と話し合いを行い、平成22年３月25日には、議長と地元の大石県議会議員にも同行いただ

きまして、同窓会長、ＰＴＡ会長らとともに川勝知事を訪ねて、直接知事に地元の気持ちを

お話しいたしました。このとき川勝知事には、県当局として吉田高等学校の存続を検討して

いただきたい旨を陳情いたしましたが、知事は、教育委員会という独立した行政委員会の所

管に係る件であるとの姿勢に終始し、平成22年３月26日の県教育委員会臨時会は、予定どお

り開催される運びとなりました。 

  このため私は、県教育委員会臨時会開催前に県庁に到着し、地元の大石県議会議員や吉田
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高等学校関係者と一緒に、統合再編計画に反対する約２万人分の署名を県の教育長に提出し、

地元の声を踏まえた審議を促しましたが、聞き入れられることもなく、原案どおり全会一致

で可決されてしまいました。この後、県庁内で記者会見を行い、強硬な県教育委員会の姿勢

を非難するとともに、計画の凍結を求める表明を行ったことは、マスコミでも報道されたと

おりでございます。 

  その後は、当町としてさまざまな機会をとらえ、吉田高等学校に係る再編整備の進め方に

ついて、県当局と県教育委員会に対して抗議の意を表しましたところ、４月14日には県の教

育次長が、４月28日には県の教育長が当町に出かけてこられました。また、それと並行して

県教育委員会事務局の担当職員も何度か来庁しておりますので、窓口を県教育委員会に絞っ

た上で、頻繁に議論を戦わせております。 

  県教育委員会の教育長を初めとして、窓口になられている職員全員に対し、これまでの県

教育委員会の地元無視と高圧的な姿勢を非難するとともに、しっかりとした地元への説明を

行っていただくことを強く要求し続けております。そして、当町の意思がより一層明確に県

教育委員会に伝わるよう、口頭だけでなく吉田町長名の文書による要求も行いました。 

  平成22年６月９日に、県の教育委員会委員長と教育長にお会いし、地元に十分な説明を行

って、理解を得るまでの間、仮称志榛地区新構想高等学校の開校に踏み切らないようにとの

意見を書きとめた、県教育委員会委員長あての要望書を提出してまいりました。そして同時

に、要望書を県教育委員会に提出したことを副知事にも報告して、県当局に対しても当町の

意思を伝えてまいりました。 

  町では、このように県教育委員会に働きかける一方で、吉田高等学校同窓会との連携を強

めながら、目下、祈るような気持ちで吉田高等学校存続を訴え続けております。 

  次に、２点目の我が町の教育、文化環境として、吉田高校の存在は大きい。吉田町にとっ

て吉田高校がなくなることの影響をどのように考えているかについてお答えします。 

  皆様御承知のとおり、静岡県立吉田高等学校は、当町の先人の皆様方の熱い思いが結集さ

れ、昭和47年４月１日に開校いたしました。以来、当町の教育、スポーツ、文化の振興に大

きく寄与していただいたばかりではなく、この地域の福祉分野を支えるたくさんの人材も輩

出していただきました。そして何よりも、この地域のみならず、日本の将来を担う子供たち

を町内の県立高等学校ではぐくむことができたということは、それ自体で町に大きな活力を

もたらしてくれたものと感じております。 

  第４次吉田町総合計画の心豊かな人を育むまちづくりの１番目に掲げた、次代を担う人づ

くりを進めるという基本構想に基づく中高等教育の基本計画には、吉田高等学校の存続が課

題となっております。そして、多様な教育機関の誘致を念頭に置いた教育基盤の整備充実を

検討する内容が盛り込まれております。これは、今生きる私たちにとっての一大事が人づく

りであるとの考え方に基づくものであり、現に今ある県立吉田高等学校という重要な教育機

関がなくなることは、計画を具現化しようとして諸施策を展開している当町にとりまして、

計り知れないほどの大きな影響があることは、詳しく述べるまでもないことであると存じて

おります。 

  次に、３点目の中学生と小学生の子供を持つ親は、吉田高校が閉鎖されることを心配して

いる。３年後に迫った統廃合計画を延期または凍結させて、県教育委員会に再検討させるこ

とはできないかについてお答えします。 
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  静岡県立高等学校第２次長期計画では、おおむね平成17年度から平成27年度までの間に12

の県立高等学校を５校に再編整備する計画が掲げられており、実際に統合に向けての主な調

整が終わろうとしているところでもございます。また、それ以前の第１期長期計画では、実

際に10の県立高等学校が５校に再編整備されており、少子化時代に向けての静岡県の県立高

等学校統合再編は、着実に進展をしている状況であります。 

  こうした中で、県教育委員会が一たん決定した方針全体を白紙に戻すようなことは、現実

としては起こり得ないことであると考えますが、開校予定時期につきましては、開校のでき

るだけの条件整備を伴うものでございますので、学校関係者や地元住民が次の段階に進むた

めに、県教育委員会に対して十分な説明を求め、県教育委員会がそれにこたえる姿勢を示す

のであれば、新構想高等学校の開校時期を予定よりもおくらせることは、あり得ないことで

はないと考えております。 

  今のままでは、吉田高等学校関係者も、ほとんどの吉田町民も、この再編整備計画につい

て、県教育委員会から十分な説明を受けたという実感も、意見交換を行ったということもな

いはずであります。このような状況で、吉田町民が熱望してできた県立吉田高等学校がなく

なることを許容することなどできるはずもございません。 

  ただいま吉田高等学校同窓会の皆様や、それを支援される方々も、存続を強く望んで、い

ろいろな活動を行っておられます。それは、この地域の子供たちによりよい教育環境を残し

たい、できる限り教育を受ける上での負担を軽減してやりたい、地域の活力が低下すること

を防ぎたいとの熱意からであります。 

  県教育委員会が志榛地区の再編計画の方向性を決定してしまった現時点では、どのような

方向になろうとも、次の段階を展望するための努力をしなければならないわけでございます

ので、この地域の子供たちの良好な教育環境を整えることを目指し、粘り強く県教育委員会

と対話を重ねてまいりたいと考えております。 

  この問題は、平成23年度の高校進学者の進路にかかわることでありますので、時間的な猶

予はございません。県教育委員会が対話に応じてくれる環境を構築し、当町にとっても最良

の選択を行うことができますように、皆様方の御協力をお願いするものでございます。 

  次に、町の生活環境対策はの御質問にお答えします。 

  まず、１点目の生活環境問題で、町民からの苦情の件数及びその内容はどのようなものか

についてお答えします。 

  町民の皆様から寄せられる苦情につきましては、大きく分けて、隣地の管理に関するもの、

空き地等で行う野焼きに関するもの、犬、猫等の飼育に関するもの、ごみ出しに関するもの、

さらには、広範囲に影響を与える、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、臭気といった公害に

関するものでございます。 

  隣地の管理に関する苦情につきましては、町外にお住まいの方が求めた分譲地や、町外へ

の転出に伴い空き家となった敷地内の樹木の枝や雑草に関するものが大半で、その対応とし

ましては、土地の所有者を確認し、現地調査をした後、維持管理についての依頼文に現況写

真を添えて、速やかに改善措置をとるようお願いしております。 

  野焼きに関する苦情につきましては、空き地等で行われる野焼きが地域住民の日常生活に

影響を及ぼす場合に生じます。野焼きにつきましては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第16条の２に、廃棄物の焼却禁止が定められておりますが、同条第３号及び同法施行令第14
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条におきまして、焼却禁止の例外として、農業、林業または漁業を行うためにやむを得ない

ものとして行われる廃棄物の焼却が認められております。このことから、農地内で発生した

もみ殻、あぜ草などの農地の維持管理に必要な焼却等に関しましては、法的に問題はござい

ませんが、同じ地域で暮らす住民との間に生活環境上の問題を生ずるおそれもありますので、

両者の良好な関係を保つためにも、地域住民に御迷惑をかけている場合には、農業従事者に

対し改善措置をとるようお願いしているところでございます。 

  また、犬、猫等のペットに関する苦情につきましては、多頭飼いによる鳴き声や、排泄物

の異臭によるものがございます。これらにつきましては、県の中部健康福祉センターの動物

指導班が指導を実施しておりますが、飼い主のマナー違反や迷い犬、野良猫等に関する苦情

も多数寄せられているのが実情でございます。 

  騒音、振動につきましては、工場及び事業所における事業活動や、建設工事に伴って発生

するものなどがございますが、これらにつきましては、法律により規制措置が講じられてお

ります。町内で発生しております主な騒音に関する苦情につきましては、プレス機による打

音、ボイラーからの発生音、早朝に行われる荷物の積みおろし音、それから鳥よけの空砲音

などがございますが、現地調査後に改善措置を要求したにもかかわらず改善されない事業場

等に対しましては、環境調査分析業務委託事業の中で調査をし、指導、勧告を行っておりま

す。 

  なお、振動に関する苦情につきましては、特に届いておりません。 

  また、臭気につきましては、生活環境に関する住民意識の変化や住宅事情等により、飲食

業等のサービス業を初め、従来とは異なる業種がもたらす悪臭に関する苦情が頻繁に寄せら

れるなど、悪臭問題の複雑化に伴い、臭気に関する規制が、平成21年４月から、特定悪臭物

質の濃度による規制から、人間の嗅覚を用いてにおいの程度を数値化する臭気指数による規

制に変更されております。 

  なお、苦情等につきましては、食料品製造会社から発生する悪臭、焼却施設からの悪臭な

どがございますが、平成21年４月の臭気指数による規制の導入時からは、悪臭対策を講じて

いない事業場に対し、臭気指数の測定を実施するとともに、悪臭防止法に基づき、定められ

た規制基準値に違反した事業所に対しましては、改善報告書を提出させるなど、指導、勧告

を行っているところでございます。 

  他方、大気汚染、水質汚濁に関しましては、町は県とともに現地確認を実施しております

が、被害規模の大きなものにつきましては、大気汚染防止法、水質汚濁防止法に基づく県の

立入検査を実施して、改善命令等の指導を行っているところでございます。 

  なお、苦情内容といたしましては、産業廃棄物処理事業所や一般事業所の焼却炉からのご

み焼却における排煙や、食料品製造会社や飲食店等から排出される油分などが上げられます。 

  町民の皆様から寄せられる苦情件数につきましては、平成20年度が91件、平成21年度が

108件と増加傾向にあり、このうちの30件程度は、民地の雑草や樹木の管理に関するもので

ございます。また、電話やＥメールにより寄せられた苦情はほとんどが匿名のために、通報

者にその結果を報告できないのが実情でございます。 

  次に、２点目の担当課はごみ減量と確実な分別のためにごみの出し方出前講座を行ってい

るが、その実績は。また、講座を実施した効果はどうか。町内の隣組のすべてで職員を講師

に出前講座を開く考えはないかについてお答えします。 
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  現在、吉田町の一般家庭から出るごみは、粗大ごみなどを除き、吉田町牧之原市広域施設

組合から委託を受けた業者が地区ごとに収集し、可燃物は清掃センターに、資源物である金

属類、容器包装プラスチック類、いわゆるプラマークありのプラスチック、その他のプラス

チック類、いわゆるプラマークなしのプラスチック、ガラス類、ペットボトル、白色トレー

の６種類は、リサイクルセンターや、委託契約した処理業者に搬入しております。また、蛍

光管、乾電池類は、拠点回収として公共施設や町内の協力店において回収しているほか、古

紙類は、各小学校、中学校のＰＴＡ、子供会、育成会などで集団回収をし、ごみの減量、再

利用、再生利用を図っております。さらに、平成20年１月からは、古紙類の拠点回収を各自

治会でスタートさせ、ストック場所の備品については町で用意し、資源回収で得た収入につ

きましては各自治会の自主財源とし、地域に還元をされております。 

  平成18年ごろのプラスチック類の出し方は、汚れのついたもの、ペットボトルに異物が混

入したもの、市販袋の入れこし等が数多く見られ、平成19年の容器包装に係る分別収集及び

再商品化の食品等に関する法律、いわゆる容器包装リサイクル法の改正により、これまで収

集袋の中に入れこしていたプラスチックのものにつきましては、破袋が義務づけられました。 

  こうした中、町では、吉田町牧之原市広域施設組合と連携して、職員が地域に出向いて、

町民の皆様がふだんごみ出しについて疑問に感じていることや不審に思っていることなどを

確認するとともに、プラスチック類の分別の必要性、重要性を認識していただいた上で分別

の徹底を実行していただくことが、結果としてリサイクルの推進とごみの減量化、ひいては

経費の削減につながるとの思いから、出前講座を開設いたしました。 

  この出前講座を始めるに当たり、平成19年６月の自治会連合会の定例会において、正副自

治会長に趣旨説明をするとともに、各町内会単位等での開催をお願いいたしました。これを

受けまして、７月９日に川尻上組町内会が小山公会堂で出前講座を開催したのを皮切りに、

組長定例会などを利用して、各自治会館、公会堂、集会所で合わせて26回開催し、延べ769

人の方が受講をされました。各町内会での開催が平成19年度中に一通り終了したこともあり、

平成20年度は、主に隣組単位を対象に、公会堂、地区集会所や組長宅などで８回開催し、延

べ241人の方が受講をされました。また、平成21年度には、隣組、さわやかクラブ、各種団

体、さらには、町内企業に勤めております外国人などを対象に、公会堂、地区集会所、組長

宅や近所などで13回開講し、延べ230人の方が受講されております。 

  この出前講座による効果といたしましては、ごみ袋に名前や番号をつける等でステーショ

ンのごみ出しルールが確立されたこと、処理方法がわからないままに家庭内に置かれていた

プラスチックと金属混合のおもちゃ、使い捨てライターなどが、出前講座における説明によ

り分別が図られ、プラマークなしの収集量が平成19年度には306トンあったものが、平成20

年度には167トン、平成21年度には146トンと減少し、経費の削減につながっております。 

  本年度につきましても、従来どおり、隣組単位やごみ分別に関心のあるグループや団体か

らの要望に応じて出前講座を開催しております。加えて企業におきましては、社員教育の一

環として、町内に集中しているブラジル人、ペルー人、中国人などを対象に、ごみ収集方法

と分別についての出前講座を御利用いただいておりますので、これにあわせ、町でも、平成

20年８月に作成したごみの分け方、出し方のパンフレット及び、平成21年11月作成のプラマ

ークあり、プラマークなしのチラシを翻訳し、説明資料とあわせて配布しているところでご

ざいます。 
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  このように出前講座は、スタートした平成19年度には全町内会を対象に実施し、平成20年

度以降は、各地域やグループ、団体、企業からの要請に応じて行ってまいりました。町とい

たしましては、町内全域において一通りの説明会が開催されたものと受けとめております。 

  この出前講座のような講座は、住民からの自主的な要望により行うもので、決して町が強

制的に実施するものではありませんので、町では、全住民の皆様を対象にした別の周知方法

として、平成20年８月には、わかりやすい絵入りのごみの分け方、出し方のパンフレットを

全世帯に配布するとともに、平成21年11月には、プラスチック類の分別収集の徹底を図るた

めに、プラスチックありとプラマークなしの出し方についてのチラシを全世帯に配布させて

いただいたところであります。 

  したがいまして、現時点におきましては、出前講座は十分充足しているものと受けとめて

おりますし、町民の皆様からは、これまで以上に開催してほしいとの要望も今のところ届い

ておりませんので、全職員を動員しての出前講座の開催は考えておりません。しかしながら、

今後、開催要望の声があればそれに応じることは、言うまでもございません。 

  次に、３点目の町の総合計画は、環境基本条例の制定を検討するなど、住民、事業者、行

政が連携して公害の防止に町ぐるみで取り組みますとしているが、条例制定について今後ど

のように進めるかについてお答えします。 

  環境基本条例は、環境基本法第36条に、地方公共団体は、第１項施設に定める国の施策に

準じた施策及びその地方公共団体の区域の自然的、社会的条件に応じた環境の保全のために

必要施策をこれらの総合的かつ計画的な推進を図りつつ実施するものとすると定められて、

県内市町でも、環境政策を総合的に実施していくために、22団体が環境基本条例及び環境基

本計画を定めております。 

  静岡県におきましては、平成８年に静岡県環境基本条例を制定し、市町村の責務として、

環境の保全及び創造に関し、その区域の自然的、社会的条件に応じた施策を策定し、実施す

ることを掲げております。 

  こうした中、当町におきましては、第４次総合計画の中に環境基本条例の制定を位置づけ、

すばらしい環境を守り育て、将来の世代に継承していくためには、従来の公害や廃棄物問題

のみならず、各般にわたる環境の保全と創造に関する総合的、計画的な施策を推進していく

こととしております。 

  環境基本条例を制定するためには、自然的環境から社会的環境まで多岐にわたるデータ収

集を行うことが不可欠であり、データ収集こそが、地域に適合した環境基本条例を制定する

ための重要なポイントになります。また、条例制定後には、実際に環境を保全していくため

の具体的な施策を環境基本計画として策定し、実施していくことになります。このため当町

では、環境基本条例の制定と基本計画の策定はセットと考えており、目下、同時期に施行さ

せることを目指して準備を進めております。現時点でも、既に環境基本条例の素案はおおむ

ね形になっておりますので、今後、町の実情に合った実践的な環境基本計画の策定を目指し

てまいりたいと考えております。 

  議員におかれましても、このような状況を十分にお酌み取りいただきまして、御理解、御

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（増田宏胤君） １番、佐藤正司君。 

○１番（佐藤正司君） すみません、今、再質問する前に数字の確認をちょっとしていただき
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たいんですけれども、12校を５校にというくだりがありましたよね、そこをちょっと。１次、

２次の計画。17年からとたしか言って。第２次。 

○町長（田村典彦君） 第２期の長期計画で12校を５校に。 

○１番（佐藤正司君） それは25年から27年までの間ということだよね。 

○町長（田村典彦君） そうですね。17年から27年までの間に、12校を５校に再編整備する。 

○１番（佐藤正司君） 22校を10校ですよね、それは。第２次は25年から27年ですよね。それ

に入っているでしょう。 

○議長（増田宏胤君） 企画課長、塚本昭二君。 

○企画課長（塚本昭二君） 企画課でございますが、今の御質問ですが、第２期の長期計画が、

17年から27年の間が対象となっておりまして、その終期が27年ということで、おおむね25年

から27年を目指して整理統合を図ろうと、こういうような計画になっております。 

  以上です。 

○１番（佐藤正司君） はい、わかりました。じゃ、再質問します。 

  初めの答弁で詳しく経過を話していただいて、私も知っているところもあったし、知らな

かった部分もありまして、この間、初めも言いましたように、住民集会での町長の発言、そ

れから、今回、「広報よしだ」の６月号に詳しく経過とあわせて載っているもので、これ、

町民の方は手元にまだ行き渡っていないのかなと思いますけれども、これを読めば本当に町

の立場もわかるし、県教育委員会が、ちょっと、なぜこういう計画を押し付けてくるのかと

いうところに私も疑問を持ちます。そういう意味では、本当に３月に臨時会で決定したこと

というのは、直させるために、私は力強い取り組みが必要だと思います、今後ね。これをこ

の中にもちゃんと書いてありますけれども、本当にこの町民の思いは、存続に向けて頑張り

たいということの一語に尽きると思います。私も頑張りたいと思います。 

  だけど、もうちょっと、先ほどお話ありましたけれども、こういう志榛のところに限って

言うと、なぜ大井川と吉田だったのかなと非常に矛盾を私は感じる部分が多くあるので、川

を挟んでとか、校地を、向こうのほうが広いからとか、それから、向こうのほうが建物が新

しいから向こうに決めたんだというような説明をされていたんではないかと私は思うんです

けれども、これだけでは、私、同窓会の人たちも本当に頑張ってやっていらっしゃいますけ

れども、納得できないもので、そこら辺のその矛盾については町は、考えはどんな考えを持

っています、説明を受けたと思うんですけれども。 

○議長（増田宏胤君） 企画課長、塚本昭二君。 

○企画課長（塚本昭二君） 企画課でございます。 

  この件に関しましては、町長部局として企画課が３月24日以降携わりまして現在まで至っ

ておりますので、企画課から御答弁をさせていただきますが、県の教育委員会に対しまして、

また知事に対しましても、志太地域と榛原地域の地域的な違い、それから文化的な違い、そ

うしたこともるる説明をいたしまして、この第２次長期計画の中に盛り込まれた志榛地区と

いうくくり方自体に無理があるのではないかということは強く申し上げております。 

  ただ、その第２次長期計画を見ますと、大井川高校及び吉田高校について、いずれも将来

学級数が４学級以下になると、これを理由にして大井川高校と吉田高校を一緒にすると、こ

ういう案がつづり込まれたということで、そうした地域的なものとか過去の経過、そうした

ものは、教育委員会として配慮をしたということはないように聞いております。 
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  以上です。 

○議長（増田宏胤君） １番、佐藤正司君。 

○１番（佐藤正司君） 私、県の教育委員会のホームページをちょっと見ましたけれども、５

月27日付で、23年度の募集要項というか、そういう日程を発表しています。来年２月に募集

して、３月にテストして、３月の中旬ごろかな、発表するよということで、この８月に今の

３年生の１日体験入学というのも実施しますよということが書かれているんですけれどもね。

今、中学３年生、23年度からという県の考え方があるようですけれども、今、中学３年生を

持つ親は、非常にどうなるか不安だと思うんですよ、この地域の親はね。その辺については、

聞くのがなかなか難しいんですけれども、説明はあったんですかね。説明は聞いておられる

んですかね。 

○議長（増田宏胤君） 企画課長、塚本昭二君。 

○企画課長（塚本昭二君） ただいまの御質問ですが、私どもが、吉田高校の現場、それから

県の教育委員会、そちらと接触していく中で、23年度の入学者については、卒業は新しい高

校になると、こういうような想定で募集をしたいということは説明を受けました。それで、

現場サイドは目下それで進もうという動きもあるんですが、これが最終的にうまく固まるの

が、今月いっぱいぐらいまでしか余裕がないというふうに認識しております。 

  その中で、県の教育委員会に関しましては、とにかく23年の募集要項、これも見据えて、

今後のこの大井川高校と吉田高校の統合ということについては対応してもらいたいと。くれ

ぐれも、地元を無視したような形の、理解も得ない中で統合して募集を始めると、こういう

ようなことについては決して踏み切らないようにと、こういうような強い言葉と、それから、

６月９日に町長と教育長、県庁に出向きまして、県の教育委員長、それから教育長に対しま

して、教育委員長あての要望書という形で、そうした内容のものも文書としても出してござ

います。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） １番、佐藤正司君。 

○１番（佐藤正司君） 私、昨年の６月議会でも質問して、そのときはまだこんな細かくは決

まっていなかったものですから、どうするのかな、どうなるのかなということだったんです

けれども、何とかできないかという質問に対して町長は、たしか、県知事が再編計画はだめ

だと言えばそれは変わるんだよというような答弁をされたと思うんですけれども、結果は、

県知事はかわったけれども再編計画は変わらなかったということだと思うんですけれどもね。 

  先ほどの答弁の中でも、県知事ともう接触はされているんですよね。先ほども答えたとお

りだったと思うんですけれども、可能性というか、それは住民の要望というか、それが後ろ

にあればということになるのかもしれないですけれども、感触はどうなんでしょうかしら。 

○議長（増田宏胤君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） 基本的に、うちの町でも同じことでございますけれども、教育委員会

というものは、独立した行政委員会、行政機関でございますので、私が教育委員会の管轄事

項に対して口を差し挟むというのは、基本的には控えなきゃならないことでございますよね。

県でも同じでございまして、基本的には、裏ではいろんな情報交換はされているでしょうけ

れども、やはり県の教育委員会は県知事のものとは違った独立の行政委員会でございますの

で、実際にどうのこうのということは言えないと。３月26日に決まったわけでございますの
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で、それについてどうのこうの言うのは、自分はできないということについては、知事は終

始一貫しておりますし、また今後、問題は、そういうふうなものの予算措置の問題で、県議

会等でいろいろなっていくんでしょうけれども、そういうふうなことでなっていくんでしょ

うね。だから知事にどうのこうのと言っても、基本的にこの件の教育委員会の再編統合の問

題というものは、覆るということはまずほとんどないと。また、そういうふうなことをしな

いほうが、私としては、やはりよろしいではないかと思っております。 

○議長（増田宏胤君） １番、佐藤正司君。 

○１番（佐藤正司君） 私も、県知事がかわれば少しは計画が変わるのかなって期待をしてい

たんです。ちょっと甘かったようですね。 

  もう一つ、先ほどの答弁の中で、やっぱり住民に説明が僕はないと思うんですよ。学校関

係者なり町当局には説明をしたかったと思うんだけれども、ある面、拒否されていた部分が

あったと思うんですけれどもね。私、やはり住民に対するその説明というのは本当に必要だ

と思うんですよ。そういうことからいくと、そういう県教委が吉田町なり榛南のほうへ来て

説明を私は求めたいと思うんですけれども、その辺の可能性はどうでしょうか。 

○議長（増田宏胤君） 企画課長、塚本昭二君。 

○企画課長（塚本昭二君） ただいまの御質問ですが、少し状況をわかっていただくために詳

しく御説明しますが、これまでの県教委の学校の統廃合についてどういう進め方をしてきた

かというところもお話をさせていただきますが、今までは、一たんはその所在する市町の首

長に対して、こういう計画があって進めますという、ごあいさつ程度ですね、それを行いま

して、その後は学校関係だけで説明を行って、学校関係者だけに説明をすると、それをもっ

て合意を得たとして整理していくと、こういう手法をとっています。 

  ですから、今回も吉田高校についても全く同じ手法なんですね。最初、町長のところに、

第２次長期計画ができたところであいさつに来た。それで20年２月に、大井川高校の校地に

敷地を定めたいと、こういうようなところで、ごあいさつだけ来たと。そこで異論を唱えて

見直しを求めたところ、もうごあいさつが済んだんだから、あとは学校関係者と話をします

と、こういうような態度で学校関係者に話しました。ところが、学校関係者、特に同窓会に

ついては猛反発をしたというようなことで、県の教育委員会としてはそれ以上のことは考え

ていなかったわけです。 

  ここ、ことしの３月26日の臨時会、県の教育委員会の臨時会ですが、あの臨時会に議案を

上程するまでに、全く吉田に関しては学校関係者にすら説明が十分にされていないと、こう

いうような状況でございますので、それも強く申し上げまして、その学校関係者だけが知り

得ればいいという状況ではないと、吉田町の場合は、とにかく吉田の町民こぞって県立高校

の設置を熱望したという経過があって、土地についても町民の思いがこもっているというよ

うなことを申し上げまして、今までの県のその説明の仕方ということについても見直しをし

た中でちゃんとした対応をしてもらいたいと、こういうことを申し上げております。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） １番、佐藤正司君。 

○１番（佐藤正司君） やはり県の教育委員会のこの進め方というのは、私、どうしても納得

はできないです。 

  町長、住民集会のときに、教育にかける予算を削るのはおかしいというか、かけるべきだ



 44 

と町長は発言されていましたけれども、今回、今、この再編計画をやっていますけれども、

22校を10校にという計画をやると、相当、県のほうは予算が削れるという計算をされている

と思うんですけれども、今、僕もいろいろ資料を、情報は少ないけれども、見た中では、吉

田、大井川を統合すると経費が軽くなるよという資料も出ているようですけれども、その辺

について、本当に僕も大変おかしいと思いますけれども、私、聞いていますけれども、もう

一度、簡単にでもいいですから、その辺の思いをちょっと一言言っていただきたいと思いま

す。このお金を、経費を、教育に対する予算を減らすということに対して。 

○議長（増田宏胤君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） この前、住民集会の席上でも申し上げたんですけれども、少子・高齢

化社会を迎えてきますと、少なくなる子供が、より多くなる高齢者を背中にしょわなきゃな

らないと、そういう時期であるからこそ、やはり少ない子供たちに対して、より多くの財源

を投入して教育を施し、やはり一人の落ちこぼれもなく底上げを図り、さらに、能力のある

人間はさらに高い教育を目指すと、そういうふうなことをしていかないと、例えば日本とい

うものは資源がございませんので、最終的に人間でもって成り立っていく社会でございます

ので、そういうようなことをしなければまずいという意味において、財源の効率性の問題で

あるとか、そういう問題というものをこういうふうな状況下で出す考え方に対しては非常に

反対であるということを考えてございます。 

○議長（増田宏胤君） １番、佐藤正司君。 

○１番（佐藤正司君） 私もそのとおりだと思いますので、今回、この23年度で、一応決定は

されていますけれども、今後、同窓会を中心に本当に御苦労をなさって集会を持たれたわけ

で、あのことをスタートにというような形で、新聞にも載っていましたけれども、私もどう

してもこれは、統廃合は先延ばしさせるか凍結させるかということをぜひ実現したいと思い

ます。 

  今、お金のことを言いましたけれども、計算して、もう言っているわけですよね。両方二

つを一つにすればこれだけお金が浮くんだよということをもう言っているわけで、僕は、教

育に対する予算を減らすというのは、本当に、さっき町長が言ったように、おかしいと思い

ます。私も、同窓会を中心にやったあの集会をバネに、ぜひ引き続き存続を訴えていきたい

と思います。 

  以上で終わります。 

○議長（増田宏胤君） 以上で、１番、佐藤正司君の一般質問が終わりました。 

 

 

◇ 藤 田 和 寿 君 

○議長（増田宏胤君） 続きまして、５番、藤田和寿君。 

〔５番 藤田和寿君登壇〕 

○５番（藤田和寿君） ５番、藤田和寿君。私は、さきに通告いたしました、高齢者の移動支

援はについて一般質問をいたします。 

  先日の静岡新聞の夕刊に「進む免許返納でも、国内高齢運転者の事故増」の見出しが出て

おりました。静岡県は、高齢による判断力の低下などを理由に運転免許証をみずから返納し

たドライバーが、毎年全国トップクラスで推移しており、前年度比540人増の2,311人に上が
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っているとのことでございました。その背景として、県警の独自の促進策や、返納者に対し

て運転経歴証明書を交付し身分証明書の代替策とするなどの策を講じ、行政や関係団体によ

る支援策も一役買っているとのことでありました。 

  磐田市や藤枝市は、公的身分証明書として使える写真つきの住民基本台帳カードを返納者

に対し無料で交付している。また、県バス協会の所属会員の７社では、一定条件により優遇

サービスを行うなどの制度の推進の後押しをしているなどの記事でございました。 

  実際、牧ノ原署に伺い説明を受けてまいりましたが、免許証受付のカウンターの上に、こ

ちらのような、このようなリーフレットが置いてありまして、説明を受けてまいりました。

そこでわかったことなんですが、正確には、運転経歴証明書は身分証明書としては使えない

ということで、婦警さんの説明でございました。そこで、身分証明書が必要な方には、住基

ネットのチラシですね、このような役場にも置いてあります基本台帳カードを推進している

ということでございました。 

  記事を注意して読まないと、たとえ大きな新聞でありましても勘違い、間違いがあるとい

うことを改めて知り、裏づけ調査等が必要であるということを痛感した次第でございます。 

  さて、本題に戻りますが、そのような中、交通安全運動においても、高齢者の交通事故防

止が運動の基本と位置づけられ、毎回推進されている現状で、高齢化の波に対してどのよう

な対策を講じているのか、行政に問われていると考えます。 

  そこで、ここで、具体的なデータや実情について調べてみましたので、御紹介させていた

だきます。 

  高齢化が進み、もみじマークをつけた車が珍しくなった今、運転免許証保有者数の推移を

年代別に調べてみました。価値観や嗜好の変化からか、若い世代では横ばいか減少傾向にあ

るのに対しまして、65歳以上では増え続けている実態でございます。昨年度における65歳以

上の運転免許保有者数は、全国で約1,183万人でございます。全対数が約8,044万人でござい

ますので、そのうちの14.7％を65歳以上の免許保有者が占めていることになります。 

  高齢ドライバーが多くなったことに伴い、その交通事故も現在社会問題化しているところ

でございます。さらに資料を調べますと、原付免許以上の運転者が第１次当事者として事故

を起こす推移を年代別に調べてみました。 

  交通事故の総件数は、05年度から09年度にかけ88万4,000件、83万9,000、78万7,000、72

万4,000、69万7,000件と年々減っておりますが、65歳以上の方に特定いたしますと、05年度

が99万件です。それから、10万、10万3,000件、10万2,000件、そして、昨年度の09年度では

10万5,000件へと増加傾向になっております。 

  また、昨年における交通免許保有者10万人当たりの交通事故件数を年代別に調べると、多

い順に、16歳から19歳が10万人当たり2,433件、二十から24歳が1,483件、25歳から29歳が

1,016件と若い世代が続いておりますが、その後に、残念ながら、75歳以上が10万人当たり

986件、70歳から74歳が822件となっております。さらにですが、交通死亡事故件数が最も多

いのは、16歳から19歳の19.5件でございますが、それに次ぐのが、65歳以上の10万人当たり

12.89件という結果でございます。 

  こうした情勢の中、高齢ドライバーに対します交通事故を防ぐため、70歳以上の方が免許

を更新する際は高齢者講習を受けます。高齢者講習では、高齢者の運転特性についての講義

や、安全運転についての指導、危険回避等の実車訓練などが行われております。昨年の６月
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からは、認知症のドライバーの交通事故を防止するために、65歳以上の方は高齢者講習の前

に講習予備調査としまして認知機能検査を受けることが義務づけられました。判断力や記憶

力が想定する検査が実施されるようになったことでございます。 

  交通事故の防止は必須の課題であり、心身の機能が低下して運転できなくなった高齢者に

対しまして運転免許の返納を促すことも必要でございます。しかしながら、これはあくまで

も自主返納でございます。 

  そうした中、運転できなくなったことによって外出が困難になっている高齢者がいること

も、見逃せない事実でございます。特に我が町のように、自分が運転免許を持ち、車を持ち、

移動手段を持っている者にとっては、大変アクセスが整備された恵まれた環境にある吉田町

でございますが、公共交通網の整備が一部にしかされていない地域であるということも事実

であり、深刻な問題と考えます。 

  また、こんなデータもあります。ふだん車を運転している40歳以上の人を対象に、運転を

やめることをためらう理由を聞いた質問の結果が出ておりましたので、御紹介いたします。 

  40歳以上の人の65％の人が、自分自身の外出に支障、43％の人が、家族の外出に支障と答

えております。これは当たり前の結果ですが、私も含め、だれでも運転免許を返納しますと

足を失うと。現代社会のさがなのでしょうか。 

  また、車の運転には移動手段以外にも意味があることが、この調査からわかりました。た

めらう理由として、運転をしなくなるということは楽しみがなくなるということを上げた方

が、65歳以上では39％と特に多いことがわかりました。さらに、40歳から64歳に比べますと

65歳以上の方では、自分の生きがいがなくなると、そのように精神的での理由を上げる割合

が非常に高く、高齢者の方々にとりまして運転するということは、楽しみや生きがいとして

の位置づけが大変高いことがわかります。 

  以上のことから、車の運転が困難になった高齢者に対しまして、単に運転免許証の返納を

勧めるだけではなく、車にかわる移動手段、そして楽しみや生きがいの確保を支援すること

が重要であると考えます。 

  また、新聞記事で例に挙げたように、運転免許証返納者に対しまして特典を与えていると

ころもございます。バス、タクシーの運賃の割り引きや、娯楽文化施設、ホテル、温泉など

の利用料の割り引きや入場券の配布などを実施している自治体も、現在の苦しい財政の中、

存在している事実もございます。 

  我が町では、残念ながら、交通費の負担を軽減される特典は講じておりません。また、近

隣市で導入されているコミュニティバスやワンコインバスの運用もなされていない現実でご

ざいます。運転できない方など移動手段がない方々にとって、利用できる公共交通機関が十

分に整備されていない地域であると考えると、この免許返納者に対する制度のあり方を含め、

運転ができなくなった高齢者の生活をどのように継続的に支援していくのか、町全体での議

論が必要であると考えます。 

  そのようなところに、まさに４月の「広報よしだ」の町長からのメッセージに述べられて

いますように、町長もそのようなお考えでありました。私も、高齢者の外出を支援すること

は必要と考えております。高齢者が積極的に外出することによって、体や気持ちの面でリフ

レッシュし、よい結果が得られること。そのことにより、今後、社会的課題として懸念され

ている看護や医療などのコストの軽減や、地域の活性化などの一助となると考えているとこ
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ろでございます。 

  高齢者の介護予防については、町ではさまざまな介護予防教室を開催し、一部、「広報よ

しだ」５月号に掲載してございましたが、さまざまな事業展開を図られておりますので、今

回の一般質問から外し、私は、あくまでも外出支援策についてお考えをお尋ねいたします。 

  高齢化のますますの進展と社会情勢に伴い、返納によりみずから移動手段がなくなる高齢

者や、少子化で、移動支援をしてくれる家族がいない、高齢者だけの世帯の増加が予想され

ています。 

  町では、高齢者移動支援について、町長から特命を受けた行政経営指導員が中心となり、

昨年度よりプロジェクトを立ち上げ、調査検討が行われ、過日、職員の研修の中で報告及び

企画案について説明があり、主要案については回覧されたということを伺っております。そ

れを受ける形で、このたび広く町民に対し、町長からメッセージが発せられました。今年度、

福祉ボランティアセンターを官民協働で立ち上げ、高齢者の皆さんのために足を提供したい

と、このように４月の広報で町長のお考えが述べられておりました。 

  そこで、現在検討されております高齢者の移動支援についてお尋ねいたします。 

  １、現在の状況と今後の需要予測は。 

  ２、目指す町の理念は。 

  ３、検討されている計画は。 

  ４、予想される課題と解決策は。 

  5、本格実施予定は。 

  以上、御答弁をお願いいたします。 

○議長（増田宏胤君） それでは、答弁をお願いします。 

  町長、田村典彦君。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） 「高齢者の移動支援は」につきましてお答えします。 

  世界に冠たる長寿国である我が国では、昨今、人生80年がさらに５年延びて人生85年時代

と言われるように、我が国の人口構造の高齢化は極めて急速に進んでおり、遠からず、世界

に例を見ない水準の超高齢社会が到来するものと見込まれております。 

  さて、当町における高齢者の状況について申し上げますと、平成22年４月１日現在の65歳

以上の高齢者人口は5,931人で、高齢化率は19.4％と年々増加する傾向にあり、近い将来、

当町も高齢化率が20％を超える高齢社会の仲間入りをするときが近づいております。 

  さらに、高齢者に占める75歳以上の後期高齢者人口は2,873人で、高齢者人口の48.5％と

約半数を占めており、高齢化率と同様に年々増加をしております。 

  また、平成22年４月１日現在の住民基本台帳によれば、在宅ひとり暮らし高齢者の世帯が

474世帯、高齢者のみの世帯が585世帯という状況でございます。ひとり暮らしや高齢者のみ

で生活する高齢者の割合は高齢者の28.2％で、平成20年４月１日現在の25.0％、平成21年４

月１日現在の27.4％に続き増加をしております。 

  このように、年々高齢化が進み、また、高齢者のみの世帯が増加する中で、御質問の要旨

にありますように、当町におきましても、運転免許証の返納により自力での移動手段がなく

なる高齢者や、少子化や核家族化の進行に伴い、移動支援をしてくれる家族や親族などが身

近にいない高齢者世帯が増えておりますので、高齢者の移動手段の問題は、バス路線の廃止
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や各種商店の大型化等による日常生活用品購入場所の減少等、生活環境の変化に伴い、社会

現象化している、いわゆる買い物難民の問題とあわせて、少なからず高齢者の日常生活に影

響を及ぼしているのが実情でございます。 

  高齢者は、加齢に伴い心身の機能が低下し、外出が困難になってまいりますが、これを原

因とする閉じこもりは、さらに高齢者の心身の機能を低下させることとなります。当町では、

みずからの力で外出できない高齢者に対して、高齢者福祉や介護予防の観点から、昨年度、

高齢者移動支援プロジェクトを立ち上げ、調査検討を重ねてまいりました。このプロジェク

トでは、移動支援の対象者を介護保険制度による要支援・要介護認定を受けている高齢者と、

それ以外の高齢者の２者に区分し、それぞれの支援の目的、内容及び方法等について協議検

討を重ね、高齢者移動支援事業実施計画（案）及び同事業の実施要綱（案）を取りまとめ、

私に報告書が提出されております。 

  それでは、当町の高齢化の現況を踏まえまして、高齢者の移動支援についての御質問にお

答えします。 

  まず、１点目の現在の状況と今後の需要予測はについてお答えします。 

  当町では、平成20年度に、町内在住の65歳以上の介護保険制度による要支援・要介護認定

を受けている高齢者以外の高齢者、いわゆる一般高齢者を対象に、無作為抽出法により高齢

者一般調査を実施いたしました。その設問の中の高齢者の外出頻度に対する回答では、ほと

んど毎日外出しているが48.4％、週４日から５日外出しているが17.2％、週２日から３日外

出しているが19.1％で、これらを合わせますと84.7％の高齢者が、介護予防の観点から好ま

しいとされる週２日以上の外出をしているという結果が得られ、このうち75歳以上の後期高

齢者では、77.4％の方が週２日以上の外出をしている状況も確認をされております。 

  外出の目的の設問に対する回答では、買い物が68.5％、医療機関への通院が48.1％、散歩

が41.3％、仕事、農作業が37.3％の順となり、買い物は、女性や前期高齢者、ひとり暮らし

の高齢者に多く、医療機関への通院は、後期高齢者やひとり暮らしの高齢者に多いという結

果から、多くの高齢者が買い物や医療機関への通院という目的で外出していることがわかり

ます。 

  また、外出が困難な方を対象にした送迎サービスが有料となった場合の利用意向につきま

しては、バスによる送迎が57.5％と、タクシーによる送迎の50.9％を上回り、利用を希望す

る方の70.2％の方が、自己負担が少なければ利用したいと回答をしております。 

  しかしながら、この調査は一般高齢者のみを対象に実施したものであるため、残念ながら、

この調査結果から移動支援事業としての需要予測を導き出すことは極めて困難なことであり、

その上に、高齢者の実情に即した事業計画を立案することには無理があると言わざるを得ま

せん。 

  なお、本年度におきましては、国から10月ごろに示される日常生活圏域ニーズ把握手法を

もとに、一般高齢者及び要支援・要介護認定者を対象とした実態調査を実施いたしますので、

この調査の中で、外出支援につきましてはどのような課題があるかなどを詳細に調査してま

いりたいと考えております。 

  さて、現在、当町が高齢者を対象として実施している介護予防事業は、生きがいデイサー

ビス事業、簡単体操教室等７事業でございますが、そのうち６事業につきましては、現在、

参加者への無料送迎サービスを実施しております。送迎サービスを実施していない事業は、
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町内５カ所の地区集会所で実施しております認知症予防教室のはつらつ講座でございますが、

聞き取り調査を行った結果、この事業への参加者の多くは、自力でこの事業に参加できなく

なったときがこの教室を卒業するときであるという意識を持っております。 

  このように、介護予防事業におきましては、高齢者がみずからの足と気力で会場まで出向

くことを介護予防の一環としている側面もありますので、送迎を支援することが必ずしも高

齢者自身の利益とは一致せず、逆に現在の健康状態を損ねることにもなりかねませんので、

一概に外出支援を奨励することはマイナス効果となることも危惧されるところでございます。 

  しかしながら、現在、家に閉じこもりがちな方で、ボランティアの方が声をかけてくださ

り送迎支援をしてくれるのであれば外出したいという高齢者の方には、外出が楽しくなり、

みずから外出することができるようになるまで支援する方法や、自力で外出できなくなって

も継続して教室に参加することを望む高齢者の送迎については、過度の支援とならないこと

を前提に、高齢者の個々の状態に即した支援を考えております。 

  日本の市区町村別将来推計人口によりますと当町は、平成28年には高齢者の人口構成にお

きまして後期高齢者数が前期高齢者数を上回るものと推計されておりますことから、今後、

移動支援の必要な方が増加することは間違いございません。 

  次に、２点目の目指す町の理念はについてお答えします。 

  平成21年３月に策定いたしました吉田町高齢者保健福祉計画におきましては、基本理念と

しまして１点目に、健康長寿のまちづくり、２点目に、支え合って暮らせる地域づくり、３

点目に、安心して暮らせる介護サービスの提供を掲げておりますが、２点目の支え合って暮

らせる地域づくりにおきましては、ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、保健医療機関、行政

等による緊密な連携体制を構築し、高齢者の就業や社会参加を促進するとともに、高齢者の

さまざまな不安を取り除きながら、お互いに支え合って生き生きと暮らせる地域づくりを目

指して、吉田町の将来都市像でございます「人と人、心やすらぎ健康で住みやすいまち吉田

町」の実現を図るとしております。 

  このことからも、高齢者の移動支援において何よりも尊重すべきことは、地域における相

互扶助の精神であるものと受けとめております。すべての吉田町民のこれからの地域福祉を

支えていただくための貴重な人的社会資源と位置づけ、一人でも多くの町民の地域福祉事業

への参加を促し、支援の輪を広げ、心身ともに支え合って暮らせる町をつくっていくことが、

真の意味での高齢者が地域社会に参加しやすい環境を整えることとなり、それこそが、私が

目指す町の姿でございます。 

  次に、３点目の検討されている計画はについてお答えします。 

  昨年度立ち上げました高齢者移動支援プロジェクトは、リーダーであります行政経営指導

員及び福祉担当職員をもって組織され、高齢者の移動支援に関する調査や移動支援計画の策

定、関係団体との協議及び調整等を所掌事務としておりました。このプロジェクトにおきま

しては、高齢者移動支援事業の対象者や実施の方法、自己負担等について検討してまいりま

したので、その結果をもとに高齢者移動支援についての今後の実施計画について御説明をい

たします。 

  まず、一般高齢者を対象とする移動支援につきましては、移動支援事業の利用目的を福祉

団体等が主催する行事、事業への参加に限定し、ボランティアによる送迎支援及び巡回マイ

クロバス運行事業を中心とした事業展開をしてまいりたいと考えております。 
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  吉田町社会福祉協議会が実施しております巡回マイクロバス運行事業につきましては、現

在、週２回、健康福祉センター「はあとふる」を拠点に町内を巡回しており、老人福祉セン

ターの入浴施設やリラックスルームを利用したり、老人福祉センターが実施する若返り会な

どの事業へ参加する高齢者の移動を支援しているものであり、さわやかクラブ、趣味クラブ

及び体育クラブ等の活動における送迎時にも利用されておりますが、現在、巡回コース、回

数、時間等の見直しを行うため、利用状況を調査中でございます。 

  現在送迎を実施していないはつらつ講座につきましては、送迎を希望する方がありました

ら、少人数であれば、委託先である吉田町社会福祉協議会においてすぐに対応できるように

体制を整えておりますが、今後、増加する需要に備え、ボランティアを募集する予定でござ

います。 

  また、要支援・要介護認定者を対象とする移動支援につきましては、移動支援の利用目的

を、福祉団体が主催する行事、事業への参加にとどまらず、病院施設等への通院通所、また

は退院退所、官公庁等へのサービスの申請、その他、社会生活上必要不可欠な外出を対象と

して、ボランティアによる送迎支援の方法で実施していく予定でおります。 

  続きまして、４点目の予想される課題と解決策はについてお答えします。 

  高齢者移動支援におきましては、地域住民の参加を促し、支援の輪を広げ、地域における

支え合いによって実施されていく事業として位置づけておりますので、地域の住民の皆様の

協力なしには進めていくことはできません。 

  移動支援の主な課題としましては、送迎支援ボランティアの確保の問題がございます。こ

れにつきましては、現在、移動支援事業を実施している近隣市においても大きな課題となっ

ておりますが、送迎をしてほしいという需要に対する供給側のボランティアの数が不足する

ため、利用申し込みを断らざるを得ない場合もあるという現状を聞き及んでおります。この

点につきましては、今後は、大量退職を迎えた団塊の世代の方々を地域福祉を支える貴重な

人的社会資源として活用していくことで、課題解決の方向を見出せるものではないかと考え

ております。 

  御承知のように、戦後の高度経済成長期に日本経済を支え、新しい時代をつくり続けてき

た団塊の世代の方々は、豊富な知識と経験をお持ちで、これまでの高齢者のイメージとは異

なり、みずから積極的に活動するライフスタイルでありますので、地域における町づくりの

担い手として大いに活躍していただけるものと期待しているところでございます。 

  したがいまして、送迎支援のボランティアの年齢制限を満70歳までの方とし、若い方の参

加はもちろん大歓迎でございますが、第一線を退いた団塊の世代の積極的な参加を期待して

いるところでございます。 

  最後に、５点目の本格実施予定はについてお答えします。 

  一般高齢者を対象とする移動支援につきましては、巡回バスを活用するとともに、送迎支

援ボランティアを募集し、今年度中に、福祉団体等が主催する行事、事業に参加しやすい体

制を整えていく予定でございます。 

  また、要支援・要介護認定者を対象とする移動支援につきましては、試行と検証を重ねて、

利用者にとって利便性の高い移動支援システムの構築を目指してまいりたいと考えておりま

す。今年度は、まず、利用希望登録者と送迎支援ボランティアの数を把握した後に、需要と

供給の状況を見ながら試行の形で事業を開始する予定であり、先ほど申し上げたアンケート
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調査の結果を踏まえ、さらに試行、検証を重ねていくことを予定しております。 

  高齢者は、身体状況や生活環境等により、個々にさまざまな移動支援に対するニーズを持

っておりまして、また、そのニーズは状況により変化するものでもございます。したがいま

して、高齢者移動支援事業につきましては、一概にこれで検証が終わって実施というもので

はなく、段階的に構えていく必要がございますので、今後も多様なニーズに合わせまして柔

軟に整備を進めてまいりたいと考えております。 

  事業の実施に当たりましては、移動支援事業を利用する高齢者の便宜を第一義とし、基本

理念であります、支え合って暮らせる地域づくりの実現を目指してまいりたいと考えており

ますので、議員各位におかれましても御理解と御支援をお願い申し上げるところでございま

す。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） それでは、再質問をさせていただきたいと思います。30分ぐらいござ

いますので、順を追って質問させていただきます。 

  まず、前半の部分で申し上げました免許の返納のことでございますけれども、市町によっ

ては、さまざまな特典というんですかね、そういった促進策を講じられているわけでござい

ます。運転経歴証明書は2002年に始まったそうでございますけれども、東京なんかでは、自

主返納サポート協議会とかいうものをつくりまして、企業、団体や美術館、動物園等でその

運転経歴証明書をお見せしますと、飲食代とか入場料などの各種サービス、商品の割り引き、

記念品の贈呈等、百貨店では無料で配送などをしてくれるような、さまざまな特典があると

いうことでございます。 

  町として、その一部に特化するわけでございますけれども、そのような形で、持っていた

いんだけれどもいろんな問題等で踏ん切りがつかない方々を、町のほうから後押しをしてあ

げるようなことをお考えかどうか、お答え願いたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） 議員の御質問でございますけれども、財源等の問題がございますので、

慎重に検討しなければならないと思っております。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） ５番です。 

  財源がないというお話でございました。しかしながら、こちらのほうに…… 

〔「財源がないと言っていないよ」との声あり〕 

○５番（藤田和寿君） それはよく聞き取れなかったんです。もう一度御答弁をお願いいたし

ます。 

○議長（増田宏胤君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） よく耳を開いて聞いていただきたい。 

  財源等の問題がございますので、慎重に検討しなければならないと思います。 

○５番（藤田和寿君） 慎重に御検討されるということでございます。 

  そうしますと、この住民基本台帳カードでございますけれども、こちらのほうの促進に当

たりまして、総務省のほうから平成20年11月に、促進に係る広報ということで各市町へ、町

のほうにも来たそうですが、この運転経歴証明書を交付することによって財源を補てんしま

すよというような御案内があったんですが、そういったものを町は利用されていないわけで、
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多分、こちらに先ほど紹介いたしました磐田及び藤枝市は、そういったものを利用して身分

証明書みたいなものを返納者に対して講じたと思われるんですが、町ではどのようなお考え

でこれを御利用にならずにいたのか。今、慎重に検討されるということでありましたので、

多分検討されたと思うんですが、その経過について御説明をお願いいたしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 町民課長、大石修司君。 

○町民課長（大石修司君） 町民課でございます。 

  住基カードにつきましては、今、議員の質問のとおり、国の総務省のほうから、平成20年

から22年、本年度ですね、これに対しまして、地方交付税のうちの特別交付税で措置をする

ということで通知がまいっております。当時も検討いたしました。 

  ただ、この趣旨としましては、今、磐田等のお名前が出たんですが、恐らく印鑑証明、印

鑑登録証とあわせた形の共有のもののカードではなかろうかというふうに考えています。こ

のカードにつきましては、印鑑証明の自動交付機等でやっているものではなかろうかと思い

ます。 

  当町におきましては、19年１月から、この印鑑証明を発行します吉田町民カードというの

がございますけれども、これにつきましても、再交付を含めまして300円の手数料をいただ

いておるところでございます。 

  したがいまして、当時もこういったことについては検討いたしましたが、財政措置がされ

ないということもございまして、もう一点は、自動交付機等の導入も今しておらないという

状況もありまして、既に現時点まで500人余の方が交付されているということもございまし

て、実際かかる経費のうちの一部であります500円については、いただこうという考えでご

ざいました。 

  以上でございます。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） この制度につきましては、20年度から22年度でございますので、もう

今年度が最後でございますので、今からやっても間に合わないということもありますし、御

検討されたということでありますので、できれば少しでもそういった方々へする援助という

んですかね、後押しとして利用していただきたかったなと。私も知らなかったものですから、

もっと早く質問すればよかったんですが、そういったことを感じます。 

  また、先ほど町長のほうからの御答弁で、福祉団体に限定しての巡回バスということでご

ざいました。確かに社会福祉協議会が今、巡回バスを利用してやっているということであり

ますが、やはりある程度の限定をしてしまいますと、利用者がその方々だけになってしまう。

ある程度、せっかくであるならば、この高齢者移動支援と同じような形で、それをうまくル

ート化することによって需要を喚起して、同じ経費を使って行うものであっても、広く町民

の方々にサービスを享受するような形で、近隣市町で導入されているコミュニティバスやワ

ンコインバスとして、ある程度の受益者負担をいただきながらやるようなお考えは、割とス

ペース的には吉田町というのは、広い、山もないですし平らなところで、住民も、ある程度

集中されているところにお住まいでございますので、うまく考えれば、ミニバス等の小さい

バスを運用すれば、そういった福祉目的以外の方々もその利用を享受できることができれば、

高齢者の方々だけではなく、お孫さんと一緒に行かれることとか、そういったことで外出を

より一層支援できることができるんではないかと考えるんですが、過去において同僚議員も
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このコミュニティバスやワンコインバスについては質問しておりますけれども、いま一度、

町長のお考えはいかがなのかお伺いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） 議員、その質問される場合、ほかの町のコミュニティバスを運行して

いる場合にどのような収支になっているか御存知だと思うんですけれども、総論賛成、各論

反対というのが非常に多うございまして、コミュニティバスを走らせるのは非常に難しいと。

実際に走らせると、利用される方は、それは確かに時間の問題もさまざまあるでしょうけれ

ども、利用者数が非常に少ないものですから、赤字が出るという傾向がございますので、現

在の時点においては、コミュニティバスの運行については基本的には考えておりません。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） 確かに黒字で運営されているところはないと思います。しかしながら、

困っている方々がいる以上、また、今、その新たな巡回バス等の運行を考えたり、外出支援

のボランティアを募集するような形で考えているならば、一つの方法として、先ほど試行を

重ねながら検討を行うということで、最初から100％はないにしても、ある程度の試行を考

えてやるべきだと考えるわけです。 

  というのは、ある程度の10人乗りぐらいの小さい車であれば、そんなに固定費もかからな

いし、ある程度フットワークよくできるんではないかなと。うちの町、10分も走ればある程

度回れると思いますので、そういったことをうまく利用していただければいいと思うもので

すから、全く御検討はしてないということではないと思いますが、一つの方策としてのもの

として、今回の高齢者移動支援の中には、このコミュニティバス、ワンコインバス的なもの

は含まれているかどうか、再度御確認いたします。 

○議長（増田宏胤君） 高齢者支援課長、池ヶ谷恭子君。 

○高齢者支援課長（池ヶ谷恭子君） 高齢者支援課でございます。 

  今回の移動支援の中で検討いたしましたのは、社会福祉協議会が行っております巡回バス

のほうですが、この巡回バスですけれども、今現在、火曜日と金曜日の週２回、町内を、お

迎えを12時出発、帰りは３時ということで巡回しておりまして、そちらのバスのほうの回数

とか巡回コースの見直しをしながら、効果的なバスの運行を計画いたしまして、福祉センタ

ーには立派なおふろとかリラックスルームがあります。そこのおふろを利用も少し皆さんに

していただいたりとか、老人福祉センターを拠点として新しく何か高齢者の活気のある活動

を広げていただけるように検討しながら、マッサージ機とかテレビとかおふろ、リラックス

ルームがありますので、そこを今以上に活用していただいて、高齢者の外出の機会を増やし

ていくということと、あと、「はあとふる」で行っておりますふれあい広場等の事業にも巡

回バスを活用して、皆さんに来ていただくということを今現在は検討しております。それが

一番の介護予防につながるということで、私たちの課では、高齢者支援課では、この巡回バ

スの利用を考えております。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） ５番です。 

  介護予防についてはそれでもいいかもしれませんが、健康な高齢者の方々も一般高齢者の

方々も多数いらっしゃるわけで、そういった方々は、外で活動したいんだけれども外出でき
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ないという方が往々にいるわけであると思います。 

  町内には、先ほど町長からお話しのように、約30人ぐらいの75歳以上の高齢者がいるよう

なデータが出ているわけでございますけれども、バスとか電車がある地域においては、そう

いったものを、タクシーもそうですが、少し、先ほどもデータがございましたけれども、あ

る程度の少ない負担で利用できるものが欲しいといったような御回答もアンケートの中で出

ておりました。送迎規模として、バス、タクシー、あと自己負担の軽減策ということがあっ

たわけですけれども、先ほど町長から御答弁をいただいたように、やはり全員がそこの場に

集まるというのは非常に難しいですから、今、課長が言われたように、「はあとふる」にお

いてある程度のイベント、行事をやることによって、そこに集まっていただく方々を集中し

て運送支援するというのは、大変理にかなったことでありますし、その支援というのは必要

だと思うんですが、なかなか、やはり今まで自由に車を運転された方々は一番思っているの

は、先ほども私が申し上げましたけれども、生きがいとか自分の価値観というんですかね、

その自分が独自に動くというような発想というんですか、思いというものが非常に強いと思

われるものですから、そうしたところにおきましては、タクシーとかそういったものをある

程度補助してあげるような支援というものも考える一考ではないかなと。 

  例えば誕生日にそういったものを、年に１回でございますけれども、長く町のために、地

域のために御活躍された方々に対しまして町からのプレゼントということで、また今後とも

長く地域のために活躍していただきたいといったことで、全額ということではないですが、

ある程度の補助をする制度とか、そういったものも、ボランティアという考え方もあるかも

しれませんが、必要かなと思います。その点についてはいかがですか、御検討されています

か。 

○議長（増田宏胤君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） 私は、そういうふうな包括的な網を全部かぶせるようなやり方ではな

くて、今後、当然のことながら、うちの町は平成28年度から前期高齢者の方と後期高齢者の

方が逆転して、後期高齢者の方が増えてきます。というのは、基本的に今までない社会状態

が生まれてまいりますので、どのようなニーズが生まれてくるか、非常に現在の時点で見通

すことは難しいと思っておりますので、ポイントごとに、例えば単純な話、はつらつ講座で

あるとかそういうところに行きたいんだけれども足がないという人々のいわゆる需要を見計

らって、それに対していわゆるピンポイントに対応していくと、そういうふうなやり方をし

てくのが私は適切であって、さまざまな需要に対してピンポイントでいわゆる焦点を定めて

そこに対応していくと、そういうふうな形で試行錯誤を繰り返していくのが、今後の高齢化

社会に対する移動支援の要ではないかと思っております。 

  したがいまして、議員がおっしゃるように、ある年齢以上の方に一律にタクシー券を出す

とか、それはちょっと、民主党じゃございませんけれども、ばらまきのように思われますの

で、それはちょっとやめたほうがよろしいんじゃないかと思っております。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） そのような形で、福祉に限定ということでありますけれども、先ほど

の町の行いました一般高齢者に対するアンケート調査の中でも出ておりました。また、町長

も答弁の冒頭の中に、買い物難民といったことで、なかなか自分の生活手段として、やはり

買い物の目的が68.5％、外出の目的として買い物というものがある以上、それを補完すると
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いうことでの、多分、福祉ボランティアセンターの創出ではないかなと私は考えるんですが、

今回、このような形で吉田町のシルバー人材センターのほうのリーフレットが各世帯のほう

に配られて、今度、一般法人格をとらえた吉田町シルバー人材センターということで案内が、

多分、隣組の町会で配られております。 

  この中に、いろんなサービスがありますよということがございますけれども、よくよく見

ますと、外出支援という言葉が出ているわけでございます。１時間以内は1,000円で、１時

間以上は時間当たり800円でありますけれども、その他経費として７％加算されるというも

のが、隣組の町会でお配りになるということは、ある程度、町がこれに対してバックアップ

して推進をしているということのあらわれだと思いますけれども、ましてや、またそういっ

た団体でございますので、このシルバー人材センターに関して、このようなサービスを新た

に行うわけですけれども、町としてのお考えとしまして、今回の福祉ボランティアセンター

とこちらの関係というんですかね、これの整合性というんですかね、この辺のかかわりとい

うのはどのようにお考えで町として援助を行うのか、お教え願いたいと思うんですが。 

○議長（増田宏胤君） 高齢者支援課長、池ヶ谷恭子君。 

○高齢者支援課長（池ヶ谷恭子君） 高齢者支援課でございます。 

  このパンフレットの中に外出支援ということで入っていると思いますけれども、シルバー

人材センターのほうで今考えている外出支援というのは、付き添いのほうだと思います。車

での運転で外出支援を行うということは、今、シルバー人材センター、福祉郵送運送の許可

も取っておりませんのでできませんので、こちらで書いてある外出支援とは、いずれはやり

たいよというような考えもあるみたいなんですが、今、どうしても外出するときに付き添い

とかが必要になる方もおりますので、そういったことを踏まえてこちらのパンフレットに載

せてあるということで聞いております。 

  うちのほうの今回の外出支援のプロジェクトのほうの案で、プロジェクトのほうで検討さ

せていただきまして、これから試行していく外出支援につきましては、もちろんボランティ

アさんを先に募集かけたりとか、需要と供給の関係がありますので、試行という形でやらせ

ていただくんですけれども、一般高齢者につきましては、先ほどのはつらつ講座とか、巡回

バスを考えておりますので、一般高齢者に関しましてはもう既に準備を整えておりますので

やっていきますけれども、要支援・要援護者につきましては、試行という形で、ボランティ

アの方と一緒に、どういった需要があるかという募集を行いまして、社会福祉協議会所有の

リフトつきの福祉車両とか、普通自動車、軽自動車を利用いたしまして、社会福祉協議会と

協力して試行を、秋、10月ごろには広報に載せてやっていきたいと思います。そこの応募の

状況に応じて検討を重ねてやっていきたいと考えております。 

  以上です。 

（「すみません、何月の広報と言いました」の声あり） 

○高齢者支援課長（池ヶ谷恭子君） まだちょっと日数的にはっきりしていないんですけれど

も、秋ごろには準備ができるのではないかと思っております。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） 「はあとふる」の福祉事業に関しまして、巡回バスを行うというのは

非常にいいことでありますけれども、そればっかりで、何か、先ほど町長が言われました団

塊の世代の方々、本当に多くのスキルを持って、さまざまな社会、企業、地域において活躍
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された方々が、今、この吉田町の地域に、失礼な言い方かもしれませんけれども、眠ってい

ると。それはやはりある程度発掘して掘り起こして、その生きがいを見出してやるというこ

とが非常に必要ではないかなと思います。 

  生きがいという言葉でございますけれども、いろんな解釈があると思うんですけれども、

生きがいというのは、何か地域に対して、社会に対して役割を担ったり役に立つということ

が、非常に大きなインセンティブになるんではないかなと考えるわけで、それを町が誘導し

てあげるということが非常に大切だなと思います。 

  しかしながら、先ほど答弁にもございましたけれども、近隣市町で行っております外出支

援のボランティアですけれども、牧之原市、島田市が行っておりますが、需要と供給のバラ

ンスが合っていないといったことでございます。しかしながら、吉田町は、本当に一致団結

してまとまっている町でありますので、単独で今ここまでやってきて、吉田町だけでできる

んだということでやっている強い思いの中、町を運営し、経済活動をして、さまざまな分野

で活躍されている方もいらっしゃるわけで、島田、牧之原が苦戦しても、吉田町ではいい方

法でいくんじゃないかなと私は思うんですが、やはりそのやり方だと思うんです。 

  ですから、こういったものを、今、プロジェクトを立ち上げて、行政指導員を筆頭に各担

当課の方々はプランを練っているというお話でございましたけれども、やはり民間の活力と

いうものを挿入して、そういう人たちの意見を聞きながら企画を練っていくということが必

要ではないかなと思いますので、まだこれから募集という段階ではございますので、できま

したら、内容がすべて決まって要綱、要領が決まったので、これでお願いしますでなく、そ

のつくる段階から、そのキーマンになれるような方々を発掘して探し出して事業展開を図っ

ていただきたいと思いますが、そのような施策というか、努力というんですかね、そういっ

たものは現在どのようにお考えなのか、お願いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） 当然のことながら、いろんな方の御意見を伺うことは必要ではあると

思いますけれども、最終的にはその問題は執行権の問題でございますので、執行権の中へ土

足で入ってこられることはやめていただきたい。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） 土足で入るということでございますけれども、何事も後ろ向きに考え

ればそういった印象になるかもしれませんが、前向きのプラス思考のこの明るい吉田町を創

生するためには、いつも後ろ向きな議論ではなく前を向いた議論を、トップを走られている

町長にはお願いしたいなとつくづく思っております。そういった意味からも、広く執行権が

あるということでございますけれども、その執行権を最終的に行使するのは町長でございま

すけれども、その案をさまざまな方から拝聴するというのは別段問題ではないんではないか

なと思います。 

  そういった意味からも、昨日ですけれども、社会福祉協議会のほうにちょっとお邪魔して、

ボランティア等の受け付けはどのような形でやられているんですかというお話を伺ってきま

した。その後、役場へ行きまして受付のほうで、ボランティアの募集、動員等があった場合

はどうするんですかということでお話を伺ったんですが、正確な形で、そのボランティア、

こういった内容のボランティアという内容でしたら、草刈りのボランティアならば町民課、

高齢者の介護等なら社会福祉課、高齢者支援課、そういった事々であるんですけれども、う
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まく決まっていないよといったような、私は印象を受けました。決まっているかもしれませ

ん。しかし、決まっていないような形を受けましたので、やはりこれからボランティアを募

集するに当たりまして、窓口がどこになるのかなと。 

  社会福祉協議会、昨日伺いましたけれども、男性職員４名ですね。今、社会福祉協議会は、

さまざまなものが、介護を含め地域包括支援センター等さまざまな事業が、役場からどんど

ん社会福祉協議会にいっています。確かに会長は今度新しくなって、人員で今一生懸命やる

ということで頑張っていらっしゃるとは思うんですが、やはりある程度の支援というものを

町からもしていかなきゃならないんではないかなと考えるわけです。 

  ボランティアという面では災害ボランティア等の問題もあるでしょうが、そういった受け

付けは全部社協であるということになりますと、非常に混乱を来すおそれがありますし、社

会福祉協議会、本当にこの町の社会福祉を継続する一つの大きな柱でございますので、その

柱を大きく育て上げる意味からも、町からの相当なる援助、支援、人的、物的なものが必要

だと考えるんですが、そのボランティアの受け付けに関しまして、どこが今後窓口になって

支援していくのか、その社協との連携についてお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 町長、田村典彦君。 

○町長（田村典彦君） 当然のことながら、社会福祉協議会は、この町の福祉の問題について

主に担当されている組織でございますので、当然のことながら、この組織が順調に町民の期

待にこたえるような形で育ってもらいたい、また、相携えてまいりたいと、こんなふうに思

っておりますので、その辺につきましては、当然のことながら、行政と、それからまた社会

福祉協議会の中でよく調整をしながら、支援につきましても、分担はどうするとかそういう

ことについてもよりよく話してまいりたいと思っておりますので、お任せいただきたいと思

っております。 

○５番（藤田和寿君） 最後でございますけれども、今、町長のほうから、任せてくれと、任

せてほしいという力強い御答弁をいただきましたので、早期なるこの事業展開の推進とさら

なる発展を祈念したいと思います。 

  以上で、私の一般質問を終了いたします。ありがとうございました。 

○議長（増田宏胤君） 以上で、５番、藤田和寿君の一般質問が終わりました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

 

◎散会の宣告 

○議長（増田宏胤君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  次回は18日金曜日午前９時から本会議最終日であります。よろしくお願いします。 

  本日はこれにて散会します。 

 

散会 午前１１時０２分 
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開議 午前 ９時００分 

 

○議長（増田宏胤君） 改めて、おはようございます。 

  本日は定例会15日目、最終日でございます。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（増田宏胤君） 本日の出席議員は14名全員であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３０号の質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 第30号議案 吉田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。 

  これより第30号議案についての質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３１号の質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 日程第２、第31号議案 吉田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  これより第31号議案についての質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３２号の質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 日程第３、第32号議案 吉田町放課後児童クラブ室設置条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題とします。 

  これより第32号議案についての質疑を行います。 

  11番、勝山徳子君。 

○１１番（勝山徳子君） 11番、勝山です。 

  全員協議会において説明は聞いておりますけれども、この中央小学区第２放課後児童クラ

ブ室が新たに設置されますが、片岡地域の児童の皆さんがこの新たな第２放課後児童クラブ

に移動されると思います。人数として53名というふうに伺っておりますけれども、第２放課

後児童クラブから第１放課後児童クラブのほう、要は中央児童館のほうに遊びに行くという

ことも考えられると思います。その点、若干の危険性もあるかと思いますけれども、そこの

ところはどのようにお考えになっているかお伺いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 

○社会福祉課長（水野辰明君） 社会福祉課でございます。 

  ただいま御質問の中央児童館と、それから新たに設置します第２児童クラブの行き来の点

ですが、御質問のとおり、それぞれ両クラブの交流等も考えております。それから、小学校

から、当然、下校も関連がありますが、そうした登下校、移動につきましては、指導員が要

所に立ちまして、交通指導、あるいは誘導を図るというようなことを指導に徹底していくと

いうように考えております。 

  以上です。 

○１１番（勝山徳子君） 了解です。 

○議長（増田宏胤君） ほかに質疑はありませんか。 

  ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） ５番、藤田でございます。 

  先日ですか、５月10日の新聞に、全協でも出たんですが、国のガイドラインに続いて県か

らもガイドラインが出たということで、この辺のところ、今回の放課後児童クラブが二つに

分かれるということは、この県のガイドラインの中にも、定員を超えた場合は設置するよう
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にというようなお話があったわけでございます。しかしながら、指導員の関係でございます

けれども、望ましいというガイドラインではございますけれども、ある程度の人数を有する

クラブにおいてはということで、今回、３名３名ですね、川尻地区の第１、片岡地区の53名

ということで、４名ぐらい必要なような御指導があるわけでございまして、今後においてど

のような考え方、来年度以降、どのような考えかということと、いろんなところで児童の関

係で、外国人のお子様及び、今世間で言う気になる子というんですか、障害ではございませ

んけれども、少しいろんな形で気になるお子様方も増えているという社会の情勢の変化等も

ございますので、そういった面からも幅広い指導を行わなければならないと考えるわけでご

ざいます。限られた財源の中では大変難しいことと思いますが、それ等の対応と、現実、３

学校区にあります放課後児童クラブ内においてどのような人員と把握を行っているか、その

点について２点ほどお伺いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 

○社会福祉課長（水野辰明君） ただいま１点目の御質問でございますが、５月20日の日に県

のガイドラインが発表されまして、これがまだ市町に特に説明がされているというものでは

ありませんが、この県のガイドラインの中で、指導員ですね、人員配置につきましても定め

をされたというようなことでございます。 

  ただ、この県のガイドラインにつきましては、新たに最低基準を策定したというわけでは

なくて、望ましい方向を示すという趣旨で策定をされたというものでありまして、今現在、

この基準に、配置につきましては若干足りないわけなんですが、この県の基準でいきますと、

人員配置が、４名配置が必要になるということでございますが、今現在、必要なときにスポ

ットで職員を配置しておりますので、その中で、運営の中で手がかかるというような局面に

つきましては、そうした中で対応していくということで考えております。 

  それから、２点目の気になる子の、今、お話が出ましたが、現在、町内の児童クラブの中

で、気になる子の中で特に診断名がついている子供さんが10名いらっしゃいます。それから、

診断名がついていない子供さんが９名、合計19名の方が入っておられまして、特にこういう

子供さんにつきましては、保護者としっかり指導員と連絡をとって、入所の際にも、こうし

た子供さんにつきましては十分な打ち合わせを行って、必要な療育機関等、そうしたところ

と連絡をとり合いながらこの子の学童保育に当たるということで対応しておるのが現状でご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） 指導員の増員、加配に関しましては、またスポットで対応するといっ

たお話でございました。これ、５月20日に県のほうからガイドラインが発表されたというこ

とでございますけれども、県がこのような形でガイドラインを策定しているというのは、あ

る程度の情報というのが各市町には入っていて、ある日突然ぼんと発表されることはないと

思うものですから、ある程度、うちの町の独自の情報網というんですかね、情報集積能力、

情報を集めるネットワークというんですかね、そういったもので、担当課のほうで全く知ら

なかったのか、ある程度知っていたんですが、段階的な対応を図るということでやっていた

のか、その点について、ちょっと時期が時期だったものですから、１点確認をしたいと思い

ます。 
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  もう一度、先ほど気になる子について、外国人のお子さんの把握についてという御答弁が

なかったものですから、その点と、関係機関との連携をとりながらということ、話があった

んですけれども、保護者の方々との連絡と相談等はわかるんですが、一番は学校の担任の先

生とのという御発言がなかったんですが、それはもう当たり前のことだったから御発言がな

かったと思うんですが、学校との連携というのはどのように図られて、やはり家庭、学校、

地域で子供を守るという形で、教育委員会並びに町の教育指針で出ているとおり、地域で子

供たちを守るんだといった形での一環での施策の設置だと思いますので、その辺について再

度御答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 

○社会福祉課長（水野辰明君） まず、外国人の児童の数でございますが、現在、町内で９名

の外国人の児童が入所して、保育をしているという現状でございます。 

  それから、県のガイドラインの策定につきましては、昨年、ガイドラインを策定するとい

うような、県のほうからアナウンスがありましたが、その策定をされたというような内容に

つきましては、今回、５月20日の日に文書で送られてきまして、その内容を知ったという状

況でございます。 

  それから、学校との連携につきましては、毎年、各小学校と担任の職員、それから学校に

よっては校長等も入って、指導員、それからうちのほうの社会福祉課、学校の教員、担任と

いうことで、それぞれ個々の児童のケースにつきまして、こういった問題がある、あるいは

学校ではこんな様子なんだ、家庭ではこうですよ、放課後児童クラブではこうですよという

ような、子供さんそれぞれ各場面によっていろんな顔を持っているというようなことで、そ

うした情報交換も行っておりまして、そうした中で、特に気になる子につきましては、特に

連携を密にして、より深い情報の交換を行って、あるいは共有を行って、適切な保育の実施

に努めているという現状でございます。 

  以上です。 

○５番（藤田和寿君） はい、了解。 

○議長（増田宏胤君） ３番、市川陽三君。 

○３番（市川陽三君） ３番、市川でございます。 

  先般の全協のときに、待機をされている児童は一人もいないというようなお答えがござい

ました。それこそ、この保育の希望を事前にとられて、締め切って受け入れをしていると思

いますけれども、仮に年度途中に家庭の事情等でお願いをしたいとかという話も出る可能性

があろうかと思いますけれども、そうした場合の対応をどんなふうにされているかというこ

と。 

  それと、学校が夏休みとか冬休み、長期の休みに入った場合にも、通常ですと、放課後児

童クラブという名称でやっておりますので、放課後の受け入れをしているんですけれども、

朝から受け入れを希望によってやられているということも聞いておりますけれども、これも

継続して今後やられていくのか。 

  それと、基本的には１年生から３年生までのお子さんを預かられているというところで、

学校が休みのときにはそれ以外のお子さんも何か預かられているというふうなことも聞いて

おりますので、この辺のことについてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 
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○社会福祉課長（水野辰明君） １点目の児童クラブの中途入所の件でございますが、年度の

当初は、前年の11月にこの放課後児童クラブの入所者の希望を募りまして、申請でこの全体

の計画を整えて運営を行っておるわけですが、当然、年度当初、やはり途中に家庭の事情等

で保育ができないという状況が発生する場合がありますので、こういった方につきましては、

随時受け付けをしまして対応しておるという状況でございます。 

  それから、夏休み等の学校休業日にありましては、午前７時30分から午後の６時30分まで

という形で保育を実施しておるという状況でございます。 

  それから、１年生から３年生までという形で、通常、放課後児童クラブは実施をしており

ますが、夏休みに限りまして、４年生の学童を希望で受け入れして、実施をしておるという

状況でございます。今年度も、今月、こうした４年生の希望を募りまして実施をしていきた

いというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） ３番、市川陽三君。 

○３番（市川陽三君） ３番、市川でございます。 

  そうしますと、年度途中にお申し込みがあった場合には、もう途中でも引き受けをしてく

ださっているということでよろしいんでしょうかね。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 

○社会福祉課長（水野辰明君） 御質問のとおり、年度途中でも受け入れをしておるという形

になっております。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） ３番、市川陽三君。 

○３番（市川陽三君） わかりました。 

  それともう一点の、夏休みとか冬休み等の、もう朝から長い時間預かってくださるわけで

すけれども、そのときの職員の勤務体系につきましてお答えください。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 

○社会福祉課長（水野辰明君） 職員の勤務体制でございますが、通常、学校があるときには、

児童クラブ、５時間、勤務時間でやっておりますが、この期間につきましては８時間という

形で、それを、時間が長いわけでありますので、交代でその辺のシフトをしましてこの対応

をしておるという状況でございます。それに当たりまして、必要なスポット等の職員が必要

な場合には、そうしたものを充てるという形で実施しております。 

  以上です。 

○３番（市川陽三君） 了解でございます。 

○議長（増田宏胤君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 
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  本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３４号の質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 日程第４、第34号議案 平成22年度吉田町総合障害者自立支援施設備

品の取得についてを議題とします。 

  これより第34号議案についての質疑を行います。 

  13番、八木 栄君。 

○１３番（八木 栄君） 13番、八木。 

  この備品の中で、排煙機と灰皿、これは喫煙室用ということで、施設の利用者がここでた

ばこを吸うというのは伺いました。これについて、今、世の中が禁煙の方向に進んでいて、

テレビでも舘ひろしさんが、俳優の方が、禁煙したということで話をしていましたがね。そ

ういうことで、ずっとこの喫煙室を使って、この利用者に自由にたばこを吸わせていくのか、

それとも、喫煙は病気だということも前に女性フェスタでも伺ったものですから、そういう

ことで、お医者さんへ通って治療ということもあるということで、ニコチンのパッチですか、

そういうものも治療の中にあるということでありますので、自由にずっと吸っていかれるの

か、それとも、とりあえずはこれで、すぐに禁煙というのは難しいものですから、吸うこと

は仕方ないかなと思いますけれども、長い間に禁煙をさせていく方向というか、そういうふ

うに考えているのかどうか伺いたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 

○社会福祉課長（水野辰明君） ただいま御質問がありました喫煙の関係でございますが、現

在運営をしております施設の利用者の中で、予定される方の中で３名の方が喫煙をしておる

ということでございます。この、今、状況を踏まえまして、当面、喫煙室を設置するという

ような考えでおりました。 

  ただ、議員のほうで御指摘になりましたとおり、当然、健康上は喫煙はよくないというこ

とでありますので、これは施設の運営の中で、利用者にはたばこを控えるようにというよう

な指導を浸透させていって、いずれの時期か喫煙をなくすような指導を中でしていきたいと

いうように考えております。 

  以上です。 

○１３番（八木 栄君） 了解。 

○議長（増田宏胤君） 11番、勝山徳子君。 

○１１番（勝山徳子君） 同じ排煙機のことでお伺いしたいと思います。 

  我が吉田町の庁舎にも排煙機がついていたと思いますけれども、この排煙機がどの程度、

せっかくつけるのですので、きちっとした排煙機だと思いますけれども、ピンからキリまで

あると思いますが、どのような排煙機なのかお伺いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 
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○社会福祉課長（水野辰明君） ただいま御質問の排煙機でございますが、この喫煙室が３メ

ートル、２メートルというように狭い場所でありますので、その部屋に合った排煙機の設置

を今考えております。スペースも、高さの高いタイプの排煙機で、より効率的な性能を持っ

たものの選定をしております。今、詳細に、カタログ等を今持っておりませんので、性能に

つきましてはちょっと申し上げられませんが。 

  以上です。 

○１１番（勝山徳子君） 了解です。 

○議長（増田宏胤君） ２番、枝村和秋君。 

○２番（枝村和秋君） ２番、枝村です。 

  全協のとき、この備品の選定に当たっては、現在、さくら授産所とマーガレットの施設の

職員と相談して選定したということですもので、抜かりがないとは思うんですが、ただ、あ

そこに通っている子は、いろんな障害をお持ちです。そういうところで、運営していくに当

たって、こういった備品が欲しいといった場合も想定されるとは思うんですけれども、そう

いう場合の備品の購入に当たっては、今度はどこになるのかなということで、これは多分、

指定管理者との協定の中で、契約の中で決めていくことだとは思うんですが、その辺はどの

ようになりますか。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 

○社会福祉課長（水野辰明君） 備品は、現在の備品に加えて新たに障害者等の中で備品が必

要になった場合というようなことで受けとめておりますが、これにつきましては、今後、運

営をする指定管理を今後考えて、また議案として上程をさせていただきますが、そうした運

営の中で必要な措置を考えていきたいということで、今現在、明確な、じゃ、どちらがやる

のかというところまで決めてあるものではありませんので、それにつきましてはちょっと答

弁を控えさせていただきます。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） ほかに質疑ありませんか。 

  ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） ５番、藤田でございます。 

  今、同僚議員からの質疑の中でも出てきたことでございますけれども、今回の総合障害者

自立支援施設というのは、従来ある施設の拡大されたような形で、画期的な施設であるわけ

でございますけれども、町において建てかえ等を行った場合の備品の購入に関しまして、ど

のような検討を行ったかと。 

  というのは、今までありました施設、さくら施設において、有効で使用が可能な備品等も

十分あると思うんです。きっかけになったのは、この喫煙室の排煙機なんですけれども、

「はあとふる」の２階の研修室、会議室の一番隅のところのコーナーに、あそこには、排煙

機というんですかね、そういったたばこの煙を吸うような卓上のテーブルつきのものが置い

てございました。しかしながら、公共施設が分煙から禁煙ということで撤去されたような形

で、今は存在しておりません。 

  また、先ほど同僚議員からもあったように、庁舎内にもそのような設備があったわけで、

その設備を流用するということも、やはり環境に優しいということから、初期投資ですね、

有効な投資を行うという意味からも、ある程度のそれぞれの備品に関しましての有効期限と
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いうんですかね、程度によりますが、ある程度のものが策定されていて、10年たったからこ

れは廃棄だよとか、今回新しくするからこの従来の品物に関しては地域の方々に払い下げす

るとか、いろんな設備で有効利用していくとか、そういったところの検討をなされて行った

のかどうか。 

  確かに新しい施設に古い備品を置くというのは大変勇気の要ることですけれども、そうし

た中で、貴重な税金で利用者の方々のために今回こういう施設をつくったんだよということ

をまた理解していただくという意味からも、そういったものの仕掛けというんですかね、施

策も必要だと思うんですが、それにつきまして、備品を新たに購入するというのは、本当に

いろんな検討の中でどのような形でここで持ってきたかといったことの御答弁をお願いした

いと思います。 

○議長（増田宏胤君） 社会福祉課長、水野辰明君。 

○社会福祉課長（水野辰明君） 既存の備品の使用の件でございますが、まず、さくら作業所

で使っております机等、こうしたものにつきましては、利用者のほうで、今まで作業をして

いた経緯がありますので、こうしたものになじんでいるという面もありますので、その使用

を今考えております。それによって今回の備品等を積算しておるというものでございます。 

  それから、排煙機の関係でございますが、御指摘のとおり、社会福祉協議会のほうで、

「はあとふる」のほうですね、使っていた排煙機がございます。この排煙機は、腰をかけて、

座って使うタイプになっておりまして、実際、物を自分もちょっと見てみました。大きさが、

1.2メートルの0.9メートルというような大きさで、それで、この喫煙室が３メートルの２メ

ートルというふうな非常に狭いところでありますので、腰かけてその辺のものを使うことが

非常に困難だというようなこともありまして、ちょっとこうしたものを流用して使うのは難

しいなというような判断をさせていただきました。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） ５番、藤田和寿君。 

○５番（藤田和寿君） 今、従来から使用している作業机に関しましては、利用者もなれてい

る形ということで検討されたということで、また、排煙機に関しましても、従来ある使って

いない備品を検討されたということで、大変すばらしいことだと思いました。了解いたしま

した。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） ほかに質疑はありませんか。 

  よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３５号の質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 日程第５、第35号議案 静岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地

方公共団体の数の減少についてを議題とします。 

  これより第35号議案についての質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第３６号の質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 日程第６、第36号議案 静岡地方税滞納整理機構を組織する地方公共

団体の数の減少についてを議題とします。 

  これより第36号議案についての質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 質疑を終結します。 

  討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 
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──────────────────────────────────────────────── 

 

〔「議長、13番」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 13番、八木 栄君。 

○１３番（八木 栄君） 13番、八木 栄です。動議を提出したいと思います。 

  吉永滿榮議員に謝罪を求める決議の同意と、大塚邦子議員に謝罪を求める決議の動議を提

出いたします。 

○議長（増田宏胤君） 動議に賛成者はございますか、挙手を願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（増田宏胤君） わかりました。 

  ただいま八木 栄君から、吉永滿榮議員に謝罪を求める決議と、大塚邦子議員に謝罪を求

める決議、２件が提出をされました。この動議は、１人以上の賛成者がありますので、成立

をいたしました。 

  ここで暫時休憩とします。休憩中に議会運営委員会を開きますので、議会運営委員は第１

会議室へ御集合ください。再開は、議会運営委員会が終了次第、お知らせをいたします。 

 

休憩 午前 ９時３６分 

 

再開 午前１０時１２分 

 

○議長（増田宏胤君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加について 

○議長（増田宏胤君） ここでお諮りします。 

  お手元に配付のとおり、吉永滿榮議員に謝罪を求める決議を追加日程第１とし日程に追加

し、日程の順序を変更し、直ちに議題としたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 御異議なしと認めます。 

  よって、追加日程第１を日程に追加し、日程の順序を変更して直ちに議題とすることに決

定しました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議案第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 追加日程第１、発議案第５号 吉永滿榮議員に謝罪を求める決議を議

題とします。 

  ここで地方自治法第117条の規定によって、10番、吉永滿榮君の退場を求めます。 

  暫時休憩とします。 
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〔１０番 吉永滿栄君退場〕 

 

休憩 午前１０時１３分 

 

再開 午前１０時１４分 

 

○議長（増田宏胤君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

  提出者、八木 栄君の説明を求めます。 

  13番、八木 栄君。 

〔１３番 八木 栄君登壇〕 

○１３番（八木 栄君） それでは、発議案第５号について、朗読をもって説明にかえさせて

いただきます。 

  発議案第５号。 

  平成22年６月18日。 

  吉田町議会議長、増田宏胤様。 

  提出者、吉田町議会議員、八木 栄。賛成者、吉田町議会議員、永田智章。 

  吉永滿榮議員に謝罪を求める決議。 

  上記の議案を、別紙のとおり吉田町議会会議規則第14条の規定により提出します。 

  吉永滿榮議員に謝罪を求める決議。 

  吉田町議会においては、平成21年第３回吉田町議会臨時会において、正・副議長選挙が行

われました。この選挙の数日前に、吉永滿榮議員は大塚邦子議員とともに立候補者を中傷誹

謗する、田村町長宛の怪文書を持って元町長宅を訪問し、立候補を阻止しようと行動したこ

とから、吉永滿榮議員が「名誉棄損」として元町長より提訴されました。 

  さらに、この怪文書を元町長以外の者にも持ち歩いたことが、平成22年第２回吉田町議会

臨時会における議員の発言により明らかになりました。これらの行動は選挙妨害行為である

とともに個人の名誉を甚だしく毀損する行為であります。 

  また、同臨時会において、議案提出者である吉永滿榮議員に対する議員からの質疑におけ

る答弁において、吉永滿榮議員は怪文書の内容の対象者とされている議員を「ハレンチな問

題を抱えた議員」と、侮辱する発言をしております。 

  以上、吉永滿榮議員のこれらの言動は選挙妨害に当たるとともに議員を中傷誹謗、侮辱す

るものであり、議員として恥ずべき行為であります。 

  よって、吉永滿榮議員に対して本会議の場において謝罪するよう求めることを決議する。 

  平成22年６月18日。 

  吉田町議会。 

  さらに少しつけ加えさせていただきます。 

  吉永滿榮議員につきましては、当時、議長という立場にありながら、正副議長選挙に当た

り、町長あての怪文書を持って副議長の大塚議員とともに選挙活動を行ったという行為が、

社会通年上いかがなものかということであります。 

  また、５月24日の臨時会における発言につきましては、議員必携の131ページにあります、

注意したい発言法第132条に規定されている発言の禁止の中で、議会の品位を落とす発言、
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根拠のない単なる風評などに基づく発言に当たると思います。 

  発言の当日は、私は副議長として議長のかわりに議長席に座り議長を務めており、この件

に関しまして動議の発言をすることができませんでした。 

  また、臨時会ということでもあり、その日のうちに議会は終了いたしました。 

  以上のことにより、今回発議をさせていただきました。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  １番、佐藤正司君。 

○１番（佐藤正司君） この短い文章の中ですから、細かいことは私はよくわかりませんので、

ちょっと質問します。 

  この立候補を阻止しようとした行動から、４行目に書いてある、これも意味もよくわかり

ませんけれども、だれが何の立候補を阻止しようとしたのかということが、全然これじゃわ

かりません。 

  それから、吉永滿榮議員が、名誉棄損として元町長より提訴されましたということが書か

れていますけれども、私も、そういう新聞報道で名誉棄損で訴えられたということは知って

いるんですけれども、何がどういうことで名誉棄損で訴えられているかということがもしわ

かったら教えていただけますか。 

○１３番（八木 栄君） まず、だれが妨害したかということですか。 

○１番（佐藤正司君） この文章は主語がないもので、何だかさっぱりわからないんですけれ

ども。 

○１３番（八木 栄君） 私が副議長選挙に出るということに対しての妨害だと思います。 

  それから、名誉棄損としてということですが、これは臨時会のときに勝山議員からそうい

うような発言があって、それで文書を持っていって、取りやめるようにお願いしたというよ

うな発言があったということであります。 

○議長（増田宏胤君） よろしいですか。 

  質疑を終結します。 

○６番（片山 武君） ちょっと待ってください。 

○議長（増田宏胤君） はい。 

○６番（片山 武君） これで今、１番議員から言われているのと同じように、ちょっと私も

わからないんですが、田村町長あてに怪文書を持って元町長宅ということになるというと、

前町長ですか、だれですか、これは。 

  それと、このハレンチとか何とかというものとかという、そういう文書があるんですか、

実際に。 

  そういったことを、ちょっと私、このあれでは、本当に佐藤議員と同じように、全然何だ

か、ただ文書を持っていって、それによってのあれが内容的に私もわからないし、それが誹

謗中傷するような問題でしたら、ちょっと私も見せていただいたらありがたいなと思うんで

す。ちょっとそこらを詳しく。 

○１３番（八木 栄君） 最初は柳原町長のところへ、それを持って前々町長のところへ行き
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まして、退職金のこの問題があるということで、増田宏胤さんを議長選からおろせないかと

いう、そういうお話があったということで、副議長に対しても、柳原さんのところにも怪文

書を持っていって、副議長の八木 栄も立候補しないようにと、そういうお話をしたという

ふうに伺っております。 

  それで、その怪文書ですが、私のプライバシーのことなもので、人に見せたくないと、事

実と違うものですから。ですけれども、できれば、公表するようなものじゃないというんで

すかね、書かれている文章が。だもんで、その文章を短く縮めたものが、はがきでもって、

結構、何百枚も出回ったと思いますので、その議長・副議長選挙が終わってからですよね、

それは。実際、私の手元には、そのときの田村町長あての手紙が、封筒のあて名とともに内

容が書かれたものが、コピーがございます。確かにございます。 

○議長（増田宏胤君） それと、ハレンチのことについてはどこで言われたか言ってやってく

ださい。 

○１３番（八木 栄君） ハレンチな問題を抱える議員ということで、その先日の臨時会のと

きに、吉永議員がこの席で発言をしておりまして、私は議長席に座っておりましたものです

から、そのときは動議でふさわしくないということで言えばよかったんですが、議長席に座

っておりましたので、動議ということで手を挙げなかったというか、言えなかったというこ

とで、臨時会で、１日でもう会議は終わってしまったものですから、継続で３日以内という

ことになっておりますもので、それができなかったということで、今回、この場で発議とい

う形で出させていただきました。 

○議長（増田宏胤君） ６番、片山 武君。 

○６番（片山 武君） 今、ちょっとお話を聞いているというと、ある程度わかってきたわけ

ですが、議長をやめてもらうには、退職金の問題が絡んでいるとかというような問題だと、

これとの動議とはまた違うような問題にもなるし、実は私も昨年６月の全協でも、私の怪文

書が、いろいろな問題で特別委員会か何かを設けて審査するくらいのことを言われたんです

が、その結果もわからないし、何が何だかうやむやでありますが、とにかく今度の事件をだ

んだん調べていきますというと、そう言ってはなんですが、私も、この問題は裁判になって

おりますし、そういった問題で、今度は第４回目の裁判になってきて、話に違うと悪いです

が、退職金の問題も絡んでいるというようなことを言われたものですから。違うですか、本

当は。 

○１３番（八木 栄君） あくまでもこの謝罪を求める決議というのは私のことなもので、退

職金のことは書いてありません、これには。 

○議長（増田宏胤君） 内容が違いますので、御理解を得たいと思います。 

  ９番、大塚邦子君。 

○９番（大塚邦子君） 吉永滿榮議員に謝罪を求める決議の説明が今、副議長からございまし

たけれども、この決議の内容には、事実でないところが数点ございます。正しい事実を、こ

うした決議文を上げる以上、しっかりと書いていただきたいと思います。意見です。 

  それから、もし、臨時会で議長席に座った副議長が動議を出すいとまもなかったという趣

旨の発言がございましたけれども、議長は議会の運営の中で、すべての議場の中の秩序を守

るための発言というのは、秩序を守るために許されていると思います。そういう意味であり

ましたら、すぐさま、そのような発言は修正を求め、撤回を求めるということができたと思
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います。なぜそれをしなかったのかということでございます。 

  それから、私は、一連の副議長に関する問題というのは、少なくとも町民の多くの方が不

信に思っていることは確かでございます。そういう意味で、副議長であり、議会改革検討委

員会の特別委員長として要職についている副議長であるのならば、この機会に、すべてその

問題が事実ではないということをむしろ町民に説明され、議会の信頼を回復するほうが、そ

れが議会のためになると考えますが、いかがでしょうか。 

○１３番（八木 栄君） 町民に説明をしろということでございますが、別に、事実無根のこ

とでありますので、わざわざ町民にする必要はないと思います。 

  それで、町民がなぜそれを、それじゃ、どういう形でそういうことを、事実を、事実とい

うか、その誹謗中傷する文章を知るのかということも、一つ、だれかがそれを持って、怪文

書というものを持って回らない限りは、そういうことが事実なら、事実というか、書かれた

ことが知れ渡るということがないと思いますが、そういうこと自体が、個人の名誉にかかわ

る名誉棄損というか、そういう行為じゃないかなと、そういうふうに思いますがね。あえて

私からはそういうような説明をしたいとは思いません。 

  それで、間違っている箇所があるということでございますが、どこが間違っているのかお

伺いしたいと思います。逆に、決議のこの文章の中に間違っている点があるということであ

りますので、それを伺いたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） ９番、大塚邦子君。 

○９番（大塚邦子君） 私どもの議長選挙におきましては、当日まで立候補というものは確定

をしておりません。したがいまして、立候補者を中傷誹謗するとございますけれども、立候

補者というのは決まっていなかったかというふうに思いますので、これは事実ではないとい

うふうに思います。 

  通常、臨時議会のときにそれぞれの中で、ここで私が説明するまでもなく、議長選の流れ

というものがあると思います。そういう意味でも、今この段階で、数日前ということでござ

いますけれども、立候補者というものは決まっていないというふうに思いますので、ここの

文言が違っています。 

○議長（増田宏胤君） はい。 

○１３番（八木 栄君） 数日前でありますが、私は私なりに、今度、副議長選に出たいと思

いますのでよろしくということで、各議員のところにお伺いをしたことはあります。という

ことで、もしかしたら、そういうことが立候補者として扱われないというのなら、文章を、

これを訂正させていただきます。 

○議長（増田宏胤君） 以上で質疑を終結します。 

  議員、御苦労さまでした。 

  討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ６番、片山 武君。 

○６番（片山 武君） 私は、この発議案には反対いたします。 

  だれがどういうふうになっているのか、とにかく被害者は吉永議員をこういうふうに書い

てあるんですが、だれがどういうふうにやられたのかわかりませんので、もうちょっと文章

を書き直すとか何とかしていただかないというと、どの方が、議長選へ出た、副議長選に出
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た、どちらなのかわかりませんので、これでは私は討議するものには賛成できませんので、

これ、もうちょっと文章を直していただかないというと私としては賛成・反対できませんの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（増田宏胤君） 反対討論が終わりました。 

  賛成討論はありませんか。 

  １番、佐藤正司君。 

○１番（佐藤正司君） 私は、反対討論をしたいと思います。 

  きょう、急にこういう決議が出されたわけですけれども、去年の議長選のことです。議長

選のときにお互い立候補しようと思った方がそれぞれのところへ支持のお願いに動いたとい

うことの中で、こういうことが、怪文書を持ってという話があったようですけれども、私の

ところにも何人かの方は支持の依頼に回ってこられました。 

  今回、この決議、私は反対するんですけれども、反対の立場なんですけれども、そもそも

これ怪文書ですよね。怪文書は怪文書ですから、こういう議会で決議するような中身ではな

いと私は思うので、怪文書だったら怪文書の扱いとして、これは去年の議会のときも全協の

ときも、たしか片山議員が怪文書をみんなに配ったときに、何でこんな怪文書を配るんだと

いうことで非常に非難されていました。本当に怪文書も怪文書ですから、この民主主義の世

の中の中でこういう卑劣な行為をするというのは許されないし、意見があるならちゃんと

堂々と名を名乗って意見は発表すべきだし、署名入りで意見を言うというのは当然だと思い

ます。名前のないそういう怪文書というのは、もうあくまでも怪文書ですから、そういう扱

いにすると。 

  あえてそういう怪文書を持って歩いたことに対して気に入らないというはわかりますけれ

ども、それはそれで、もうその個人の問題として、もし八木 栄議員が御立腹するんであれ

ば、大塚議員と吉永議員に個人的にきちんと抗議するということにしていただきたいと思い

ます。それを議会の中へ持ち出して、議会として決議しましょうというようなことは、ちょ

っと私、議会としても情けないと思います。 

  だから、こういうきょうのこの決議についてはあえて反対します。 

○議長（増田宏胤君） 反対討論が終わりました。 

  賛成討論はありませんか。 

  11番、勝山徳子君。 

○１１番（勝山徳子君） 11番、勝山です。私は、吉永滿榮議員に謝罪を求める決議を賛成の

立場で討論させていただきます。 

  まず、議会の品位の保持ということで、法第132条には、議会の会議または委員会におい

ては、議員は、無礼な言葉を使用し、または他人の私生活にわたる言論をしてはならないと、

また、会議規則第102条では、議員は、議会の品位を重んじなければならないと規定されて

います。 

  まず、ここでは、臨時議会において吉永滿榮氏は、先ほど怪文書を、あたかも怪文書の内

容が、議員を侮辱する言葉というものを発言しております。私は、その議場の中で行われた

発言でありますので、ぜひこれは本会議の場において謝罪をするべきだと思います。 

○議長（増田宏胤君） ほかに討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（増田宏胤君） これをもって討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  本案は原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（増田宏胤君） 起立多数です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  それでは、10番、吉永滿榮君の入場を許可します。 

  ここで暫時休憩とします。 

〔１０番 吉永滿榮君入場〕 

 

休憩 午前１０時３４分 

 

再開 午前１０時３５分 

 

○議長（増田宏胤君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  ただいまの出席議員数は14名です。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加について 

○議長（増田宏胤君） ここでお諮りします。 

  お手元に配付のとおり、大塚邦子議員に謝罪を求める決議を追加日程第２とし日程に追加

し、日程の順序を変更して直ちに議題といたしたいと思います。これに御異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  よって、追加日程第２を日程に追加し、日程の順序を変更して直ちに議題とすることに決

定しました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議案第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（増田宏胤君） 追加日程第２、発議案第６号 大塚邦子議員に謝罪を求める決議を議

題とします。 

  ここで地方自治法第117条の規定によって、９番、大塚邦子君の退場を求めます。 

  暫時休憩とします。 

〔９番 大塚邦子君退場〕 
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休憩 午前１０時３６分 

 

再開 午前１０時３６分 

 

○議長（増田宏胤君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

  提出者、八木 栄君の説明を求めます。 

  13番、八木 栄君。 

〔１３番 八木 栄君登壇〕 

○１３番（八木 栄君） 13番、八木 栄です。それでは、発議案第６号について、文章の朗

読をもって説明させていただきます。 

  発議案第６号。 

  平成22年６月18日。 

  吉田町議会議長、増田宏胤様。 

  提出者、吉田町議会議員、八木 栄。賛成者、吉田町議会議員、永田智章。 

  大塚邦子議員に謝罪を求める決議。 

  上記の議案を、別紙のとおり吉田町議会会議規則第14条の規定により提出します。 

  大塚邦子議員に謝罪を求める決議。 

  吉田町議会においては、平成21年第３回吉田町議会臨時会において、正・副議長選挙が行

われました。この選挙の数日前に大塚邦子議員は吉永滿榮議員とともに、立候補者を中傷誹

謗する田村町長宛の怪文書を持って、元町長宅を訪問し立候補を阻止しようと行動したこと

から、吉永滿榮議員が「名誉棄損」として元町長より提訴されました。 

  さらに、この怪文書を元町長以外の者にも持ち歩いたことが、平成22年第２回吉田町議会

臨時会における議員の発言により明らかになりました。これらの行動は選挙妨害行為である

とともに個人の名誉を甚だしく毀損する行為であります。 

  以上、大塚邦子議員の行動は選挙妨害に当たるとともに議員を中傷誹謗、侮辱するもので

あり、議員として恥ずべき行為であります。 

  よって、大塚邦子議員に対して本会議の場において謝罪するよう求めることを決議する。 

  平成22年６月18日。 

  吉田町議会。 

  大塚議員につきましては、当時、副議長という立場にありながら、正副議長選挙に当たり、

町長あての怪文書を持って、他の議員の出馬を阻止しようと、選挙活動を吉永議員とともに

行ったという行為が、社会通年上いかがなものかということであります。 

  以上のことにより、今回発議させていただきました。 

○議長（増田宏胤君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  ６番、片山 武君。 

○６番（片山 武君） ６番、片山です。 

  先ほどに続いて、怪文書という文書が出ております。ちょっとその怪文書を添付していた

だきたいと思いますので、よろしゅうございますか。 
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○１３番（八木 栄君） 添付ということは、添付というか、配付しろということですか。そ

れともここで見せろということですか。 

○６番（片山 武君） 配付していただきたいですが。 

○１３番（八木 栄君） 配付はできないでしょう。 

○６番（片山 武君） できないですか。 

○議長（増田宏胤君） ６番、片山 武君。 

○６番（片山 武君） 怪文書を先ほどもどうのこうのという問題が出ていて、出されないと

いうのはどういうことですか、怪文書を。ちょっと私も見たいと思います。それによってこ

れは判断できると思いますが。 

○１３番（八木 栄君） 個人のプライバシーに関することですので、私からはそれを見せる

ということはまずできません。 

○６番（片山 武君） じゃ、個人でしたらここの議会でやるべきことじゃないと思いますの

で、これは用はないと思いますが。 

○１３番（八木 栄君） それ自体の問題じゃなく、それを持って回ったりという、事実でな

い文書を持って回ったよという行為に対しての謝罪ということでありますので。 

○６番（片山 武君） わかります、それは。ですから、その怪文書を見せていただきたいと

言うんです。どんなものでしょう。 

○１３番（八木 栄君） でありましたら、吉永議員が町長から１年間預かっているというこ

とでありますので、吉永議員に見せていただいたらどうですか。 

○６番（片山 武君） 私はここの議場で言っているんですよ。あなたにお願いしているんで

すよ。 

○１３番（八木 栄君） 私はできないと言っています。 

○６番（片山 武君） できないですか。 

○１３番（八木 栄君） 吉永議長が持っているという、この間、先日の発言があって…… 

○６番（片山 武君） そうやって、その文書…… 

〔「議長、しっかり進行をお願いします」の声あり〕 

○６番（片山 武君） そうなるというと、ちょっと文書を見るわけにいかなくなるんですか。

これ、協議することはできないと思いますので。 

○議長（増田宏胤君） 本会議場で怪文書の配付はいたしません。 

  10番、吉永滿榮君。 

○１０番（吉永滿榮君） 先ほどは私の謝罪に対する決議については可決されましたけれども、

私からも一言御意見を述べたいと思います。 

  この議長選挙というのは、立候補者は当日にならないとわからないということだと思いま

す。立候補するに当たっては、専任委員から当日の選挙事務が執行されるわけで、そのとき

に自分が初めて告示するということでございますので、先もって議長候補と、あるいは副議

長候補というのはわかっていないと思います。 

  八木議員が出るから、私のうちへ副議長へ出るということで私のところへ来た覚えは、そ

ういうことはないと私は思っています。だから、うわさによって、風評で、議員同士の中で、

こうしたものに出るよということは理解できても、正式に公示をしたものではないと私は思

っております。だから、そういう行動の中で、名誉棄損というのは、中で提出されましたけ
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れども、柳原町長と皆さんとは全然違う問題であると私は思います。 

  八木議員は、個人的なプライバシーと言いますけれども、あなたは消防団の職員でありま

す。消防委員であります。これは町の非常勤職員であって、そのときの行為が個人のプライ

バシーで通るのかどうかということだと思います。消防団の慰安旅行で行って、その中での

行為でありますので、その行為は事実でないということでありますけれども、これは調べれ

ばわかることであって、当然、それは事実かどうかということでは、この場ではあなたはそ

う言いますけれども、個人のプライバシーではなくて、非常勤職員として、消防団員として、

やはりきちっとすることが求められると私は思います。 

  だから、中傷誹謗に当たるとか侮辱するだとか恥ずべき行為というのは、こちらが言いた

いことなんだ。あなたがやっていることは。だから怪文書が出るんです。怪文書の中身とい

うのは、ここでは言えないような問題なんですね。住民が見れば、もうとんでもないという

ようなものであると私は思います。それを町長から私のところへ、怪文書が来たよと、おれ

の管轄じゃないから吉永議長が処理しろということでありましたので、八木議員を議長室ま

で来ていただいて、こういう文書が来たということでお話しし、彼も読んでいただいて、ぜ

ひこれからの態度については注意をしながら住民の代表として議員をやってほしいと、私は

そういうことを伝えたと思います。 

  だから、ここで中傷誹謗とかそういうことを言うべき問題でもないし、議会の中で言った

からというのは、言わせたのはだれですか。この間の臨時議会、この問題を持ち上げたのは

なぜですか。私は、この問題については、当然、その場で答えるべき問題ではないんです。

この前、100条の問題で私は臨時議会を開いたわけで、この問題を取り上げたのはどなたで

すか。どこからですか、この問題は。 

○議長（増田宏胤君） 吉永滿榮議員に申し上げます。 

  発議案の内容の質疑をしてください。 

○１０番（吉永滿榮君） はい、わかりました。 

  そういうことで、この問題についての決議につきましては、大塚議員の言動は、選挙妨害

ということに当たらないと私は思うんですよ。立候補して公示されているものなら選挙妨害

に当たりますけれども、そういう問題じゃないと思うんです。議会の議長選とか、あるいは

その他の問題についてはね。議員を中傷誹謗するものであるということでございますけれど

も、議員として恥ずべき行為であるということよりも、議員として全然普通の、この行為を

犯した議員よりも、もっともっと品行方正な議員であると私は思っております。 

  以上です。 

○議長（増田宏胤君） 八木議員。 

○１３番（八木 栄君） その文書の中身が事実無根であるということ、それ自体でもう、そ

れを持って回るということは、私に対してのプライバシーの侵害というか、事実無根のもの

をあたかもそのようにして話をされて持って回ったということ自体が、その行為自体が名誉

棄損に当たるんじゃないかなと、そういうふうに思います。 

  それから、出馬に対してのその立候補者ということですが、私は事前に、今度、副議長に

出たいと思いますのでよろしくということで、何人かの議員には回っております。それで、

逆に吉永議員から前日に、私、議長へ出るよという電話をいただきました。ということで、

その当日にならないとだれが出るかわからないということは、全然それは違うと思います。
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前日、その当日にならなくても、ある程度予測というか、私、出たいやという意思表示があ

って、それなりに、やっぱりなりたい方は、自分の今後の町のこの方向とか、私がこういう

立場になったらこういうことをやって議会を盛り上げるとか、議会をこういうふうにしよう

とかと、そういう所信というか、そういうものをお話ししていくと思うものですから、それ

に対して、そういう怪文書というものを持って、あの人はこうだもんでという形でやられる

と、ちょっとそれは、先ほどお話しをここでしましたが、社会通年上という形で、その当時

は、吉永議長、大塚副議長という、まだそういう肩書きがあった中での行動なものですから、

その辺でいかがなものかなということで、今回のこういう発議をさせていただいております。 

○議長（増田宏胤君） 10番、吉永滿榮君。 

○１０番（吉永滿榮君） それから、文章の訂正をお願いしたいと思います。 

  ３行目から４行目にかかりますけれども、元町長宅を訪問し立候補を阻止しようと行動し

たことから、吉永滿榮議員が「名誉棄損」として元町長より提訴されたと、これは全然、問

題の中身が違いますね。名誉棄損というのは、柳原議員が、11年４月16日に勧奨制度を行っ

た、勧奨退職についての問題を私は阻止しようと思っていると。今の町長からのメッセージ

の中にもありますように、４月16日に提出した増田議長の内容について、あるいはその当時

の事務執行について、やはり自分に疑わしきところがあるということで、名誉棄損として今

回は訴えられていると私は思っております。 

  だから、選挙関係、あるいは怪文書を持ってどうのこうのの名誉棄損じゃないわけで、そ

の点については、先般出されました町長のメッセージで御理解いただけると思います。この

辺の訂正をお願いしたいと思います。 

○１３番（八木 栄君） 私が伺った話でありますと、それも含めての名誉棄損かなというこ

とで、町長のお宅へ吉永議員と大塚議員が行ったということも伺っております。それで、そ

のときも文書を持って行ったということを伺っておりますので、それも含めてのことだと思

っておりますが、きちんとした、それじゃ、その訴訟といいますか、提訴されたものの文書

というものを一度読んでみないとわからないということですよね。 

○議長（増田宏胤君） 10番、吉永滿榮君。 

○１０番（吉永滿榮君） 読んでみなきゃわからないということですけれども、内容は、町長

のメッセージ等であって、その疑問に基づくものであるわけですけれども、彼は、そういう

私が一般質問するということで、５月28日の締め切り前に提出した書類をだれが持っていっ

たか存じませんけれども、元町長、柳原さんのところへ届いている文書のコピーというかフ

ァクスを見ると、議員の中から柳原町長に提出した文書が証拠としてあるわけでございます

けれども、そういったもろもろのものが、そこでなぜ一般質問する前に柳原町長のところへ

流れなきゃならないのか。そして、柳原宏行氏が、なぜ、そのあした、私のところへ一般質

問しないようにと、かわれというような問題を起こしたのか。そこら辺が名誉棄損の問題だ

ということを彼が言っていますけれども、やってもらっては困ると、自分の名前を出されて

は困るということは、内容は、現在、こういう町長が出されたメッセージの中に入っている

ものを公表されては困るということで出しているわけです。それが本当なんです。税金の使

い道について、その当時のことを暴かれては困るという、こういうことなんですよ。 

  だから、その辺の、この吉永滿榮氏が名誉棄損として元町長に起訴されましたって、され

たのは事実ですけれども、中身をもっと、事情を書いてください、このところ。説明してく



 78 

ださい。お願いしたいと思います。 

  それと同時に、先ほど、ハレンチな問題を抱えた議員ということも出ましたけれども、こ

のハレンチの問題、先ほど片山議員からおっしゃいましたけれども、その内容を、ここでだ

めなら全町民へ公表してよろしいですか。 

○１３番（八木 栄君） 公表することはできないと思います。 

○１０番（吉永滿榮君） 違反ですか。 

○１３番（八木 栄君） 違反だと思います。 

○議長（増田宏胤君） 質疑は、発議案の内容としてください。 

  質疑を終結します。 

  議員、御苦労さまでした。 

〔「議長、文書ってこのままですか」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） そうです。 

  討論を行います。 

  討論はありませんか。 

○１０番（吉永滿榮君） ……（録音漏れ）……それこそ、日程を追加されて、発議案第５号

について、謝罪を求める決議ということでございますけれども、大塚議員にいたしましても、

先ほど言われたように、もう少し内容を、決議文の訂正を本来ならお願いしたいわけですけ

れども、このような内容のわからないような決議文では到底賛成できるものではございませ

んし、また、この決議文の中の選挙妨害とか、あるいは名誉棄損とかという資料をもう少し

精査した上で出していただきたい。これが副議長が出すような資料かなと私は思っているわ

けですけれども、個人的なプライバシーの問題とされたわけでございますけれども、本会議

で謝罪をするような問題ではないなということを感じていますけれども、いま一度、本人の

自分のやった行為について、肝に銘じて議会での行動を謹んでいただきたいということでご

ざいます。 

  この決議については反対です。 

○議長（増田宏胤君） 反対討論が終わりました。 

  賛成討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（増田宏胤君） これをもって討論を終結します。 

  採決に入ります。 

  本案は原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（増田宏胤君） 起立少数です。 

  したがって、本案は原案のとおり否決されました。 

  それでは、９番、大塚邦子君の入場を許可します。 

  ここで暫時休憩とします。 

〔９番 大塚邦子君入場〕 
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休憩 午前１０時５６分 

 

再開 午前１０時５６分 

 

○議長（増田宏胤君） 暫時休憩を閉じ、休憩前に引き続き会議を再開します。 

  ただいまの出席議員数は14名です。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議員派遣について 

○議長（増田宏胤君） 日程第７、議員派遣についてを議題とします。 

  吉田町議会会議規則第116条第１項の規定による議員派遣については、お手元に配付した

議員派遣の件のとおり、現時点で期日等が確定している行事について派遣したいと思います。 

  お諮りします。 

  議員派遣については、お手元に配付してあります議員派遣の件のとおり派遣することに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認め、議員派遣については、お手元に配付してあります議

員派遣の件のとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────────── 

 

◎議会閉会中の継続調査について 

○議長（増田宏胤君） 日程第８、議会閉会中の継続調査についてを議題とします。 

  総務文教常任委員会委員長から所管事務調査について、議会運営委員会委員長から所管事

務調査について、それぞれ会議規則第71条の規定によってお手元に配付しましたとおり、議

会閉会中の継続調査の申し出があります。 

  お諮りいたします。 

  各委員長からの申し出のとおり、議会閉会中の継続調査とすることに御異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 異議なしと認めます。 

  したがって、各委員長から申し出のとおり、２委員会とも閉会中の継続調査とすることに

決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

○議長（増田宏胤君） 以上で、平成22年第２回吉田町議会定例会の…… 

〔「動議、11番」の声あり〕 

○議長（増田宏胤君） 11番、勝山徳子君。 
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○１１番（勝山徳子君） 先ほど吉永滿榮議員に謝罪を求める決議を賛成多数で議決いたしま

した。この議決の内容の一番最後に、吉永滿榮議員に対して本会議の場において謝罪するよ

う求めることを決議するとあります。 

  この本会議という場において謝罪はいつ行われるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（増田宏胤君） 10番、吉永滿榮議員に発言の意思があれば許したいと思いますが、い

かがでしょうか。 

  10番、吉永滿榮君。 

○１０番（吉永滿榮君） 今までの決議についても、謝罪とか、あるいは解決をしたことがな

いので、しばらく私に考える時間をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（増田宏胤君） 御理解をいただきたいと思います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎町長あいさつ 

○議長（増田宏胤君） 以上で、平成22年第２回吉田町議会定例会のすべての日程が終了しま

した。 

  閉会に当たり、町長からごあいさつをいただきます。 

  町長、田村典彦君。 

〔町長 田村典彦君登壇〕 

○町長（田村典彦君） 議員の皆さんにおかれましては、私のほうから出しました議案につき

まして御審議願い、また、議決をいただきまして、まことにありがとうございます。この場

をかりまして、皆様に感謝を申し上げたいと思います。 

  さて、私が皆様と意見等を交換する場はなかなかございませんので、こういう場をかりて

皆様にあいさつの中で一言申し上げたいと思っております。 

  皆様にいつか二元代表民主制の起源についてお話ししたことがあると思いますので、皆様

にはおわかりだと思いますけれども、これは、19世紀末から20世紀初頭のアメリカにおける、

シカゴであるとかニューヨークにおけるところの市議会が、いわば汚職の巣になったという

ふうなことから、有権者、納税者の方から、これじゃたまらんというわけで、やっぱり議会

を基本的に監視するものを外側に置かなきゃならないというわけで、いわば執行権を持った

人間を外に置いて、執行権を与える、相互に監視をさせるというふうなことでできたわけで

ございます。 

  日本も戦前はそうでございまして、基本的には議会の中から首長が出るというような形で、

議員の皆さんのさまざまなことについて、言うことを聞かなければ引きずりおろしてかえる

というのが、戦前の日本でも多数ございましたし、アメリカでも多数ございました。アメリ

カでは、それが機会となって二元代表民主制となったわけで、私には、議会を監視する機能

というものは、選出当初より私には与えられておりますので、こんなところでまたお話しし

たいと思っております。 

  さて、皆様は議決権、私は執行権、それぞれ二元代表でございますので、それぞれが選挙

で選ばれたものとしてそれを行使するというわけでございますが、実はこの前の３月議会で

藤田議員のほうから、小さな理科館の設置条例について修正動議が出まして、結果として、
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議員の皆様の多数を踏まえまして修正されたというわけでございますけれども、私、非常に

それ、ある意味においては執行権に対する侵害であると思っております。 

  その理由はこういうことです。 

  当然のことながら、執行でございますので、さまざまな事業につきまして、議員の皆様に

認識をしていただき、また理解をしていただき、また、でき得れば御支援をお願いするとい

うふうな形で、行政報告会であるとかさまざまな場を設けて、皆様に資料等をお渡しして理

解を願っているわけです。 

  藤田議員のほうからの修正動議の理由については、たしかこんなふうなことだったろうと

思います。当初示された小さな理科館のコンセプトには、最終的に出された小さな理科館設

置条例の教員の研修というものがなかったというわけでございます。 

  非常におもしろい問題をこれは提出しているわけでございまして、単純に申し上げて、一

つの考え方を当初出し、資料であるとか答弁といたします。しかしながら、当然、それは、

ある時間の中でもまれてまいります。場合によっては、プロジェクトで意見を求める場合も

ございますし、有識者の方に意見を求める場合もございます。また、中央省庁であるとか県

庁であるとか、さまざまな門外の機関に意見等をもらう場合があります。ということは、当

然のことながら、当初出されたものが修正されることは、執行権の、これは権限の問題です。 

  それを、最終的に小さな理科館で出したと、当初のあれにはないというふうなことになり

ますと、今後、どういうふうなことが起きるかというと、はっきり申し上げると、藤田議員

の修正動議というもののためにする議論であると。ためにする議論であるというふうなこと

になりますと、行政のほうから、さまざまな事業についてのさまざまな資料を皆様のほうに

お渡しすると、それを口実にして、取っかかりにして、最終的に、違うじゃないかと言われ

ます。当然のことながら、事業については、当初から時間の中で、さまざまな形でもまれて

修正し、またあるものは削除され、またあるものは加えると、そういうふうな形で最終的に

は皆様のお手元に議案として出すわけです。今のようなことが起きますと、はっきり申し上

げて、とてもではないけれども、出せないと、資料を。最初の資料に載っていないじゃない

かと。この前、こんなことを言ったじゃないかと。執行権というものは、基本的には、その

中において事業をもみ、最終的に私の判断でもって出すというわけです。それを途中でもっ

て、ああ言った、こう言った、書いていないじゃないかというふうなことを言われた日には、

とてもではないけれども、皆様にさまざまな資料について提出するとか、皆様に説明すると

か、そういうふうなことができなくなってまいります。おわかりですよね、言質をとられる

わけですから。いわば、最終的にこれは町民の利益になるものかどうか。 

  議会の皆様にお願いするのは、基本的には、出されたものが最終的に、適法であるか、費

用対効果でどうか、それから町民の利益になるか、その観点でもって審議をしていただくと

いうわけですけれども、初めのコンセプトでなかった、そういうふうなことを言われた日に

は、とてもじゃないけれども、いろんな質問をされた場合には、こういうふうな答えをする

可能性もございます。それは、議案を出すときに、皆さん、また質問してくださいと。それ

から、資料等については、資料については差し控えさせてもらいますとか、こういうふうな

ことになって、非常に不幸なことが起きると私は思っています。 

  ぜひともこの点については、ひとつ、今後もございますので、議案の上程の際に、執行権

というものは、時間の中においてさまざまな形でもんで出すんだよというふうな形で、当初
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にはなかったことが、当然、最終的にはありますし、当初なかったことでも最終的にはある

と、あったものでもだめだ、そういうふうなことが起きます。それについて、皆様は、町民

の利益というのが最大基準でございますので、ぜひともそれも尊重していただきたいと、こ

んなふうに思っております。 

  例えば、今度は反対に、私が議決権と言ってお話ししたことはありません。じゃ、例えば、

議決権を行使する際に、パブリックコメントを求めたらどうですか、有識者会議を開いて、

この意見について、町民の皆さんの、有識者の意見を聞いたらどうですかと、そういうふう

なことを言ったら、皆さんは恐らくこう言うでしょう。そんなことは言わないでくれと、そ

んなことは我々のことであって、あなたから言われる筋合いはないよと、そう言うはずです。 

  例えば、ずっと昔、私が最初の任期のとき、こんなことがございました。合併のときに、

当時16人いた議員のうちの13名が、今の牧之原市との合併について申し入れをした。最終的

に皆様は、町民のアンケートをやりました。結果はどうだったでしょうか。３対３対３でポ

シャる。それについて議会の皆様が総括したことございますか。周辺の問題でもそうです。

結局は、私が自分で自分の首を切り、そこにおられる片山さんが自分で自分の首を切り、あ

との方はほおかぶりじゃないですか。 

  一つ一つの事柄について、やはり折り目正しく、ちゃんと一つ一つの行動をけじめをとっ

ていくというふうなことは非常に大事なことでありますし、議案等の場合においても、また、

この町の運命を決するような場合においても、では、例えば皆様が議決したことについて、

民意にかなっているかどうかアンケート調査されたらいかがですかと言ったら、そんなこと

を言われる筋合いはないと言われると思います。 

  だから、もとに戻りますと、私に与えられている執行権については、当然、事業について、

時間の中でさまざまに変わっていきます。当初ないものもありますし、また、初めあったも

のも、あ、これはちょっと都合が悪いというわけで削除する場合もございます。増えたり減

ったりするものが結構ございます。それにおいて、最終的に出されたものについてよろしく

御審議願いたいと。 

  ただ、その途中においては、行政報告会であるとか、それからさまざまな場をかりて皆様

に理解してもらいたい、場合によっては御支援をしてもらいたいというような形で出します

けれども、今申し上げたような執行権の問題について、土足で入ってこられるようなことは

ぜひともやめていただきたいと、こんなふうに思っています。 

  私も、議決権の中に土足で入るようなことはいたしません。それに、お互いに、議会であ

り、それから町長である、それぞれのいわば公人としての与えられた議決権と、それからま

た執行権のお互いに尊重であると私は思っておりますので、この場をかりて、ぜひともお願

い申し上げたいと思っております。 

  それから、今、こういう場でございますので、先日、吉田高等学校の存続を求める住民集

会がございました。現実に、佐藤議員の質問の際にお答えすればよかったんですけれども、

議員の皆様におかれましては、ほとんど動きがございません。皆様は住民代表でございます。

吉田高等学校存続というものがこの町にとって非常に重要なものであると我々も思っており

ますし、我々もでき得る限りのことで運動しております。議会の皆様におかれましても、ぜ

ひとも我々と手を携えて吉田高等学校の存続に邁進していただけますよう、この場をおかり

しまして改めてお願い申し上げたいと思っております。 
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  きょうはどうもありがとうございました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議長あいさつ 

○議長（増田宏胤君） ありがとうございました。 

  ここに、平成22年第２回吉田町議会定例会を閉会するに当たり、一言ごあいさつを申し上

げたいと存じます。 

  本定例会は、６月４日以来、15日間にわたり諸議案の審議をいただきましたが、本日ここ

にすべての議事が終了し、閉会の運びとなりました。これも議員各位の終始極めて真剣な御

審議によるものと心から厚くお礼を申し上げます。 

  議員各位におかれましては、閉会中の各委員会活動を初め、何かと御多忙のこととは存じ

ますけれども、町政の積極的な推進に御尽力賜りますようお願いを申し上げ、まことに意を

尽くしませんが、閉会のごあいさつといたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（増田宏胤君） これをもって、平成22年第２回吉田町議会定例会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時１１分 


